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　将棋を始めた頃、少年の誰だれもがその夢を抱くように、私もこう思っていた。

　名人になりたい──と。

　厳しい修行の世界へ何の保証もないまま飛び込むことができたのも、将来への保証の代わりにその夢があったからだ。

　名人になるためにはプロ棋士にならなくてはいけない。それを知った私は迷わず奨励会に飛び込んだ。

　先の見えない奨励会。

　真っ暗闇の中でもけれど、その夢だけは、はっきりと見ることができた。

　プロになった時の目標も当然『名人になりたい』だった。

　だがプロの世界で──順位戦で揉もまれるうちに、いつしかその夢は磨すり減へり、目に見えないほど小さくなってしまった。

　上がって、落ちて、停滞して……それを繰り返すうちに自分が名人になれるとは思えなくなっていた。

　名人になれるのは、中学生で棋士になりそこから一度の停滞もなくＡ級まで上るような、そんな選ばれた人だけなんだと。年を越せばいつも降級しないか星勘定ほしかんじょうをしている私なんかがなれるはずはないと。

　Ｃ級２組では、何度も九勝一敗で上がれない『頭はね』を喰くらい、永久に昇級できないのではという絶望を味わった。

　Ｃ級１組でも、Ｂ級２組でも、Ｂ級１組でも頭はねを喰らい……やっと上がれたＡ級では四勝五敗と奮戦したものの、順位の差によりわずか一期でＢ級１組へ出戻り。

　四勝して残留できなかったのは自分一人で、さすがにこの頭はねは堪こたえた。

「わしはやっぱり、名人にはなれんのやなぁ……」

　そんな苦しみを味わっていた時、転機が訪れた。

　弟子でしを二人取ったのだ。

　四歳の女の子と六歳の男の子だった。内弟子にした。

　周囲からは「このご時世に物好きな……」と思われていただろう。

　誰よりも私自身が自分の行動に呆あきれていた。どう考えても他人の面倒を見ていられるような状況ではない。自分でも現実逃避をしているとしか思えなかった。いかに才能のある子供達とはいえ……。

　その二人はどうやら、師匠わたしのことを世界で一番強いと思っているようだった。

「ししょうはなんで、めいじんじゃないの？」

　真顔で問われ愕然がくぜんとしたが、キリリとした表情で、

「名人とは自分でなるものやない。将棋の神から選ばれるものやが……そろそろわしが選ばれる時期ときかもしれんな」

　そう答えると、目をキラキラさせた弟子達はさっそく道場で「うちのししょうはそろそろめいじんになる！」と吹聴ふいちょうしてくれて、たいそう困った。

　そんな幼い期待に応えたいと思ったのが、昇級の原動力だったのかもしれない。忙しくなったはずなのに成績が上向くというのもどうかと思うが……。

　だが思い返してみれば、人生で大きな事件（？）が起こった時期に昇級している。そういうものなのかもしれない。

　夢というのは不思議なものだ。

　子供の頃はあんなに簡単に抱くことができるのに、大人になってもその夢を抱き続けるのは難しい。軽いようで重く、はっきり見えるようで見えない、不思議な存在。

　私が見失ってしまったそれを弟子達が探し出し、手渡してくれた。

　もう二度と失うことはない。

　再びＡ級に上がった今、私はもう一度、その夢に挑んでみようと思っている。




　名人になりたい。
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角換わり革命起こす






　深夜に及ぶ激戦は、九頭竜が王手竜取りから即詰みに討ち取って終局を迎えた。

　だが本局は何をおいても九頭竜が序盤に指した[image: ]６五同桂の一手に尽きる。検討の中心にいたＡ級棋士の白石しらいし隆たか延のぶ九段は興奮した口調で語った。

「これまで角換わり後手の主要戦術は『待機策』。先手が無理攻めをしてくるのを待ったり千日手せんにちてを狙ったり……しかしこの[image: ]６五同桂の出現で後手からも攻め合いを挑めると証明された。一夜にして角換わりの勢力図が描き変えられたんです！」

　白石によれば、九頭竜新しん手ての革新性はこれまで当然と思われていた[image: ]９四歩の省略にあるという。

「[image: ]９四歩を省くと端攻めが一切できないため仕掛けが成立しないと考えられていました。少なくとも私はそう思っていた。二十年前にプロになった時からずっと。その二十年間を十七歳の若者が覆したんです。プロ棋士になってまだたった二年の若者が、たった一手で。信じられますか？」

《一角獣いっかくじゅう》の異名を持つ角換わりのスペシャリストをしてここまで言わせる九頭竜新手の検証は今後さらに行われるだろう。

　本局の勝利により九頭竜は順位戦全勝をキープ。そして公式戦十連勝。しかもそのうちの四勝は名人から上げたもの。

　先期の成績が振るわなかったことから順位的には厳しいが、全勝すれば３つの枠にかかわらずＣ級１組に昇級できる。残り２局。その資格は十分だ。

　今、一人の少年の出現により、将棋の歴史が大きく変わりつつある。

　タイトル防衛から無敗を貫く若き竜王が[image: ]６五同桂の一手について局後に語った言葉を、この観戦記の締め括くくりとしたい。

「とりあえず革命は起こした」


（金柑）









【クズ竜王】九頭竜八一の竜王失冠を信じて鶴を折るスレ９９９【史上最強のロリコン】




『史上四人目の中学生棋士にして史上最年少タイトル保持者、十六歳四ヶ月という史上最速で棋界の頂点に立ち、史上最年少防衛も果たした九頭竜八一竜王について語ろう！』

『名人の永世七冠とタイトル百期同時達成を阻止したクズ』

『角換わりの後手で革命を起こしたクズ』

『先手角換わりでも桂を単騎で跳ねさせる戦法で白星を荒稼ぎするクズ』

『あの初心者っぽい戦法で勝てるってヤバくない？「桂の高跳び歩の餌食」って格言で育った世代からすると世界崩壊レベルの衝撃なんだが』

『今日の将棋もヤバかったよな……こいつ相手に矢倉とかもう怖くて指せないだろ』

『あの山刀伐が矢倉で何もさせてもらえなかったもんなー』

『矢倉絶対殺すマン九頭竜』

『何このロリコンこわい』

『でもこいつが指してる新手ってソフト発の手なんだろ？』

『言っとくけど「ソフト発」がネガティブな意味を持ってたのは数年前までだからな？』

『そうそう。あんな変態戦法をソフトと同等に指しこなせる時点で人類超えてるから』

『むしろその事実のほうがヤバいよな』

『あいちゃんと天衣ちゃんも立派に育ててるし、白雪姫も三段になれたし、何だかんだで今の将棋界はこいつ中心に回ってるんだよね』

『先週無事小学生三段になれた創多きゅんとも研究会やってるらしい』

『小学生なら男子でも女子でも見境なしか……ロリコンの鑑かよ……』

『天ちゃんを世に送り出してくれただけで聖人クラスの功績ですありがとうございます』

『そろそろこのスレのタイトルも変えるべきじゃね？』

『長期政権築いてくれて構わんからな』

『【クズ竜王】とか「失冠を信じて鶴を折る」とかイラネ』

『【史上最強のロリコン】は残したい』

『同歩』

『【クズ竜王】を消して【トップブリーダー】を入れるとか？』

『力強く同歩』

『間髪入れず同歩と取り込む』

『じゃあ次スレからはそれで！』

『たてたよ～　〉次スレ【トップブリーダー】九頭竜八一スレ１０００【史上最強のロリコン】』

『㌧クス』

『よくやった！　うちに来てあいちゃんと将棋指していいぞ！』
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『推挙状すいきょじょう』

　豪ごう華か絢爛けんらんたるホテルの広大なホールに、スピーカーで拡大された月光つきみつ会長の涼やかな声が朗々ろうろうと響き渡る。

『貴殿は今期竜王決定戦に優勝されました。依よって茲ここに第三十期竜王に推挙致します』

　手漉てすきのブ厚い和紙で作られた大きな賞状。

　こちらに向かって差し出されたそれを、俺おれは両手で恭うやうやしく受け取った。

『おめでとうございます』

「ありがとうございます」

　紙のはずなのに、受け取った推挙状は両手が震えるほど重い。

　タイトルの重みだ。

「……二回目ですからね。もう慣れていただかないと」

　俺の緊張を見透かしたように会長がマイクのスイッチを切って囁ささやく。

「いやぁ、俺なんかまだまだ……」

　永世名人にからかわれても恐縮してそう返すのがやっとだ。

　会長の背後に影のように立つ、黒漆くろうるしを塗り重ねた大きな盆（推挙状が載ってた）を捧ささげ持つ秘書の男鹿おがささりさんとも視線が合う。微かすかに微笑ほほえんでくれたようだ。竜王戦第四局の指し直し前に俺にハッパをかけてくれたことを思い出し、目頭が熱くなった。

　受け取った推挙状を掲げて会長と並ぶと、記者達が一斉に写真撮影。

　笑顔を浮かべて並んで立っているあいだ会長と言葉を交わす。

「ところで会長って目が見えないんですよね？　どうやって読み上げてるんですか？」

「何度も繰り返しているうちに暗記してしまったのですよ。名称の差こそあれ、どのタイトルでも本文自体は使い回しですから」

「なるほど」

「昔は私も受け取る側だったのですが、最近はずっと贈る側です。久しぶりにそちら側に立ってみたいものですね」

　一瞬笑いかけた俺は、会長の言葉に刃やいばのような鋭さを感じてそのまま固まる。

　未いまだ現役のＡ級棋士である月光会長なら盲目のハンデを背負いつつタイトルを獲とってもおかしくない……現に今年の順位戦でも名人挑戦圏に残ってるし……。

　ちなみに竜王の場合は『推挙状』となるが、昨日同じように就位式があった姉あね弟子でしの受けた女流玉座では『就位状しゅういじょう』。

　名人は『推戴状すいたいじょう』だし、玉将は『贈位状ぞういじょう』で玉座は『允許状いんきょじょう』。

　文章の内容はほとんど同じだけど名前は結構違ってて面白い。

　続いて竜王戦主催者である新聞社の偉い人から竜王杯（秩父宮ちちぶのみや記念杯）をいただき、賞金も頂戴する。

　その額、四三二〇万円。

　──去年の賞金を含めると十代で一億くらい稼いだのか……。

　サラリーマンの生涯賃金が二億円くらいっていうから、その半分を十七歳で手に入れたことになる。好きな将棋を指してるだけなのに……まるで現実感がない。

　ふと、ステージの下からこっちを見上げる視線に気付く。


「っ！　…………師匠……」



　俺の師匠である清滝鋼介きょたきこうすけ九段が、離れた場所からひっそりと微笑みかけてくれていた。

　眼鏡の奥のその目が潤うるんでいるように見えて、俺も思わず泣きそうになる。

　もし師匠に出会わなかったら……俺は今頃、どこで何をしていたんだろう？

『それでは最後に花束の贈呈となります』

　月光会長がマイクを通してそう言うと──

　千人くらい入れそうな大ホールの入り口が開き、結婚式なんかでよく聞くような音楽と共に部屋の外から三人の女の子がステージに向かって歩いてくるのが見えた……んだけど。

「えっ!?　あ、あれって……」

　人垣が割れ、その中央を歩いてくるのは──小さな小さな女の子。

『先頭を歩くのは、竜王の一番弟子でし・雛鶴ひなつるあい女流二級。昨日行われた女流名跡みょうせき戦の予選では終盤に素晴らしい寄せを見せて見事女流デビュー戦を白星で飾った天才少女であると同時に、私生活では内うち弟子でしとして竜王を支える愛まな弟子でしでもあります。現在十歳！』

　あいの衣装は純白のドレスだ。

　そう、まるで花嫁衣装ウェディングのような……。

『その次は、同じく竜王の弟子でいらっしゃる夜叉神やしゃじん天衣あい女流一級。今期のマイナビ女子オープンでは準決勝まで進出している、女流棋界のシンデレラです。同じく十歳！』

　天衣は黒を基調にしているものの、やはりウェディングっぽい服ドレス。

『そして最後を歩くのは……ご紹介するまでもないでしょう。女流二冠にして史上初の女性奨励会三段、昨日は女流玉座四連覇の就位式が行われ多くの報道陣が詰めかけました。いま将棋界で最も有名な《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》──空そら銀ぎん子こ三段、現在十五歳ッ!!』

　姉あね弟子でしもなぜかウェディングドレスっぽい衣装で、ブーケっぽい花を持ってご入場。

　確かに誰だれもが俺と関わりが深く、花束贈呈の役としてはふさわしいが……。

　しかし、なぜ!?　なぜ最後に年齢を言う必要がある!?

「さて、竜王」

　片手にマイクを握った会長はもう片方の手を俺の肩に置くと、耳元に口を寄せて、他の誰にも聞こえないように囁いてくる。
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「どの子から花を受け取るのかな？」

「ッ!?　ど、どの子って……」

　会長はシャレのつもりで仕込んだんだろうが……この状況、全然シャレにならないのだ。




【姉弟子を優先する】　→　あい激怒・天衣静かにキレる

【あいを優先する】　→　姉弟子激怒・天衣静かにキレる

【天衣を優先する】　→　あいと姉弟子激怒・なぜか天衣も激しくキレる




　ほらな？　絶望しか見えない。

「師匠？　あいのお花を受け取ってくれますよね？」

　一番弟子だから自分が一番だと信じて疑わない、あい。

「べ、べつに私は……師匠せんせいに花なんて贈りたいとは思わないけど？　でもそうしないと就位式がショボくなるって言うから……だから仕方なくこうしてわざわざ持って来てやったんだからさっさと受け取りなさいよバカ!!」

　天衣は横を向いてツンツンしながら、花束をレイピアみたいに突きつけてくる。


「じゅうびょうー……きゅう、はち、なな、ろく────」



　姉弟子に至っては静かに秒を読み始めていた。

　タイトル戦の終盤以上にプレッシャーを掛けてくる。震えるぜ……！

　──どうする!?　三つのうち……どれが正解だ!?

　会場に集まった数百人の視線。報道陣のカメラ。弟子達の放つプレッシャー。姉弟子が秒を読む声……それら全てが渾然こんぜん一体となった極限状態で、俺は必死に読みを入れる。

　読む。


　読む。読む。読む。読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む…………。




　そして────選んだ。第四の手を！




「これが！　俺の正解手こたえだぁぁぁぁぁぁぁ──────っ!!」



「「「ッ!?」」」

　いきなり両手を広げてステージから跳ぶと、俺は三つの花束を一度に全部抱え込んだのだ！

【みんなの花を同時に受け取る】

　という、詰めろ逃れの詰めろを放った瞬間だった。

「……やれやれ。ここまでやっても煮え切りませんでしたか」

「せっかく会長が背中を押してくださったというのに救いようのないヘタレクズですね」

　肩をすくめる会長と、溜ため息いきを吐つく男鹿さん。ありがた迷惑だ！


「むぅ～……！」



「……ふん」


「…………チッ」



　あい、天衣、姉弟子もそれぞれ先手番で千日手になったみたいな表情である。要するに不満そう。

　将棋指しは一番が大好き。常に勝ちか負けしかない勝負の世界に生きているため日常のどんな些細ささいなことでも勝ち負けをはっきり付けたがるという悪癖あくへきがある。別に俺のことを好きでも何でもなくても『わたしを優先しないとイヤ！』なのだ。厄介……！

「そ、それにしてもみんなメチャかわいいよねっ！」

　腕一杯に花束を抱えたまま精一杯の笑顔を浮かべて強引に話題を変える。

「どうしたのその服!?　すっごく似合ってるなぁ！　ホテルの結婚式場から借りたとか？」

「余よのコーディネートだ」

　上品な声が響き、若い男に手を引かれた女性が進み出る。

「釈迦堂しゃかんど里奈りな女流名跡だ……！」

「隣で手を引いているのは弟子の神鍋かんなべ歩夢あゆむ六段か……まさに美男美女の師弟だな……」

　参列者達が溜め息と共にそう漏らす。

　王朝でも開闢かいびゃくしそうな装よそおいでわっさわっさと登場したのは、女流タイトル保持者ホルダーにして《エターナルクイーン》の異名を持つ女流棋界のレジェンド。

　自らのファッションブランドを持ち、原はら宿じゅくに将棋教室兼セレクトショップを経営するという異色の棋士でもある。

　姉弟子にすら言うことを聞かせられるという希有けうな存在は、自分の作品を示すかのように三人の美少女を孔雀くじゃくの羽みたいな扇子せんすで示しながら、誇らしげに言う。

「素材が良いので腕の振るいがいがあった。どの子もこの上なく美しかろう？」

「ええ！　ええ！　もう本当に!!」

　あい達に聞こえるよう大声で同意する。

「みんなもう、いつもの百倍かわいく見えちゃって！　おかげで選べなくて困りますよ～。さすが釈迦堂さんだなぁ、間違えないなぁと」

「ふふ。この時期はプロ棋士達が皆ピリピリしているからな。こうして美しい花でも飾らねば祝賀しゅくがムードなど演出できまい？」


「ッ……！」



　釈迦堂さんの言葉に、俺は改めて会場の空気が異様なことに……およそ祝賀会などとは呼べないほど張り詰めているという事実に気付く。

　その理由もわかってる。この時期はいつもこうだ。

「仕方の無いこととはいえ……余は少しでもこの空気をほぐしたかったのさ。何と言っても、今日は我が愛弟子の表彰式でもあるのだから。なぁ？　ゴッドコルドレンよ」

「イエス・マスター」

　恭しい仕種しぐさと共にそう頷うなずく歩夢は、竜王戦６組優勝者。

　この就位式では各組の優勝者も揃そろって表彰される。そのため気合いを入れてきた歩夢はもう何と言うか……ほら、歴史の教科書にナポレオンが皇帝になった時の絵が載ってるだろ？　あんな感じよ。

　だが周囲もその派手な装いを受け容いれている。

　竜王戦の挑戦者決定戦では名人に敗れたが、その堂々たる戦い振りは歩夢を一躍スター棋士の一人へと押し上げた。将棋界は早くも歩夢にこんな異名を捧げている。

《次世代つぎの名人》

　若手棋士にとって最大級の期待と畏怖いふが込められた異名だろう。本人は相変わらず白銀しろがねの聖棋士とかゴッド何ちゃらとか名乗ってるけど……。

　そんな歩夢は俺に向かって好戦的な視線を向けると、

「我は最下級の６組で優勝したに過ぎぬ。未だ竜王きさまとの差は大きすぎる……だが見ているがいい！　来期こそドラゲキンの首を獲ってくれん!!」

　ドラゲキン言うなし。

「俺が歩夢より上なのは竜王戦だけだろ？　他の棋戦はそれこそ軒並み歩夢の方が成績いいし、対局数とか勝率じゃあ比較にならないくらいそっちが上じゃん……」

　何だか言ってて悲しくなってきた。

「それは貴様がタイトル保持者故に予選を免除され、常に上位棋士とのみ戦っているからであろう」

「でも通算勝率七割五分を超えてるお前と比べちゃうとなぁ」

「ちなみに順位戦に限れば、我が愛弟子の勝率は十割。当然ながら歴代最高勝率だ」

　釈迦堂さんが誇らしげに補足した。

　つまり三十戦近くやってきて一度も負けていないのだ。歩夢きゅん順位戦に強すぎ問題。

「とんでもない化け物を育ててくれやがりましたよね……」

「余の好みに育てたからな。順位戦に強い棋士こそが名人に最も近い棋士。竜王の就位式で口にするのは憚はばかられるが、我ら古い世代オールド・タイプにとってはやはり名人こそが目指すべき至し尊そんの玉座タイトルなのだよ」

　それはそうなんだろうな、と思う。

　俺だって子供の頃の夢は『名人になりたい』だ（次点は風呂屋の番台）。将棋を指す者にとって名人という地位は特別な思い入れがある。

　その名人へ至る棋戦こそが『順位戦』。

　名人への挑戦権を懸け、一年を通じて行われる長い長いこのリーグ戦は、竜王戦のように一気にタイトルを手にできるわけではない。

　Ｃ級２組からＡ級までの五クラスに分かれており、昇級できるのは一年に一クラス。

　つまり名人になるのは最短でも五年はかかる。

　そして歩夢はプロ入り以来、一度も立ち止まることなくこの階段を昇り続けていた。《次世代の名人》と呼ばれる最大の理由はそこにある。

「今期もこれまでＢ級２組でたった一人だけ全勝だろ？　もう昇級したようなもんじゃないか。二ヶ月後にはＢ級１組の神鍋歩夢『七段』になってるさ」

「我は順位が低い。確実に昇級するには全勝しかあり得ぬ」

「それはそうだけど」

　今の歩夢の勢いと実力であればこのまま全勝で突っ走りそうだ。

　──そういえば、今期のＢ級２組順位戦で歩夢と最後に当たるのって……？

　順位戦の対局表を思い出そうとしていた俺は、しかし歩夢の言葉で現実に引き戻される。

「貴様こそ……昨日の将棋は何だ？」

「中継を観ててくれたのか？」

　昨日は同じホテルで姉弟子の女流玉座就位式があり、俺とあいと天衣は東京とうきょうで対局があったため一門ほぼ総出で上京していた。桂けい香かさんだけは事情があって大阪おおさかでお留守番だ。

　対局の結果は全員が勝利。

　よって本日の就位式は実に晴れやかな気持ちで出席できた。さっきのサプライズ花束贈呈までは……。

「対局中にちょっと面白い仕掛けを思いついてね。ネット中継もあったし、ファンサービスのつもりで採用したんだけど。でも上手うまくハマッてくれたな」

「あ、あれを対局中に……だと……？」

　歩夢は驚いたというよりも傷ついたような表情を浮かべた。

「あの山刀伐なたぎり八段の矢や倉ぐらを……思いつきで破ったというのか!?」

「もちろん事前研究はあったさ。ただ昨日は体調が良くて手がよく見えたんだ……そうそう、矢倉はもう終わりだな」

　ザワッ!!

　俺の発言に、会場が一瞬ざわめく。

　ピリピリしていた空気が、さらに刺々とげとげしいものに変わったように感じた。

　歩夢が愕然がくぜんと言う。

「や……矢倉が、終わった……だと……？」

「ああ。先後を問わず矢倉はもうダメだろ。バランスが悪すぎる。ソフトも使ってこないしな。お前だって薄々それに気付いてて、だから名人との竜王戦挑戦者決定戦で雁がん木ぎを採用したんだろ？　得意戦法の矢倉を捨ててさ」


「…………」



　歩夢は周囲を憚るように視線を小刻みに動かした。

　会場には１組優勝者の名人もいる。

　相変わらずファンに取り囲まれてるので、人が集まってる場所を見て『ああ、あそこにいるんだな』って認識するしかないんだけど。

　だからこっちの会話は聞こえてないはずだ。

「あの将棋で名人は矢倉に組んで、雁木の歩夢を最終的に詰ましはした。けど俺の検討じゃあ最終盤にお前がミスしなきゃ勝てた将棋なんだよあれは。今ならたとえ相手が誰であれ矢倉に組んでくれたら負ける気がしないけどな」


「ドラゲキン、貴様…………自分が今、関東で何と呼ばれているか知っているのか？」



「どうせクズとかロリコンとか勝手なこと言ってるんだろ？」


「…………知らぬのならばよい」



「はぁ？」

　歩夢は黙り込んでしまった。何だぁ？

「さすがは若き竜王。大胆なことを言う」

　釈迦堂さんが苦笑交じりに、

「矢倉は終わった……か。余のような古い世代オールドタイプにはいささか抵抗があるな。矢倉こそ将棋の王道といわれ、名人戦で矢倉以外を採用すれば邪道じゃどうと謗そしられたような時代に育った者には……」

「みたいですね。俺も昔、師匠に聞きました」

　今の名人が初めて名人戦に登場した時に中飛車なかびしゃを採用したらメッチャ叩たたかれた、みたいな話もあったらしい。

　現在では考えられないような話だけど、師匠も当時その将棋をリアルタイムで観て「カチンとは来たな」と言ってた。

　その師匠は少し離れた場所でスマホを操作してる。

　弟子の就位を記念してまたガチャでも引いてるんだろうか。最近は何にでも理由を付けて課金しようとするからな……。

　ゲームに集中して、こっちの話は聞こえてないみたいだ。

　ま、今の発言を師匠が聞いても笑って許してくれると思うけど。噓うそは言ってないし。

「ともかく……」

　釈迦堂さんは歩夢の肩に手を置くと、

「もはやゴッドコルドレンに隙すきは無い。矢倉であろうが他の戦型であろうが《白しろ銀がねの聖騎士シュヴァリエ》として堂々と受けて立つ準備がある……で、あろう？」

「オフコース・マスター」

　自信満々に頷く歩夢。俺はちょっと茶ちゃ化かしたくなる。

「ホントかぁ？　また夜や戦せんに引き摺ずり込んで逆転しちゃうぞ？」

「ふふ……隙は無いと言ったろう、若き竜王よ。例の弱点も克服済みだ。最近は二人で夜更よふかしもしているしな？」

　釈迦堂さんは愛弟子の顎あごを指で妖あやしく撫でながら、

「余はじっくりと組み合って長く楽しむのが好きなのさ……矢倉のようにね」


「ま、ましゅたぁぁ……」



　デレッデレな師弟っぷり。見てるこっちが恥ずかしくなるくらいだ。

　二人で夜更かしとか、組み合って長く楽しむとか……オトナの恋愛を連想させるようなワードに、俺と姉弟子は思わず居心地が悪くなる。あいと天衣はお子ちゃまなので「？」って顔だけど。

　それにしても……

「姉弟子？　あの、大丈夫ですか？　いくら何でも真っ赤になりすぎ──」

「う、うるしゃい！　ぶちころしゅじょわりぇ!!」

「ちょっ!?　あ、危ない姉弟しッぷおぁ!?」

　動揺して振り回した姉弟子の肘ひじが俺の顎にクリーンヒット。

　抱えていた花束と一緒に、俺はそのまま床に伸びた。

　その日の夕方には散らばった花びらと共に床に散った俺の写真が『白雪姫、就位式で竜王を殴打』というタイトルの記事と共にヤフ●ニュースに載った。なんだこの就位式……。
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　さて翌日。

　大阪にとんぼ返りした俺達は、今度はこっちでもお祝いだ。

「「ようこそお越しくださいました！　いつもお世話になっております！」」

　会場となった一流ホテルの大広間で一門揃ってお客様をお出迎え。タイトル戦の前夜祭なんかじゃ慣れてるけど、今回のは初めての経験だった。

『清滝一門祝賀会』

　そう。

　今日のパーティーは、師匠が企画したもの。

　日頃応援してくださってる後援者の皆様やファンの方々をお招きして、指導対局を行ったり立食形式で歓談したりという、言ってみればうちの一門による『ファン感謝祭』だ。

「……にしても奮発したねぇ。これ、かなり足が出てるんじゃない？」

「もちろん大赤字よ」

　げっそりした表情で桂香さんが頷く。この準備のために昨年末から奔走ほんそうし、今回も一人だけ大阪に残ってくれていたのだ。

「『プロ棋界最高位の竜王と女流棋界最高位の女流二冠が揃っとるんやから、日本で一番豪華な式にせな顔が立たん！』ってお父さ……師匠が言ったの」

「師匠、感覚的には昭和だもんね。昔の棋士は無理してでも格式を重んじたっていうけど」

　そういう積み重ねがあって、ばくち打ちの一種と世間から見られてた『将棋指し』が『プロ棋士』として扱われるようになったと聞いたことがある。

　棋界全体の地位を押し上げようとして背伸びをしたんだと。

「そりゃ、見栄みえもあったんだと思うわ。けど──」

　桂香さんは疲れが吹き飛んで見えるほど優しい笑顔を浮かべて、

「よっぽど嬉うれしかったみたいよ？　八一くんが名人に勝ってくれたのが」

「……」

　何だかムズムズしちゃって、恥ずかしくって、俺は何も言えなかった。

　師匠がそこまで喜んでくれてることが嬉しくて……胸がいっぱいになる。

　赤の他人である俺のために惜おしげもなく私財を投じて、こんな盛大なお祝いの会を企画してくれた師匠。

　それどころか師匠は、俺が内弟子になってからずっと生活の面倒を見てくれて、将棋の稽けい古こも付けてくれた。実の息子にだって簡単にできないようなことを、俺のために……。

「？　どうしたの八一くん？　風邪かぜ？」

「いや、ちょっと……大丈夫だから」

　俺が洟はなを啜すすり上げる音を聞いて、桂香さんが見当違いの心配をしてくれた。わざとかもしれない。

「そ、それにしても……将棋界や囲碁界だけじゃなくて色んな業界の人に声を掛けたんだねぇ。府知事や大阪市長までいるじゃん！」

　涙を誤魔化ごまかしつつそう言うと、桂香さんは当然とばかりに頷いて、

「あなた達はもう、そういった方々を呼べるのよ。八一くんと銀ぎん子こちゃんは将棋界の顔だし、あいちゃんと天衣ちゃんもこれから売れてく人だもの。政財界にもどんどんファンを作ってもらわないとね！」

「そういえば本因坊秀埋シューマイ先生は？　まだ来てないみたいだけど」

「あの人は正月の騒動で将棋界を出で禁きんになってるから」

「なるほど」

『指し初め式お●んぽ事件』である。そりゃ出禁だわ。

　みんなでお客さんをお出迎えした後は、さっそく将棋である。

「受付時にお渡ししたプログラムに整理番号が入っております！　その番号に従って指導対局を受けてください！」

　桂香さんやホテルスタッフと共に、押し寄せるお客さん達を誘導する。

　今日のイベントは清滝一門のものだけど、棋界全体を一つの家と捉とらえる関西では基本こういう催もよおしは全員参加。

《ナニワの帝王ドン》蔵ざ王おう達たつ雄お九段を筆頭に関西将棋ファミリーが勢揃いしており、公式戦で忙しい時期にもかかわらずみんな快く協力を引き受けてくれたから、押し寄せたお客さんの全員が一回は指導対局を受けられる態勢を作ることができた。

　そんな中でもお客さんの目当ては姉弟子やＪＳだ。

　特に女流最強にして史上初の女性奨励会三段となった《浪速の白雪姫》の人気は隔絶している。指導を行う三面の将棋盤には長蛇の列ができているんだが──

「無駄」


「おふぅ……っ！」



「何この手？　豚でも指さないわよこんな無駄手むだて」


「ほっ！　ほあぁぁぁぁ……ッ!!」



「無駄。これも無駄。無駄無駄無駄無駄無駄無駄無駄」


「うひぃぃぃぃぃ！」「あ、あぁぁぁぁぁ……♡」「じょ、女王さま……もっとぉ……！　もっとびしびしさしてくらしゃぁぁい……！」



　姉弟子の指導対局は『指導調教』と呼ばれるほど厳しく、鞭むちのように撓しなる指先でピシピシと厳しい手を指されるたびに顔面を悦楽に歪ゆがめるオッサン達が後を絶たない。なんだこれどういうイベントだよ。

「やりすぎ……みたいな気ぃするんだけど、客が悦よろこんでる（？）から注意しづらいな……」

　一方、あいちゃんはというと──

「はい！　これで詰みです」

「え!?　で、でもまだこうすれば……」


「それはですね、こうこうこうこうこうこうこう…………はい詰みました。十七手ですね」




「…………」



「こっちも詰みですよー。三五手です。手数はちょっと長いけど簡単な並べ詰みだから手順は自分で考えてみてください！」


「は、はぁ…………簡単…………」



　人当たりはいいんだけど、とにかく全部ノータイム指しで詰ましちゃうから、腕自慢のお客さん達は軒並み自信をヘシ折られて泣きそうになってる。

　悪意が無いだけにこっちも注意しづらい。一番質タチの悪いタイプだ。

「……あの二人に比べて、こっちは完璧な指導なのよねぇ」

「そうだね。意外な才能が……」

　俺と桂香さんの視線の先には、誰よりも丁寧に指導を行う黒衣のお嬢様。

「この手は八十点の手ね。悪くない。けど……百二十点の手があるから、ここでじっくり考えて探してみて」

「……こう、ですか？」

「そう！　あなたならできると思ってたわ」

　簡単に手を教えるのではなくあくまで自分で考えさせ、正解を導けばそれをオーバーなほど褒ほめる。しかも魅力的なスマイル付きで。

「この手は私も見落としてたわ。とてもいい手ね。勉強させていただきました」

「い、いやぁ……たまたまですよ！　はっはっは！」

　どんな悪手あくしゅや変な手でも頭ごなしに否定するんじゃなくその手のいい部分を伸ばして褒めるから、天衣の指導を受けた人はみんなニコニコ満足そう。

「……完璧だ。完璧な指導対局だ……」

　前はこんなんじゃなかったんだが……俺が諭さとしたことを憶おぼえていて、実践してくれているのかもしれない。そうだったらとても嬉しい。

　目が合ったのでニッコリと微笑んでやると、天衣は『べー』と舌を出した。かわいい。

　弟子の成長にほっこりしていると──

　天衣の指導対局を受ける列にこっそり入ろうとするスーツ姿の女性を見つけ、俺はその人の肩に手を置き声を掛けた。

「……晶あきらさん。指導対局はお一人様一回でお願いしてますから。あなたさっき姉弟子の指導受けてたでしょ」

「あ、晶!?　それは誰のことだ!?」

　お前のことだよ。

「隠れたってわかりますよ。そりゃ最近は将棋イベントに来る女性も増えましたけど、今日のイベントは人気女流棋士目当てのオッサンばっかりなんですから晶さんはメチャ目立ってます。観念してメシでも食っててください」

「だってお嬢様の指導対局も受けたいし雛鶴さんや空そら先生にも教えて欲しい！　他のプロ棋士だってそれぞれ得意な戦法を持ってるから誰か一人なんて選べない！」

「そんなこと言われましても」

「ライバルが他のプロの指導対局を受けてるのを見ると不安になるんだ！　何だか凄すごい必勝法を伝授されてるんじゃなかろうかと……」

「ライバル？」

「あいつだ！　あの小学生のクソ餓鬼がきだ！」

　いつも晶さんと道場で指してる小学生の男の子だった。今日は師匠に四枚落ちで教わってるらしい。

　天衣が研修会を卒業してもう連盟に通う必要はなくなったにもかかわらず休日には連盟道場でプロの指導対局を受けたりライバルの小学生とバチバチやりあったりと、晶さんは今やすっかり将棋にハマッてる。

「あのねぇ晶さん。将棋が好きになってくれるのは嬉しいんですけど──」

「じゃあ九頭竜先生が教えてくれ！　見たところ仕事もなくて暇ひまそうだし」

「え!?　いや、俺は……」

　確かに指導もせずブラブラしてるだけなんだけど、これには理由がある。

　その説明をすべきか迷っていると──

「お嬢さん。俺でよければお相手しますよ？」

　スーツに身を固めた長身の男性がこっちに寄ってきて、晶さんに笑顔で声を掛ける。

「誰だ貴様は？」

「通りすがりの奨励会三段です」

「さっ、三段!?　プロの一歩手前ではないか!!」

　驚く晶さん。

　通りすがりの三段──鏡洲かがみず飛ひ馬うまさんは、芝居がかった調子で声を潜ひそめる。

「ほほぅ。奨励会のことをご存知とは……お嬢さん、ただ者ではありませんね？」

「ふっ。私は将棋界に詳しいのだ。プロ棋士と女流棋士の違いだってわかるのだぞ！」

「そりゃすごいや。だったらあの必勝戦法を使いこなせるかも……？」

「本当か!?　絶対に勝てる戦法じゃないと納得しないからな!?」

「もちろん。奨励会員はアマチュアの知らない秘密の戦法をいっぱい知ってますからね。お嬢さんには特別に教えてあげましょう」

「と、とくべつ……！」

　鼻血が出んばかりに興奮する晶さん。鏡洲さんは声を潜めて、

「他に見られるとマズい。向こうに盤を用意します。あっちでやりましょう」

「よーし！　これで私が道場最強だッ!!」

　もう強くなった気でいる晶さんは腕をぐりんぐりん回しながら指定されたテーブルにすっ飛んでいった。

　さすがイベント運営は百戦錬磨ひゃくせんれんまの鏡洲さん。厄介やっかいな客のあしらい方も完璧だ。そしてその厄介な客が俺の関係者ってのが……ね……。

「……すんません鏡洲さん」

「いいってことよ。現役のタイトル保持者は指導対局自粛だろ？　誰もお前さんが偉ぶってサボってるなんて思ってないからさ」

「そうなんですよねぇ。生石おいしさんの道場なんかでコッソリやる分にはお目こぼししてもらえても、さすがに蔵王先生や月光会長もいらっしゃる場だと……」

「タイトル保持者とか人気棋士がお得意様を囲っちゃうと、俺みたいなしがない奨励会員まで仕事が回ってこなくなっちまうからね。ありがたやありがたや」

「ちょ!?　お、拝おがまないでくださいよ鏡洲さん！」

「いやいや。タイトル保持者サマが写真撮影とかサインとかそういうファンサをじゃんじゃん受けてくださるおかげで、将棋を指さないライトファンも増えるわけでさ」

　そう！　だから俺がこうして何もせずぶらぶらしてるのは、竜王としての務めを果たしているのだ!!


「…………まあ見たところあんまファンから声かけてもらえてないみたいだけどな……」



「ねー？　やっぱり空気読まずに名人の永世七冠とか阻止しちゃったのが将棋ファン的に許せないんですかねぇ？　完全に悪役ヒールなんだろうなー」

「そう落ち込むなよ。別に嫌われちゃいないさ……ちょっと怖がられてるだけで」

「怖い？　俺が？」

「あの絶対王者めいじんにあんな勝ち方して、おまけにそれから無敗だろ？　お前さん、自分が最近どう呼ばれてるのか知らないのか？」

「いやぁ、ネットとかあんまり見なくなって……」

　もともと叩かれてはいたんだけど、名人と戦ってる時に日本中からフルボッコにされたのがトラウマで最近エゴサとか一切やってないからな。

「そういえば歩夢も言ってましたよそんなこと。俺、何て呼ばれてるんですか？　前はクズとかロリコンとか呼ばれてましたけど……まさかもっと酷ひどいこと言われてるの!?」

「……ま、そのうち耳に入るだろうさ」

　鏡洲さんは少し迷うような素振りを見せたが、結局教えてくれなかった。何で？　この場では口にしづらいような言葉ってこと!?

　知りたい……けど、ネット見るのこわい！

「あの……申し訳ありません、鏡洲さん」

　一連のやり取りを横で聞いていた桂香さんが深々と頭を下げる。

「設営から手伝っていただいているのに、指導対局までお願いするなんて厚かましい──」

「逆だよ。桂香ちゃん」

　桂香さんの言葉を遮るように言って、鏡洲さんは優しく笑う。

「俺みたいに田舎いなかから出て独り暮らししながら奨励会員やってる人間にとっちゃ、こういうバイトの機会は逃のがせないわけよ。清滝先生にはいつもお声掛けいただいて感謝してます」

「そう言っていただけると……」

　奨励会員は基本的にバイト禁止。許されるのは記録係や将棋イベントの手伝いといった、将棋に関するものだけだ。

　それでも普通、こうした祝賀会に一門以外の奨励会員が手伝いに来ることは無い。

　師匠が声を掛けたというのは、それだけ鏡洲さんのことを信頼し、目を掛けているという証でもある。

　こういった祝賀会に奨励会員が来るのは、辛い面もあると思う。

　けどそれも『悔しかったら早く棋士プロになれ！』という激励と捉えることもできた。

「おいっ！　いつまで喋しゃべっているのだ!?　早く教えてくれ！」

「はいはい。いま参りますよー」

　俺と桂香さんにウインクすると、鏡洲さんは晶さんの待つ場所へと歩いて行った。

「さてと！　じゃあ私も指導対局に行ってくるわ」

　桂香さんは気合いを入れるように腕まくりして、

「あいちゃんと銀子ちゃんに凹へこまされたお客さんをフォローしてあげないとね！」

「うん。あっ、桂香さん」

「なぁに？」

「おめでとう」

「……ありがと」

　そう言って指導対局に向かう桂香さんを、俺は眩まぶしく見送る。

　今まで桂香さんは、こういうイベントじゃあ常に裏方に回っていた。鏡洲さんのように。

　でも今日は『先生』として正面から指導に回れる。

「……師匠も嬉しいだろうな。自慢の娘をみんなに堂々と自慢することができて」

　将棋の世界では、将棋が全てだ。

　どれだけ人格が優れていようと、頭が良かろうと顔が良かろうと、将棋が強くなければ評価されない。将棋が強いこと以外は何の自慢にもならない。

　だから師匠は今まで桂香さんを自慢することができなかった。

　血が繫つながっていない俺や姉弟子を自慢することはできても、実の娘を自慢することだけはできなかった。どれだけ辛かったことだろう。

　──けど、これからはいくらでもできる。

　再び熱くなった目頭をそっと拭ぬぐっていると、足下から幼い三つの声が。

「くじゅるー先生！　おめでとうございますっ！」

「おめでとうございますです」

「おめぇとこちゃまちゅなんだよー！」

　水越みずこし澪みおちゃん（10歳）、貞任さだとう綾あや乃のちゃん（10歳）、シャルロット・イゾアールちゃん（おそらく７歳）のＪＳ研トリオが、おめかしした姿で並んで立っていた。

　こういう場に慣れてないからかな？　みんな緊張してる様子だ。

「来てくれたんだね！　ありがとう。指導対局は受けた？　向こうでお菓子も配ってて──」

「あの！」

　顔を真っ赤にした澪ちゃんは俺の言葉を遮ると、

「これ……プレゼントですっ!!」

「えっ？」

　三人揃って、かわいくラッピングされた袋を差し出してくれる。お、俺に？　プレゼント？

　シャルちゃんが渡してくれたのは──

「わぁ。布盤ぬのばんだね！」

　澪ちゃんが渡してくれたのは──

「こっちは駒こま袋ぶくろ？　嬉しいなぁ！」

　綾乃ちゃんが渡してくれたのは──

「で、これはその二つを入れる巾着袋きんちゃくぶくろか。うん！　すっごくかわいいね!!」

　どれも個性が出てる。綾乃ちゃんの巾着は落ち着いた柄がらの生地きじを使って丁寧に縫われてて、澪ちゃんのはアニメキャラがプリントされてる生地。シャルちゃんの布盤は白い布にたどたどしい黒線が刺繡ししゅうしてある。拙つたない技術が逆に手縫いの愛情と温かさを感じさせた。

　澪ちゃんが代表して説明してくれる。

「くずにゅー先生、タイトル戦とかで日本中に行ったりするでしょ？　だから旅先でも将棋の勉強ができるようにって、みんなで考えて作ったんです！」

「ッ!!　……あ、ありがとう……!!　ありが……とう!!」

　ただでさえ危なくなっていた涙腺るいせんが遂に決壊した瞬間であった。

　ちょうど手に持っていたシャルちゃん特製の布盤で涙を拭ってしまう。白いからシミになってしまわないか心配だけど、後で洗えば大丈夫だろう。

「にしても、この布盤はサラサラしてて本当に気持ちいいねぇ……♡」

　あまりの心地よさに思わず頰ほおずりしながら俺は言った。このままフェイスタオルとして使いたいくらいだ。

「くんくん……あぁ、何だかすごくいい香りもするよ……♡♡♡　触り心地だけじゃなくて匂いにも癒いやされるなぁ♡　シャルちゃん、これはどんな布を使ったの？」

「ぱんちゅ」


　……………………………………え？



「しゃうね？　ちちょにね？　よぉこんでもぁいたかったの！　だかぁ、しゃう、いちばんおきにいぃの、しぉいぱんちゅで、しょーぎばんをつくおーとおもったの！　あとね？　ぱんちゅね？　やぁーかいしね？　そぇに、しゃう、あたぁしいぱんちゅかってもぁったから、ふるいぱんちゅをいっぱいいっぱいもってたの。だかぁぱんちゅにちたんだよー」


「え？　ぱ…………ええッ!?」



『対局中の皆様。ご歓談中の皆様。これより清滝一門より挨拶あいさつがございます。どうぞ一旦お手を休めてステージをご覧ください』

　シャルちゃんから贈られた布盤（パンツ……？）に頰ずりした姿のまま固まっていた俺は、そのアナウンスによって我に返った。

　そうだ！　ステージに上がらなきゃ！

　あいがぴょんぴょん飛び跳ねながら「ししょー！」とこっちに向かって手招きしてるのが見える。

「ご、ごめんみんな！　もう行かなきゃだから……これ、ありがとう!!」

　小学生から贈られた袋やパン……布盤をポケットに押し込むと、壇上へ駆け上がり姉弟子とあいの間に滑り込んだ。

　姉弟子が前を向いたまま俺の脇腹わきばらを肘ひじで突く。

「遅い。何してたの？」

「……パンツで涙を拭ってました」

「はぁ？」

『では一門を代表し、清滝鋼介より皆様にお礼を述べさせていただきます』

　司会を買って出てくれた男鹿さんから促され、ステージの中央に立っていた師匠は一歩前に出る。

『えぇー、高い場所からではありますが……本日はお忙しいところ、我が清滝一門の祝賀会にお集まりいただき本当にありがとうございます』

　深々と頭を下げる師匠に続いて俺達も頭を下げた。

『思い起こせば十一年前。ここにいる空銀子と九頭竜八一を内弟子にしたところから、我が一門は始まりました。小さな……本当にささやかな、本物の家族のような、一つ屋根の下に収まってしまうほど小さな小さな一門でした』

　その言葉に、当時の記憶が甦よみがえる。胸がいっぱいになった。

　隣に立つ姉弟子も同じ気持ちだったんだろう。視線が一瞬交差しただけだったけど、心は通じ合った気がした……この師匠の弟子になってよかった、と。

　そして次に師匠は、あいと天衣を示しつつ、

『その小さな弟子がタイトルを防衛し、今では二人の弟子を立派な女流棋士に育てるまでになりました。孫はホンマかわいいですね。わしは甘やかしてるだけですが、才能のある子達のようで、こちらも何と！　タイトルに手が届きそうです！』

　コチコチになって頭を深く下げるあいと、優雅に一礼する天衣。

　あいは負けちゃったけど、天衣はマイナビ女子オープンの本戦で勝ち続けている。このまま次も勝てば挑戦者決定戦だ。

　その先に待っているのは──女王・空銀子。

『同門でタイトルを争うことは、確かに複雑な心境になる面もあります。子供や孫が喧けん嘩かするのを見るとハラハラしますからな（笑）』

　会場が温かい笑いに包まれる。

　……ちなみにその子供や孫によって板挟み状態な俺にとっては温かく笑ってられるような問題じゃない。昨日とかも大変だったもん……。

『ですが棋士として考えた時、一門にとってこれほどの名誉はない。弟子の成長は最高の喜びです。棋士として、勝つこと以外にこんな喜びがあると教えてくれた弟子達に感謝したいと思います。ありがとう！』

　力強い師匠の感謝の言葉に、会場全体からも大きな拍手が。

　その拍手が収まってから師匠は優しい顔になり、

『それから……こんな父親のわがままに付き合って、一緒に弟子達を育ててくれた実の娘に、改めて感謝の言葉を贈りたいと思います』

「っ……!?」

　そんなことをこの場で言われると思っていなかったんだろう。

　明らかに動揺した様子を見せる桂香さんに、司会の男鹿さんから当たり前のように花束を受け取った姉弟子が「おめでとう」とその花を桂香さんに贈った。


「え？　…………え？」



　まだ事態が理解できず目を白黒させている桂香さん。

　桂香さんは一人だけ大阪に残って、この祝賀会の準備をしてくれていた。

　だけど実はみんなで桂香さんへのサプライズを仕組んでいたのだ。

「何をボーッと突っ立ってるの桂香さん？　ほら、師匠の隣に行って」

「ちょっ！　ぎ、銀子ちゃん!?」

　姉弟子に荒っぽく背中を押され、桂香さんは花束を抱えたままフラフラと父親の隣に並ぶ。

　そんな桂香さんへ語り掛けるように、師匠は言葉を続ける。

『九頭竜八一や空銀子を実質的に育ててくれたのは、娘です。プロ棋士として家を空けることが多かった自分に代わって、本物の家族のように二人を育ててくれました。研修会で苦労しながら……本当に、娘には頭が上がりません』

　桂香さんは堪こらえきれず涙を流す。

　師匠の声も震えていた。

『ご紹介させてください。娘の桂香です。清滝桂香……女流三級です！　父子おやこ共々ともども、今後とも何卒なにとぞよろしくお願いいたします!!』

　今までに聞いたことがないほど大きくて温かな拍手が湧わき起こる。

　それはタイトルを防衛した俺や姉弟子に対する拍手だったし、女流棋士になったあいと天衣、そして桂香さんへの拍手だった。

　だが何より、棋士として、父親として、今まで身を粉にして関西将棋界に尽くしてきた清滝師匠への温かい拍手だったに違いない。

　いつまでも鳴り止まない拍手を壇上で浴びながら、一門は幸福の絶頂にあった。

　そして起きたのだ。

　俺達を幸せの頂いただきから一瞬で突き落とした、あの事件が。
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　ステージでの挨拶を終えれば次は各テーブルをお酌しゃくして回る時間。

「いつもいつもご支援ありがとうございます。清滝でございます」

「ありがとうございます！　九頭竜です！」

　師匠と一緒にこんな感じで漫才コンビみたいな挨拶をしながら、偉い人達のいる上座の側から順にお酌していくのだ。

　ちょっと挨拶するだけでメチャメチャ喜ばれる姉弟子達と違い、師匠と俺のむさ苦しい男二人組は精一杯お愛想あいそを振りまかなければならない。

　ギャグも言えば芸もする。裸踊りをやったことだってあった。

　普段は師匠が喋しゃべりまくり、俺がその隣で張り子の虎みたいにコクコク相槌あいづちを打ちながらお酌するんだが……今日は役割が逆になった。

「よっ！　最強竜王、待ってました！」

「八一くん！　ぜひ一緒に記念撮影を！」

　偉いおじいさん達にあっという間に取り囲まれた俺は、予想外の大歓迎を受けたのだ。

「ようやく関西棋士が天下を取ってくれたで！」

「長かったなぁ……月光さんがあの鬼き畜ちく眼鏡めがねに名人位を奪われて二十年……」

「ホンマ長かったで……これでいつ死んでもええ」

　いつもなら『もっと頑張れ！』『さっさと名人に勝て！』と叱しかられるのに、今日は気持ち悪いくらいベタ褒めだ。泣いてる人までいる。


「ちょ!?　えっ？　ええー……？」



　お酌する前から完全に出来上がってるジジイども……じゃなかった、出来上がってらっしゃるご年配の方々を前に、途方に暮れる。

　予想外の事態に混乱した俺は師匠に助けを求めようとするが、


「…………」



　最初の挨拶を済ませると、師匠は黙って一歩下がった。

　あれ？　と思ったが……弟子を取って自分の一門を構えた俺に、師匠としての役割を教えようとしてくれてるのかもしれない。

　そうだとしたら期待に応えるのが弟子の役目だ。俺は絡んでくる偉い人達に向かって笑顔を浮かべ、話を合わせる。

「あ、あの……ありがとうございます。でも別に俺は、名人位を取り返したわけじゃないんですが……」

「せやけどタイトルの序列じょれつでいえば竜王は名人よりも上や。強さでも格でも八一くんが棋界の最高位に上り詰めたと言っても間違いやないやろ？」

「それは……まあ」

　序列的にはそうですが。

「しかし八一くんも九段の大先生ですか。これで師匠と並びましたな」

「いやいやいや！　俺なんてまだまだですから……」

　師匠の様子をチラッと覗うかがうが、特に何か言うでもなく黙り続けている。自分で切り抜けろってことか……。

　お客さん方はますます気分よく話し続ける。

「並んだどころかとっくに超えとるやろ！」

「せやで！　師匠が遂に獲れず仕舞いやったタイトル獲ったんやから！」

「あとは公式戦で師匠を負かせば『恩返し』の完成やな！」

　ガハハと大笑いする爺じいさん達。どうしようもない酔っ払いだけど、まあ大阪ならこの程度のブラックジョークはブラックのうちに入らない。

　謙遜けんそんし続けても終わらないので、俺は調子を合わせた。

「はは……そうですね。じゃあ来年くらいには──」

　その瞬間だった。

　ダーンッ!!　と凄すさまじい音がしたのだ。

　音がした方向を見て、俺は目を疑った。
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　師匠が拳こぶしでテーブルを叩いた音だった。


「「ッ…………!?」」



　音に驚いて会場が静まり返る。俺に絡んでた偉い人達など、驚きすぎて口をあんぐり開けたまま固まってしまっていた。

　そして血走った目で俺を睨にらみつけた師匠はこう叫んだのだ。

「何が『来年くらい』や!!　来年ならわしがＢ級２組から落ちて、順位戦で自分と当たるっちゅうんか!?　ああッ!?」

　それは、一緒に暮らしていた十年間で一度もぶつけられたことがないほどの、凄まじい怒りの感情だった。

　怒りだけじゃない。


　明らかな────『敵意』だった。



「Ｃ級棋士風情ふぜいがタイトル獲ったくらいで偉そうに……わしを誰や思っとる!?　Ｃ級で指すくらいなら引退するわ!!」

　飛び出した『引退』という言葉に、会場の全員が息を飲む。

「だいたい昨日の就位式での、あの発言は何や!?『矢倉は終わった』やと!?　思い上がるのも大概にせぇッ!!」

　聞かれてたのか……。

　俺は自分の軽率な発言を悔くいる。

　師匠は幼い頃の俺と姉弟子に振ふり飛車びしゃを禁じたほどの居い飛び車しゃ党で、しかも『鋼鉄こうてつ流』と呼ばれるほど固い受けを持ち味にする棋士。

　そんな師匠にとって、矢倉は得意戦法というだけじゃない。

　人生そのものだ。

　それを俺は、悪意は無かったとはいえ否定してしまった……。


「矢倉は将棋の純文学や！　矢倉を極めずして名人にはなれんとすらいわれた将棋の王道や！　それをお前ごときがッ……！」



「いや、でも師匠──」

「文句があるならかかってこい！　八一ッ!!」

　再び拳でテーブルを叩き、師匠は吠ほえた。

「どっちが上か、ここで指してお客さんに見てもらおうやないか！　プロ棋士なら勝負を逃げるなやッ!!」

「し、師匠……」

　俺は一瞬、師匠が酒に酔っているのかと思った。

　だがそうじゃなかった。師匠は今日、一滴も酒は飲んでいない。酔っていないからこそ許せなかったのだ。


　その根底にあるのは────名人位に挑んだことのある棋士の気位プライド。



　現役の棋士として、師匠は順位戦では未だ俺より高位にある。『名人』というタイトルに限って言えば、師匠の方が近いのだ。

　なのに『超えた』などと言われれば、それがたとえ素人しろうとの軽口かるくちであろうとも、プロとしてのプライドが許さないのだろう。

　いや、今の発言は引き金に過ぎないのかもしれない。

　もしかしたら根はもっと深いのかもしれない。

　──嫉妬しっと……なのか？

　師匠の心を知らず知らずのうちに深く傷つけていたことにようやく思い当たり、俺は激しく後悔していた。

　たとえ軽口のつもりでも、相手に調子を合わせていただけだとしても、現役の勝負師に対して『並んだ』『超えた』とは口にしてはいけない言葉だったのだ。

　しかし俺にも謙へりくだれない理由がある。


　それは────俺が竜王だから。



　タイトル保持者ホルダーには上位者として振る舞う義務がある。特に最上位である竜王は、名人に対しても引くことは許されない。俺が威張りたいからじゃない。そうしなければ将棋界の秩序が維持できないし、何より棋戦主催者スポンサーに対して礼を失する。

　そもそも矢倉に関しては間違ったことを言ってないという思いがあった。

　プロとして、将棋に関することで信念を曲げるのは不誠実。

　だから俺も師匠に対して頭を下げることはできなかった。将棋を指してわざと負けるなんて真似まねは論外だ。二人だけの場所ならともかく、多くの人々が注目するこの場所では……。


「「…………」」



　俺と師匠は無言のまま互いに睨み合う。

　さっきまでの幸せな空気は完全に消え、会場は重苦しい沈黙に満たされていた。

　不用意にまた何か言えば今度こそ取り返しが付かないような言葉が飛び出してしまいそうで、誰も何も言えないでいた。

　そんな絶望的な沈黙を破ったのは──

「ねぇねぇー」

　いつのまにか師匠の足下に寄って来ていたシャルちゃんの、舌っ足らずな幼い声だった。

「しゃうもね？　ちちょのちちょと、しょーぎしゃしたいんだよー？」

　師匠のズボンをくいくいと引っ張りながら『将棋を指したい』とおねだりしたのだ。

　師匠が俺に喧けん嘩かを吹っ掛けたんじゃなく、言葉どおり『今ここで将棋を指そう』って誘ったと受け取ったのか……。

「これはこれは！　かわいらしい挑戦者が名乗りをあげはったで」

　天真てんしん爛漫らんまんなシャルちゃんにしか為なし得ないその行動に素早く反応したのは、関西の総帥たる蔵王達雄九段だった。

「鋼介。弟子とはいつでも指せるやろ。今日はその子の相手をしたり」

　蔵王先生は大笑いして師匠を見ると、続けてこう言った。

「他のお客さん達も退屈しとる。そろそろ指導対局を再開しようやないか」

《ナニワの帝王ドン》による裁定は絶対だ。

　師匠は俺から視線を逸そらすと、

「……お嬢ちゃん、向こうでわしと将棋を指そか？」

「しょーぎしゃちゅー!!」

　大喜びするシャルちゃんを伴って盤に向かった。

　俺も慌てて笑顔を浮かべ、固まってしまっていたあいやＪＳ研のみんなをフォローする。姉弟子や桂香さんも阿あ吽うんの呼吸で会場の雰囲気をほぐすため奔走ほんそうし、何事も無かったかのように楽しい時間は続いた。発端ほったんとなった偉い人達はひたすら恐縮していた。

　そうして何事も無かったかのように祝賀会は大盛況で幕を閉じた。




　だが祝賀会が終わってからも俺は師匠と言葉どころか視線すら交わすことができなかった。
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「はぁ……」

　帰り道は気の重いものになった。

　タクシーの後部座席でぐったりする俺を、隣に座るあいが心配そうに見詰めている。

「……ししょう？　あの……えっと……」

「うん。大丈夫だから……心配しなくていいよ」

　あいを落ち着かせるためそう言ったが、むしろ俺自身に向けた言葉だった。

　動揺を隠すように喋り続ける。

「師匠はまあ、瞬間湯沸ゆわかし器きみたいな性格だから。内弟子時代は割と理り不ふ尽じんなことで怒られたりもしたし、ああいうのは慣れてるんだ。うん」

　これは噓うそだった。

　師匠は日常のどうでもいいことで怒ったりはしたが、将棋に関して俺や姉弟子に理不尽な怒りを向けたことは一度もない。

　……ちなみに非公式戦で俺に負けて連盟の窓から放尿したりもしたけど棋士なら誰でも負けたらあれくらい悔しいからノーカウント。

「もうすぐ師匠、Ｂ級２組の順位戦があるからね。ここ最近は俺や姉弟子の就位式に出たり、祝賀会の準備とかで将棋の勉強はやれてないと思うから、それで焦りがあるのかも……」


「おじいちゃん先生、今期の順位戦…………ちょっと厳しい、ですよ……ね？」



「そうなんだよね……先期も降級点を取ってるから……」

「こーきゅーてん？」

　あいは「ふみゅ？」と首を傾かしげる。『？』のサインだ。

「順位戦ってのは複雑なシステムでさ。各クラスで昇級・降級の条件が違ってたりするんだ」

　数ある棋戦の中で最も複雑なのが順位戦制度。

　棋士生命に直結するリーグ戦であることから、その時々の状況に合わせて慎重に制度改変が繰り返されてきたことの帰結だ。

「俺が所属するＣ級２組は最下層で、今は五十人が所属してる。そのうち十人と抽選で手合いを決めて対局するんだ。で、昇級できるのは上位三名」

「さんにん!?　たった!?」

「ただし全勝者は無条件で昇級できる。仮に五人全勝者が出たら五人全員がＣ級１組に行けることになる」

「き、きびしいです……！」

「人数が多いからね。九勝一敗が五人いたら、順位が下の二人は同じ成績なのに昇級できない」

　これを将棋界じゃあ『頭はね』と呼ぶ。

「あの、師匠？　順位って……？」

「先期の成績によって決まるんだ。上のクラスから落ちてきた人がトップ、下のクラスから上がってきた人がドベ」

「じゃあプロ棋士の先生にはみんな順位が付いてるっていうことですか？」

「そうやって順位を付けるから『順位戦』ってね」

「なるほどですー！」

　ちなみに俺は竜王を持ってるから棋界最上位だけど、順位戦だけを見ればほぼドベに近いという両極端な立場にいる。

「で、師匠が今いるのはＢ級２組。上から三番目だな。昇級は上位二人で、下位の五人には降級点が付く。この降級点を二回取ったら下に落ちちゃう」

　Ａ級とＢ級１組は順位が低ければ即降級。

　だけどＢ級２組以下はこの降級点システムがあり、最低二年は在籍できる。

「降級点はずっと付いたままなんです？」

「いや。勝ち越しか、二年連続指し分けなら消すことができるんだ」

「さしわけ……はんぶんですかー」

　あいは複雑な表情だ。

　研修会をほとんど負けずに駆け抜け、マイナビ女子オープンでも高段の女流棋士を薙なぎ倒したこの子にとって、指し分けは難しい条件と思えないんだろう。ましてや今は寝て起きたらそれだけで強くなってるような時期だから。

　けど、師匠は違う。

　棋力も体力も自然と衰おとろえていく年齢で、下り坂になった成績を再び上向きにするのは若い頃の何倍もの努力が必要になるはず……。

「師匠はＡ級で頑張ってたんだけど、二度目の名人挑戦に失敗した次の年にＢ級１組に落ちて、そのままストレートでＢ級２組に落ちた。そこでまた降級点を取ったから、今年も降級点だとＣ級１組に落ちちゃうんだよ」

「ちょっと前までＡ級で勝ててたのに、どうしてその下のクラスで勝てないんでしょう？　スランプ……？」

「年齢的な問題もあるけど……それだけ今の将棋界が厳しいってことだと思うよ」

　Ａ級は神々の戦い。他とは隔絶した実力者が集う最も厳しいリーグだ。

　じゃあＢ級Ｃ級が温ぬるいかといえばそんなことは全然ない。

「特にＢ級１組は『鬼おにの棲すみ家か』と呼ばれるほどだからね」

「おに!?」

「実力的にはＡ級に匹敵するベテランと勢いある若手が混在する総当たりのデスマッチ。そこは『Ａ級だった』『名人に挑戦した』なんて肩書きが通用するような甘い世界じゃない。『落ちてきた奴は弱い奴』とばかりに総攻撃を喰らう」

　そのＢ級１組で一勝しかできなかった師匠は、翌年のＢ級２組でも二勝しかできず降級点を取ってしまった。

　つい二年前までＡ級だったのに、だ。

　この時のショックがどれほどのものか……当時、師匠が意外に明るく振る舞ってくれていたから気付かなかったけど……。


「…………もしかしたら……」



「？　なんですか？」

「……師匠、もともと引退するつもりだったんじゃないかと思って……」

「えっ……」

「Ａ級から落ちたら引退するって棋士は、昔は多かったんだ。師匠は昔むかし気質かたぎの人だし……単なるＡ級棋士じゃない。名人挑戦者なんだ」

　改めて思い知らされたが、師匠は名人位に対し畏い敬けいにも近い感情を抱いている。

　自分が晩節ばんせつを汚けがせば名人位すら汚してしまうと考えてもおかしくない。

「で、でもおじいちゃん先生、引退してませんよ？　いままでそんな話を聞いたこともなかったですし」


「それは多分…………俺のせいだ」



「ししょうの……せい？」

「ああ。師匠がＡ級から落ちた年、俺は三段リーグで中学生棋士になれるかなれないかの戦いをしてた。自分が引退することで弟子を動揺させたくないって考えたんだと思う」

　師匠はずっと自分を殺してきた。俺のために。

　そのおかげで俺は竜王になれたし、こうして防衛することもできたし、順位戦もここまで全勝で来られた。

　なのにその俺が、自分がずっと大切にしてきたものを軽かろんじるような発言をすれば……腹が立たないわけがない。


「そうだよ。一年前の今頃っていえば俺がちょうど十連敗くらいしてた時じゃないか。けど師匠は無理して明るく振る舞ってくれて…………それなのに、くそッ!!」



「ししょう……」

　自分のバカさ加減に腹が立って拳で膝ひざを叩いていると、あいが悲しそうな表情で、俺の拳を両手で包み込む。

　声には出さないが『自分を責めないでください』と訴え掛ける弟子の目を見て、俺は拳から力を抜き、その手であいの頭を優しくなでた。

　目に涙を溜ためたあいは子犬のように俺の胸に飛び込んでくる。

　まるで捨てられるのを怖おそれるかのように、小さく震えすらしながら。

　そんなあいを見ていて、ふと、こんなことを思う。


「…………俺も……」



「？　おれも……何です？」


「いや、俺も…………あいが俺より強くなったら、あんな風に荒れるのかなって」



「ふぇっ!?」

　あいは文字通り跳び上がると、ぶるぶる首を振って否定する。

「わ、わたしが師匠より強くなるなんてあるわけないじゃないですかー！」

「でも詰将棋つめしょうぎは抜かされたからなぁ」

「詰将棋と本将棋ほんしょうぎは違いますっ！」

　……詰将棋で俺に勝ってることは否定しないんだな……。

　こういう素直さが子供の残酷ざんこくなところだろう。

　いや、棋士は誰もがこういう無む邪じゃ気きな残酷さを備えている。

　それは時に清々すがすがしく……だが時に、無性に人を苛いら立だたせる。

　そんな無邪気な残酷さの塊のような少女は、きらきらとした若さと才能を振りまきながら、

「勝ってほしいですねっ！　じゅんいせんっ！」

「……そうだね。本当に」

　まっすぐな弟子の笑顔が眩しすぎて、俺は窓の外に目をやる。

　視界の隅で通り過ぎた関西将棋会館は、何か不気味な生き物のようにも感じられた。

　棋士達の不幸を喰らって生きる怪物のように……。
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　──何で、あんなことを言ってしもうたんや……。

　一門祝賀会の数日後。

　清滝鋼介は悶々もんもんとしたものを抱えながら、関西将棋会館で順位戦を指していた。

　相手は前期からＢ級２組で戦う関東の若手・小仏こぼとけ悠也ゆうや六段。

　弟子の八一より十歳ほど年長だが、二十代でＢ級２組はそれなりに有望だ。成績もここまで六勝一敗と好調。順位も良かったため昇級争いの三番手に付けている。

　当然、清滝は気を引き締めて戦っていたが──


「…………ふぅ」



　足を崩してガリガリと頭を搔かきながら、清滝は大きく溜め息を吐く。

　夕食休憩を終え、夜戦に入った『魔まの時間帯』。

　疲労と眠気が襲い始めるこの時間は様々な雑念が忍び込んで来る。

　清滝を苛さいなむのは、祝賀会で弟子を怒鳴りつけてしまった記憶だ。

　なぜあの場であんなことを言ってしまったのか……どうしてあんなに腹立たしかったのか、清滝自身も理解できないでいた。

「集中や、集中！」

　声に出して叱咤しったすると、清滝は盤面に没入する。

　──とはいえ、もう必勝形ひっしょうけいやな。

　清滝が得意とする矢倉戦になった今日の対局は、長時間の捩ねじり合あいの末、勝利をほぼ手中としていた。

　小仏はもう形作りに入り、今は『思い出王手』を掛けてきたところだ。


　──こうして、こうして、こう…………うん。きっちり一手勝ちや。



　確かに年を取ると、若い頃のようにはいかない。

　体力の回復にも時間が掛かるし、終盤では頭の中の将棋盤が上手く動いてくれず複雑な詰みは読み切れないことも出てきた。

　孫弟子に当たる雛鶴あいのような若々しい終盤力が自分にもあったら……と、羨うらやましく思うこともある。

　──けど、エンジンがかかれば大丈夫や。こうして若手も圧倒できる！

　清滝が若手の頃も、年輩の棋士が99パーセント勝てる将棋を終盤の大悪手でブチ壊す光景はよくあった。

　読み間違いとかウッカリとか、そういうレベルの悪手ではない。

　駒の動きを間違えたとか持ち駒を勘違いしたとか……そういった、年輩棋士独特の負け方というのがあるのだ。


「大丈夫…………大丈夫やな」



　様々な意味を込めて清滝は呟いた。

　自分はまだまだ衰えていない。二十代の昇級候補もこうして圧倒できる。今日の将棋を完勝で終えてＢ級２組残留への足がかりとすると共に、中継を観ているであろうライバル達に『清滝鋼介は侮あなどれない』と意識させることもできるだろう。そうして築いた『信用』はプロとして戦っていく中でとても大きな財産となる。

　清滝は盤から顔を上げて記録係を見た。

「鏡洲君。残りは？」

「一時間と十四分です」

「そうか……ありがとう」

　詰みを読み切るには十分な残り時間。

　──勝ったな。しかし油断は禁物。

　正座に直ると、清滝はもう一度、集中して盤面を眺める。

　すると──

「おっ」

　さっきは気付かなかった好手こうしゅが見えた。

　──こんないい手が落ちとったのか……これは鮮やかな決め方やな。

　清滝は気をよくして、そちらの手を選ぶ。これだけ鮮やかな決め手を放つことができれば弟子達も自分を見直すだろうという、幸福な気持ちと共に。

「えッ!?」

　案の定、指した瞬間に小仏は驚いたように声を上げ、何度も何度も盤面を確認している。

　だが──いつまで待っても投とう了りょうしようとしない。

　不審に思った清滝は改めて盤面を見た。

「あっ……!?」

　全身から血の気が引く。




　一手いって頓とん死し。

　清滝が好手だと思って指した一手は、自ら詰まされに行く大悪手だったのだ。





「…………失礼します」



　小仏六段は擦かすれた声でそう言うと、申し訳なさそうに清滝の玉ぎょくを詰ました。


「………………」



　清滝は天を仰いでから駒台に手を置き、投了の意思を示す。

　手にしたと思った勝利は消え……駒の動きを間違えたとしか思えないような、無残な投了図だけが残った。
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　Ｂ級２組順位戦が行われたその日。

　俺はあいを桂香さんに預け、夕食休憩が終わった時間を見計らって連盟に来ていた。

　敢あえてその時間を狙ったのは、師匠と顔を合わせるのを避けるため。

　俺が棋士室に顔を出すと、部屋の空気が変わった。みんな一昨日に起こった俺と師匠の言い合いを見ているから当然だ。

　とはいえ誰もそのことには触れない。この気遣いは嬉しかった。

　継つぎ盤ばんでの検討でも、みんなそれとなく師匠に有利な変化を示してくれたり……俺の心は次第に落ち着き、冗談を言えるくらいには回復していた。

　実際の局面も師匠の勝しょう勢せいへと進む。

　あと一手。もうどんな手を指しても勝てる──

　だが突如として出現した残酷な投了図に、検討していた誰もが凍り付く。

「そ、そんな……」

　師匠の勝利を確信していた俺は、突然訪れた終わりを信じることができないでいた。

　終盤とはいえ、まだ時間を残した段階での頓死。一手頓死。

　駒の利きを見落としたかのような、素人みたいな負け方だった。


「師匠が…………こ、こんな負け方をするなんて……？」



　プロ棋士は駒の利きを『感覚』で摑つかんでいる。

　口で説明するのは難しいが、それを見落とすということは基本的にありえない。見なくてもわかるから。

「清滝先生、この負け方は苦しい……」

「……本格的に体調がおかしいんじゃないのか……？」

「先期も降級点を取ってて順位が悪いからな……次も負ければその時点で決まるかも……」

「あの清滝先生がか？　名人に挑戦したのはたった五年前だぞ？」

「この時期はどの将棋を見てても苦しいな……」

　棋士室ではヒソヒソとそんな言葉が交わされている。明るくて熱気に満ちた普段の空気とは全く違う、焦あせりと倦怠けんたい感で息苦しくなるような……順位戦終盤の空気が流れ始めていた。

　これで師匠は順位戦で七連敗。まだ一勝しかできてない。

　降級の可能性はさらに高まった。

　もし、師匠が祝賀会で発した言葉が本気なのだとしたら……それは引退が現実味を帯びてきたことを意味する。

「ッ！　師匠……!!」

　心配になった俺は、師匠との関係が気まずいことも忘れて棋士室を飛び出していた。

　階段に足をかけると、上から誰かが降りてくる。

　鏡洲さんだ。

　師匠の対局の記録係をやってて、棋譜データを三階の事務局へ持って行く途中らしい。

「鏡洲さん！　ちょっと……」

「どうした？」

「あの……師匠ですけど、どんな様子です？　荒れてますか？　感想戦拒否とか？」

「いんや？　笑顔で感想戦やってたぜ？」

「へ？」

　意外な返事に言葉を失う。

　笑顔？　負けたのに？

　あんな負け方をしたのに……師匠が？

「そりゃ最初は空気も重かったけどさ。あんな頓死を喰らっちゃ当然だろうけど……」

　鏡洲さんはその瞬間を思い出したのか、一瞬だけ苦しそうな表情を浮かべ、

「でも感想戦の途中からは笑ったりしてたしな。相手も空気読んで清滝先生の喋りに逆らうでもなくうんうん頷いてたから、大丈夫だろ」

「そうですか……」

「大ベテランの清滝先生だもん。負けたって、酒飲んで寝たら忘れるって」

　鏡洲さんはそう言うと、俺の肩をポンと叩いて階段を降りて行った。

　そうか……そうだよな。

　師匠は俺の三倍も長く生きてるし、プロ生活三十年超の大ベテランだ。頓死したことだって何度もあるだろう。

　それに何より──

「大人なんだもんな」

　そう。師匠は大人だ。俺や姉弟子や、ましてやあいみたいな子供とは違う。大人は感情をコントロールする術すべを知っているし、何より心が強いのだ。大人は泣いたり喚わめいたりしない。

　引退の件だって、きっと俺の考えすぎだ。

　祝賀会じゃあ売り言葉に買い言葉でああ言ってしまっただけで、仮にＣ級１組に落ちたってまだまだ現役で頑張ってくれるはず。

　だから大丈夫！　俺なんかが心配しなくても。

　そう納得して一度は棋士室に戻りかけたけど──

「……顔だけ出しとくか」

　もしかしたら師匠と和解できるかもしれない。『この前は悪かったな。検討に来てくれたんか？　せっかくやしメシでも食って帰るか』と優しく声を掛けてもらえるかもしれない。

　俺はそんな期待も抱いて再び踵きびすを返し、対局室へ上る。

　五階──御黒書院おんくろしょいんは既に静まり返っていた。

　下駄げた箱には見覚えのある、くたくたになった黒い革靴。

　間違いなく師匠のものだ。それだけが残っている。

「感想戦、もう終わったのか？　まあ……あんな終わり方じゃなぁ」

　相手も喋ることなんか無いだろう。そそくさと席を立ったに違いない。エレベーターを使えば俺とすれ違うこともない。


　──……じゃあどうして師匠は残ってるんだ？



　違和感を覚えた俺は、気配を殺して靴を脱ぐ。

　すると不思議な音が聞こえてきた。

「？　……何の音だ？」

　駒音じゃない。

　……ずずっ、ずずっ、と洟はなを啜るような音。

　それは啜り泣きの音だった。

　盤駒ばんこまもとっくに片付けられ、電気すら落ちた対局室で、誰かが泣いていた。

　師匠だ。

　たった一人で対局室に残り、一つだけ点ついている蛍光灯の灯あかりの下で、背中を丸めてうずくまり……泣いていた。

　嗚咽おえつの中にこんな言葉が混じる。





「………………待っただよぅ…………待っただよぅ…………」






　俺は物音を立てないよう、そっとその場から去った。これは弟子が決して見てはならないものだから。

　どの手を『待った』したいのかは決まってる。

　負けて悔しがらない棋士などいないのだと、どれだけ歳を重ねてもどれだけ立派な大人になろうとも将棋を指す限り悔しさを薄めることなどできるはずがないのだと。

　そう、改めて知った。
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「師匠がまだ帰ってない？」

「そうなのよ。どこをほっつき歩いてるんだか」

　Ｂ級２組順位戦の翌朝。

　師匠の家に預かってもらっていたあいを引き取ろうと思って顔を出すと、桂けい香かさんが困った顔で父親の不在を告げた。

「まったく、五十代にもなって恥ずかしい……あいちゃんなんかまだ十歳なのに朝から掃除そうじ洗濯せんたくしてくれて、おまけにもう道場でお客さんの相手をしてくれてるのよ？」

「まあまあ。順位戦は苛か酷こくだからさ……」

　十三時間以上も将棋を指した末に負ければ、そりゃ家にも帰りたくなくなる。桂香さんもそれはわかっちゃいるものの心配だから俺おれにグチってるんだろう。

　俺も桂香さんも、祝賀会しゅくがかいの件については触れない。

　衝撃的な一手いって頓とん死しや、師匠が口にした引退についても、触れない。

　そんな話をしていると、パジャマ姿の姉あね弟子でしが目をこすりながら姿を現した。

　明らかに寝起きだ。まだおねむな感じで、いつものピリピリした空気は全く無い。

　ふにゃっとしてて無防備で、何だかやたらとかわいかったんだが……俺を見るとそんな空気は一瞬で消えて露骨に舌打ちした上に、

「……最悪」

　と言って客間きゃくまに引っ込んでしまった。

　桂香さんが苦笑と共に言う。

「昨日、遅くまでここで順位戦の検討をしてたの……口では言わないけど、お父さんのことを心配して待っててくれたみたい」

「そうだったんだね。姉弟子らしいや」

　俺も姉弟子も、内うち弟子でしとしてこの家で暮らしていた時は、師匠の順位戦が終局するまで起きていた。プロ棋士になったつもりになって最も持ち時間が長く苛酷なこの棋戦を体験しようと……もっといえば師匠と一緒に戦ってるつもりになってたのだ。

　俺達はそれを『順位戦ごっこ』と呼んでた。

　強制されたわけじゃないが、それが弟子としての義務だと子供心に思っていた。

　それというのも順位戦が棋士の生活に直結するからだ。

　順位戦で降級を続けると、最終的に引退となる。逆に言えば、引退に繫つながる棋戦は順位戦だけ。そこが他の棋戦と順位戦の最大の違いだろう。

　さらに──

「順位戦でクラスが落ちると収入に響くでしょ？　私が女流棋士になったとはいえ、まだまだ収入は無いのも同じだから……ここ数年は道場を維持するのも大変で」

　師匠は名人挑戦二回の九段。関西では大重鎮だいじゅうちんと言っていい。実績や人気からすれば、対局以外の仕事でも稼げるはずだ。

　大阪おおさか近郊の将棋大会の審判。大企業の将棋部の稽古けいこ。タイトル戦の立会人。

　こういった割のいい仕事を師匠はほとんど他の関西棋士に譲っていた。

　そうして自分は誰も引き受けたがらないような普及の仕事を率先して引き受けてきた。俺と師匠が出会ったのも、福ふく井い県の山奥の支部で行われた小さな小さな大会にまで師匠が普及に来てくれたから。

　そういう人なんだ。うちの師匠は。

　だからこそ……俺達は清滝きよたき鋼介こうすけの弟子になったんだ。

「俺が代わりに道場に出ようか？　こっそりやればバレないだろうし──」

　恩返しするような気持ちで桂香さんに言うと、

「それより探しに行って来て。多分、ミナミのどこかで飲んだくれてると思うから」

「探す？　師匠を？」

「お父さんが行きそうな場所、八や一いちくんならわかるでしょ？　昔から飲んだくれたお父さんを探しに行くのは内弟子の仕事だったし」

「まあ……それはそうだけど」

「道場は私でも回せるし、あいちゃんが手伝ってくれてるから」

「あいがねぇ」

　今日は土曜で学校も無いし、正式に女流棋士になったんだから道場でお客さん相手に将棋を指してお金をいただくのも問題無いといえばそうなんだけど。

「すごい人気なのよ？　お年寄りはみんなメロメロだし、あいちゃんの通ってる学校も割と近いから『将棋を始めたい』っていうクラスメートなんかも来てくれるし。あと、ネットとかで将棋を始めた若い人も──」

「は？　若い人？　それって若い男のことだよね？　あい目当ての男が増えてるってこと？　そんなの全部ロリコンだよ！　そんな連中があいに近づくのを黙って見てたの!?　どうして!?　危険じゃん!!」

　俺が血相けっそうを変えて言うと、着替えを終えて客間から出て来た姉弟子がキツい口調で、

「客観的に見れば八一が一番怪しいでしょ。このロリコンキング」


「ぐっ……！」



　反論……できず！

　桂香さんがパン！　と手を叩たたいて、

「ちょうどよかったわ銀ぎん子こちゃん。八一くんと一緒にお父さんを探してきて」

「イヤよ。どうして私がこんなロリコンと一緒に──」

「あららー？　その割には気合いを入れておめかししてきたじゃない？」

「別に。普通だし」

「そうかしらぁ？　八一くんはどう思う？　今朝の銀子ちゃん」

「え？　どう思うと言われましても……」

　今朝の姉弟子は、いつもの見慣れたセーラー服じゃない。私服だ。

　それも、釈迦堂しゃかんどさんに無理やり着させられたゴテゴテしたファッションじゃなく、普通にカジュアル。それだけに、姉弟子の普通じゃない容姿が際立ってる。

「こざっぱりしててかわいいんじゃないですか？　俺は好きですよ？」


「ッ……！」



　姉弟子はカッと顔に血を上らせると、俺の足を蹴けった。普通に痛い。

　褒ほめたつもりだったのに何が気に障さわったのか。寝起きの姉弟子はまるで猛犬だ。

「なーるほどー。うふふふふ♪」

　桂香さんは赤くなった姉弟子の顔を下から覗のぞき込みながら、

「銀子ちゃんが普通の服を着てくれるのが八一くんは『かわいい』から『好き』なんだってー。よかったわね銀子ちゃん！」


「ぶち…………ふん」



　ぶちころすぞわれ、と言おうとしてさすがに言葉を引っ込める姉弟子。桂香さんはますます調子に乗る。

「じゃ、そういうわけでお願い。二人でお父さんを探して来て。あ、そうそう。見つかったら財布を取り上げて、タクシーに乗せて一人で帰って来させればいいから。あなた達はそのままデートを楽しんでらっしゃい。せっかくの休日なんだしね！」

「はぁ!?　で、デートって……」

「八一と一緒にミナミを歩くのがデート？　冗談言わないで。罰ゲームでしょ？」

　そこまで言わんでもええがな。

「何なら道頓堀どうとんぼり二丁目でお休みしてきたらいいわよー？」

　ニヤニヤしながら変なことを言う桂香さん。道頓堀の二丁目には、いかがわしいホテルが密集するエリアがあります。

　冗談を言ってるつもりなんだろうが……そういうホテルは実は経験済みで、その時のことを思い出して複雑な気持ちになる。

　桂香さんはそれを知らないから俺達をこうしてくっつけようとしてるんだけど、その時に俺は姉弟子からはっきり「嫌い」と言われてて……ううぅ……。

　姉弟子がボソリと言う。

「……桂香さん最近、師匠に似てきた」

「へ？　どういう意味？」

「オッサンぽくなった」

「オッ……!?」

　愕然がくぜんとその場に立ち尽くす桂香さんを残し、姉弟子は駅へと向かう。俺は桂香さんを心配しつつもその後を追うのだった。
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　なんば。

　師匠の家がある野田のだから阪神はんしん線で十分足らずの場所にある、大阪有数の繁華街にして西日本最大の観光地。大阪で『ミナミ』といえばこの難波なんばを中心としたエリアだ。

　ここからちょっと北へ行くと心斎橋しんさいばし、南へ歩くと日本橋にっぽんばしのオタクエリアになり、さらに南に行けば通天閣つうてんかくの聳そびえ立つ新しん世せ界かいという地理関係になっている。

「この辺りに来るのも久しぶりね」

「まあ梅うめ田だで事足りますからねぇ」

『キタ』と呼ばれる大阪駅周辺の梅田は若者の街で、連盟のある福島ふくしまも大阪駅まで歩いて行ける。だから若手棋士はだいたいキタで遊ぶ。

　新しいビルがどんどん建ってる綺き麗れいでオサレなキタと比べて、ミナミは昔の商店街や飲み屋街がそのまま発展した感じなので全体的にゴチャゴチャしている。

　だが、この猥雑わいざつな感じが大阪のイメージに合うんだろう。

　観光客がわんさと押し寄せ、朝から活気に満ちていた。

　俺も実家の福井にいたころは、大阪のイメージっていえばこの辺りのゴテゴテした感じだったんだよなぁ。グリコの看板とか。

「で、どこから探します？」

「そうね……川の方に行ってみる？」

「道頓堀川ですか？　そんなとこにいますかね？」

「流されてるかもよ？」

「ッ!?」

　それ、師匠死んでるんじゃ……。

「戎橋筋えびすばしすじとかセンター街とか、飲み屋の多い場所から探した方が早いんじゃないですか？」

「そうかもしれないけど……」

　姉弟子の表情は渋い。

「あの辺ってアーケードだから日陰なのはいいけど、人が多いからあんまり歩きたくないのよ。逃げ場も無いし……」

「確かに姉弟子は目立ちますからね」

　竜王防衛で俺もそこそこ有名になってきたが、やっぱり姉弟子の人気は圧倒的だ。

　史上初の女性三段になったことで最近またテレビに出まくってたし、休日にこんな人の多い場所を歩いてたら大騒ぎになるかも……と、心配していたら。

　ぎゅっ。

　姉弟子が俺の腕を抱いて、肩に顔を押しつけるようにしてくっついてきた。

「ちょっ!?　あ、姉弟子……？」

「ナンパ除よけよ。勘違いしないで」

　サボテンみたいに棘とげだらけの声で姉弟子は説明する。


「こうしてくっついて歩けば恋人同士って勘違いされるでしょ？　いちいち断って歩くのも面倒だもん…………それだけだもん……」



「そ、そうっすね……」


「…………」（ぎゅー）



　これ、傍はたから見たら完全にバカップルですやん。

　お互いに私服だし、これなら確かに棋士には見えないだろう。姉弟子の銀髪も、舞い上がった中学生がやっちゃった感じに見えなくもない。

『姉弟子は賢いなぁ』という気持ちと『けど俺と姉弟子が大阪で恋人みたいにくっついて歩いてたら、その方が妙な誤解を生むんじゃ？』って気持ちがぐるぐると頭の中を回っていた……でも何も言えない。

　だってこんなかわいい女の子にくっつかれて、拒めるわけないから……。

「や、やっぱ人が多いですね！　ね！」

「……みんな暇ね」

　くっついたままてくてく歩き、グリコの看板が見える戎橋に到着。

『ひっかけ橋』なんて呼ばれるほどナンパが盛んな場所だけど、まだ早い時間なため静かなもんだ。

　橋の上を行き交う人々で多いのは、観光客、学生グループ、そんでアレだ……恋人同士。

　あと、意外なことに座って絵を描いてるお年寄りなんかも多い。写生教室とかだろうか？　不思議な光景である。

　橋の欄干らんかんにもたれかかりつつ、高い場所から周囲を見渡してみた。

「どうです姉弟子？　師匠、見つかりましたか？」

「いないんじゃない？」

　適当……！

「まあ師匠が行くところっていったら決まってるわよね」

　じゃあ何でここ来た？　と聞いてもよかったんだろうが、俺もホイホイついて来てしまったから同罪だ。ちょっぴりデート気分を味わいたかったんだ……。

「『法善ほうぜん寺じ横よこ丁ちょう』に行くわよ」

「了解」

　戎橋筋商店街に入り、左に折れればすぐ法善寺だ。

　小さなお不ふ動どうさんが祀まつられている本当に小さな寺で、このあたりに密集する飲み屋なんかから信仰を集めている。

　さて、法善寺といえば善哉ぜんざい。

　昔の小説？　とか映画？　の題材になってるらしくて、境内で善哉屋が堂々と営業してる。

　お店の名前は『夫婦めおと善哉』。赤い提灯ちょうちんの小さなお店だ。

　その善哉屋の前で姉弟子は足を止める。

「つかれた」

「もう!?　五分も歩いてないよ!?」

「私はそこのお店で待ってるから、八一は頑張って探してきて」

「やだよそんなの！　だったら俺も善哉食べるからね!?」

「……好きにすれば」

　そんなわけで師匠捜しは一時中断。

　店内は狭いけど、幸運なことに一つだけ席が空いていた。

　客のほとんどは観光に来た外国の人達みたいだ。和服を着た店員さんが珍しいらしく、善哉よりもそっちにスマホを向けて撮影している。

　俺は姉弟子と向かい合って座ると、さっそく注文。

「善哉と冷やし善哉を一つずつ」

　ここはその二つしかないからメニュー表を見るまでもない。そしてメニューが少ないから出てくるのもあっという間だ。

　善哉が二椀、冷やし善哉が二椀。そして塩しお昆こん布ぶが二皿。

　計算が合わないと思うだろ？　でもこの店はこれで正解なんだ。

「一人前頼むと二椀来るって珍しいですよね」

「そうなの？　私、善哉なんてこの店でしか食べないし」

「言われてみれば俺もそうか……あとはタイトル戦のおやつとかでたまに食べるくらいですよね。善哉」

　甘い汁粉とふわふわの白玉。

　つぶあんのホクホクした食感とつるつる滑らかな白玉の食感が織りなすハーモニーは、ケーキなんかじゃ味わえない和菓子の醍だい醐ご味みだ。好き！

「うーん、うまい！　善哉善哉よきかな」

「……タイトル戦のおやつで善哉が出ると、何かホッとする」

「ね！　対局中って味はわかんないけど、食感はわかるから。白玉を舌の上で転がしたり嚙かんで弾力を楽しんだりするのって楽しいんですよね。癒いやされるっていうか」

　もしかしたら師匠も、その癒しを求めてこの法善寺に来ていたのかもしれない。順位戦で朝まで戦った後は、自分の力だけでは戦うスイッチを切れないから……。

　対局が終わると師匠は必ずミナミで酒を飲む。

　翌日の昼になっても帰って来ない時は、俺と姉弟子が探しに行くのが定跡じょうせきだった。

　師匠の行く店はだいたい将棋好きの大将がやってる店なので、酔い潰つぶれると布団に寝かせてもらっていた。

　俺達が行くと、師匠は二日酔いで痛む頭を抱えながら気まずそうな笑顔を浮かべ、

『このことは桂香には黙っとってや？』

　そう言って俺と姉弟子をこの夫婦善哉に連れて来てくれたのだ。そして好きなものを食べさせてくれた。買収である。

「好きなものっていっても、ここ善哉しかないじゃない」

「まあまあ……夏場は氷善哉も食べさせてもらったじゃないですか」

　氷善哉は、乱暴な言い方をすればかき氷みたいなやつだ。

　姉弟子のお気に入りは宇治うじ抹茶まっちゃ氷善哉で、善哉と氷善哉を一人前ずつ頼んで俺と半分こしていた。

　ちなみに善哉は一椀ずつ正確に分け合うんだけど、氷善哉は姉弟子の気分によって俺の分け前は激しく増減する。

　だいたいの場合、溶けた氷の汁だけを啜すすっていた……カブトムシか！

「私は『アメリカン』でケーキを食べるのも好きだったな」

　温かい善哉と冷やし善哉を交互に匙さじですくいながら、姉弟子が懐なつかしむように言う。

「アメリカンもよかったですね。久しぶりに行ってみたいなぁ」

「八一もそう思う？」

「ええ。店員さんの制服がかわいいし」

「……」

　純喫茶アメリカンもこの辺りの名物店だ。

　店内はほぼ昭和のキャバレーみたいなド派手というかレトロというか……オトナの世界感溢あふれるお店である。

　そこで俺はパフェとか食べさせてもらい、師匠はコーヒーを飲みながら綺麗な店員さんを眺め、勝負でささくれ立った心を癒していた……あくまで戦士の休息であって単なるエロ目的ではない。断じてない。

「師匠の飲んでたあのコーヒーってウイスキー入りだったんですよ？　知ってました？」

「もちろん。メニューに載ってたし」

「『二日酔いに一番ええのは迎え酒やー』って言ってたけど、あんなに酒ばっか飲んでて大丈夫だったのかなぁ？　だんだん酒量も増えてツマミとかも食べなくなってたし……」


「…………」



　姉弟子は答えずに善哉を啜る。俺も言ってから気まずい思いをした。

　──大丈夫じゃないから今こうなってるんだ。

　後悔する俺を気遣ってか、姉弟子が少し明るい声で囁ささやく。

「おいしいね」

「うん。懐かしいね」

　童心に返ってつい姉弟子にタメ口を利いてしまったけど、特に怒られなかった。そんなやり取りに幸せを感じる。

　善哉を食べ終わると、時刻はもう昼近くになっていた。

　支払いをしようと席から立ちかける。

　と、レジの前に善哉のレトルトパックが売っているのを見つけた。

「土産みやげもあるのか……ちょっと買って帰ります」

「そんなに気に入ったの？」

「いや、次のＪＳ研でおやつに出してあげようかなと」


「…………」



「あー、けど今の子は善哉なんて好きじゃないかな？　あいに聞いてみるかー」

　俺はスマホを取り出して弟子に『今の小学生ってぜんざいとか食べる？』ってＬＩＮＥしてみた。

　師匠の家で道場の手伝いをしているあいは、お昼休み中だったのか、すぐに既読が付いて返事が来る。

『ぜんざいですか？　わたしはすきですけど……なんで急にぜんざいです？』

　メッセージに続いて、猫さんが『？』となってるスタンプも送られてきた。かわいくて思わず顔がほころぶ。

「ちょっと貸しなさい」

「あっ！」

　返事を打とうとしていると、間違えて動かした駒こまを間髪入れずに取り込むような早業はやざわで姉弟子は俺からスマホを取り上げて、

『法善寺で夫婦善哉なう[image: ]みやげ買って帰るわ』

　普段は絶対しないような超笑顔で俺の隣に座って横ピースしながらツーショット自撮りをし右のメッセージと共に送信。

　事実上の宣戦布告である。

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　送ってしまったメッセージを消そうと色々やってみるがそんなの無理だ。横に付いた『既読』の文字は、取り返しの付かない過ちを犯したという烙印らくいん……。

「ちょっ！　な、なんてことするんですか!?　あいはこういうことで冗談通じないんですからマジで勘弁してくださいよ!!」

「……」（つーん）

「あ！　人が抗議してるのに無視ッスか!?　しかも俺の分まで塩昆布を食っちゃってるじゃん！　塩昆布なかったら口の中が甘いばっかんなるだろぉ!?」

　甘々な善哉を食べた後の塩昆布は絶品……！　むしろ塩昆布を美味おいしく味わうための善哉と言っても過言ではないほどのお楽しみが……！

　店を出てから歩きながら塩昆布をチューチューしゃぶって長持ちさせるのが俺の好きな食べ方だと知った上で、その楽しみを全て奪ってこの態度。悪魔め……！

「くっそー！　鬼！　悪魔！　くっついて来たりしたからかわいいと思って油断してた！　すっかり騙だまされたよ!!」


「…………そっちこそ、私と二人きりでいるのを楽しんでるかと思ったら……結局は小学生のことばっかりじゃない……」



　姉弟子は何かブチブチ言ってるが、声が小さいからよく聞こえない。

　その時、スマホが震えた。

　あいの返信だ。

　お、怒ってるかな？　それとも……悲しんでるのかな？

『早く帰ってきて説明してください！』とか『もう家に入れてあげません！』とか書いてあったらどうしよう……震えるスマホを握り締めた手がさらに震える。こわい。

　けど既読ついて三秒以内に返信しないとあいの機嫌はさらに悪くなる。我が家の三秒ルールだ。鉄の掟おきてだ。

　恐る恐る、スマホを見る。




『お店の前にいます』




　ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!





[image: ]　　包丁一本






　慌てて店を出ると不自然なほどニコニコと笑顔を浮かべている十歳の弟子が後ろで手を組んだポーズで待ち構えていた。

　そして、腰が抜けそうになるほどかわいい上目遣いで尋ねてくる。

「ししょう？　おむかえを待ちながらいっしょうけんめい道場でおしごとをしてる弟子を放置して、おばさんと二人でおぜんざい屋さんですかぁ？」

　あいちゃん死ぬほどかわいい。

　けど……死ぬほど……こわい!!

「しかも何ですかこのお店？　めおとぜんざい？　へー、夫婦って書いて『めおと』って読むんですねー？　漢字のべんきょーになりますねー」

「し、仕方がなかったんだよ！　清滝師匠が行方不明になって、桂香さんに探して来てくれって頼まれて……そう桂香さん！　桂香さんに事情を聞いてもらえば──」

「桂香さんには反省してもらっています」

　あいはニコニコしながら恐ろしい発言をする。『反省』の具体的な内容に踏み込まないところが恐ろしさを助長している。

　俺に続いて店を出てきた姉弟子（会計をしてくれたらしい）が、さすがに引きつった表情であいに尋ねた。

「……どうしてこんなに早く来れるの？」

「師匠に発信器が埋め込んであるからですよ？」

「「えっ!?」」

　俺と姉弟子は青くなって叫ぶ。は、発信器!?

　じゃあ……二人であんな場所桜ノ宮に行ったこともバレてるのか!?

「というのは冗談です。それに、さすがにわたしも駒台の駒じゃないんですから、好きな所に出現できるわけではありません。もともとお昼はここに来る予定だったんです」

「法善寺にか？」

「はい。『水掛みずかけ不ふ動どう』の前で、お父さんと待ち合わせしているので」

「「おとうさん？」」


　俺と姉弟子の声が再び揃そろった。…………どゆこと？






「こ、これが『おふどーさん』なんですか!?」

　夫婦善哉を出て右を向けばそこに水掛不動は立っている。

　小さな祠ほこらに祀られたそれを見て、あいは驚きの声を上げた。

「そう。ビックリするだろ？　苔こけまみれで」

　緑色の苔にびっしり覆われた小さな石の像。

　かろうじて人の形がわかるそれが、有名な水掛不動だ。

「商売繁盛や芸事の神様だから、将棋の上達もお願いしていいんだよ。それもあって昔から俺達は師匠に連れて来てもらってたんだ」


「へぇぇぇ……！」



「せっかくだし、お参りしてくか」

　俺はお不動さんの前に置いてある柄杓ひしゃくを取り、手水鉢ちょうずばちから水を掬すくって掛ける。

　高さがあるので上から垂らすという感じにはならず、文字通り掛けるという感じだ。

「水をかけちゃっていいんです？」

「やってみるか？」

「は……はい！」

　俺の手から柄杓を受け取ると、あいは爪先立ちになって、

「えいっ！　えいっ！」

　ぺちゃ。ぱちゃ。

　お不動さんに届くか届かないかという感じで水をぱしゃぱしゃする。かわいい♡

「……そんなんじゃダメよ。貸しなさい」

　姉弟子はあいから柄杓を奪い取り、バッシャバッシャと豪快にぶっ掛ける。

「そ、そんないっぱいかけちゃっていいんですかー!?」

「ははは。まぁ大阪だからね。何でもたくさん勢いよくやる方がいいんだよ」

「でもこれで、あいも将棋がもっと強くなります！　他にもごりやくあるんです？」

「あとは『縁結び』かな」

「ッ!!」

　その瞬間、あいと姉弟子の間にそれまでとは比較にならないくらいの緊張が走った。

「もう一回ちゃんと水をかけます!!　どいてください!!」

「どくのはそっちよ小童こわっぱ。邪魔」

　あいは別の柄杓を摑つかんで割り込もうとするが、姉弟子は突き出されたその柄杓を自分の柄杓で受ける。そのままなぜか斬り合いが始まった。好戦的ィ！

「ちょ、ちょっと二人とも！　柄杓でチャンバラするなんて罰が当たるよ!?」

「は？　ぶちころすぞわれ？」

「だれのせいでこうなってるとおもってるんです？　バチが当たりますよ？」

　誰のせいかはさっぱりわからなかったが謝っておいた。すんません……。

「でも、いつからこんな苔まみれなんでしょう？」

　柄杓で牙が突とつの構えを取ったまま、あいはお不動さんを見上げて首を傾かしげる。すると──

「私がここで修業していた頃にはもうこういう状態だったよ」

「お父さん！」

「元気そうだね、あい」

　そう言って不器用に笑うのは、雛鶴ひなつる隆たかしさん。あいのお父さんだ。

　飛びついてきた娘を優しく抱き留めながら、こっちに向かって丁寧に頭を下げる。

「九頭くず竜りゅう先生、空そら先生、ごぶさたいたしております」

「ど、どうも……」

　俺は慌てて頭を下げ、姉弟子も無言で会釈えしゃくを返す。

　それにしても、どういう事情で法善寺ここに？　……と尋ねようとした俺に、あいのお父さんは思いもしなかった言葉を投げかけてきた。

「清滝先生は店でお休みいただいております。さあ、どうぞ」




　あいのお父さんに案内された『店』は、これまた法善寺のすぐ側そばにあった。

『正しょう弁べん丹たん波ば亭てい』という、風格のある料理屋さんだ。

　さすがに店の名前を聞いた時は思わず聞き返してしまった。

「しょ、小便？」

「『正ただしく弁わきまえる』という意味です。まあ大阪らしいシャレが利いた名前ということで」

　暖簾のれんの掛かっていない玄関から中に入れば、そこは仕込みの真っ最中。白い割烹着かっぽうぎを着た男の人達が黙々と働いている。

　カウンター席を勧められ、三人で並んで座った。俺が真ん中なので著しく居心地いごこちが悪い。板挟みだ。さっさと出たいので用件を切り出す。

「それで、師匠は？」

「二階うえでお休みいただいております。今、呼びに行かせますので」

　お父さんは店の人に指示を出すと、カウンターの中に入って俺達と向かい合う。そして温かいお茶を出してくれた。

「さて、事情を説明させていただきますと──」

「聞かなくても分かるわ。師匠がこの店で酔い潰れたんでしょ？」

　姉弟子のぶっきらぼうな言葉に微笑ほほえむと、お父さんはそれ以上を語らなかった。

　他にも疑問はある。お茶をひと啜りして俺は尋ねた。

「けど……雛鶴さんは、どうして法善寺に？」

「私が板前修業を始めたのがこの店なのです。ここ法善寺横丁は板前の聖地なのですよ」

「ええ!?」

「この店の大将……私の師匠ですが、先日ちょっと体調を崩しましてね。手が足りないということで私が応援に来たのです」

　お父さんは「そうそう」と思い出したように、

「『月の法善寺横丁』という歌をご存知ありませんか？　この法善寺横丁で奉公ほうこうしていた板前が、包丁一本を晒さらしに巻いて修業の旅に出るという歌なのですが」

「さぁ？」「すいません。ちょっと……」

　姉弟子と俺が揃って首を傾げると、


「そ、そうですか…………まあ古い歌ですからね……」



　お父さんは寂しそうに俯うつむいてから、気を取り直して続ける。

「私も同じようにここ法善寺から修業の旅に出ました。北陸の旅館で板前が不足しているから若い者を派遣して欲しいと依頼があり、半年の契約で。二五歳の頃でしたか」

「その旅館って──」

「はい。『ひな鶴』です」

　お父さんが入いり婿むこだということは知ってたけど、そんな経緯で……。

「当時、ひな鶴の板いた場ばは酷ひどいものでした。拡大路線を貫く先代女将おかみが客を入れすぎてしまったため料理人の疲弊が激しく、野戦病院のような状況で……応援に入ったその日に若造の私が板長として働かされるような有様でして」

「でもお父さんは立派に働いたんだよね！　お母さんがいつも言ってるもん、お父さんがいなかったらうちの旅館はとっくに潰れてたって！『だから結婚するなら若くて確かな技術を持った人にしなさい』って！」

　あいは目をキラッキラさせながら、なぜか俺を見る。

　お父さんは恐縮したように苦笑しつつ、

「娘の言葉は大げさですが、必死で働いたのは事実です。最初の三ヶ月間は社員寮に戻ることもなく、板場の隣の倉庫で野菜と一緒に寝ていました」

「厳しい職場なんですね……」

「旅館業は時間との戦いですから。とはいえそんな生活を続けていては身体を壊します。四ヶ月目に入ったある大雪の日、私は板場で包丁を握ったまま倒れました」

　北陸の冬は厳しい。俺も福井のド田舎出身だからわかる。

　大雪のため病院に行くこともできず、もちろん医者を呼ぶこともできない。絶体絶命のお父さんがどうなったのか……聞いてる俺達も思わず手に汗握る展開だ。

　この話は娘のあいも知らなかったようで「お父さん！　大丈夫だったの!?」とカウンターに身を乗り出している。

「板場で倒れた私は社員寮ではなく雛鶴家の本宅に担ぎ込まれました。さすがに他の店の板前に何かあったら申し訳が立たないと思ったのか、医者を呼べるようになるまで手厚い看護をしてくれました。そして、そこで──」

「「そこで？」」

　お父さんはあいの顔をチラッと見てから、万感の想おもいを込めた声で、


「この子の母親に………………捕まったんです……」



『捕まった』って言った！

　今この人、確かに『捕まった』と言ったな!?

　そんな父の言い回しに気付いているのか気付いていないのか娘は無邪気にはしゃいでいる。

「すごーい！　お父さんとお母さんの出会いは運命なんだねっ！」


「……ははは………………あいはお母さんにそっくりだなあ……」



「えー？　そうかなぁ？」

　そうだよ。

「つまりこういうことですか？　倒れたお父さんを看かん病びょうしてくれたのがお母さんで、それが縁で結婚した、と？」

「最終的には……とはいえあちらは大旅館の一人娘、私は一介の板前。身分が違いますし歳も離れていました。しかも私は修行の身。最初に『今すぐ結婚して、ひな鶴に残って欲しい』と亜希奈あきなに……あいの母親に告げられた時はその場で断って、契約期間が終わった後は大阪へ帰ったのですが──」

　そりゃそうだ。どれだけ美少女でお金持ちの娘さんだろうと、出会ってすぐに結婚してくれと言われれば喜ぶ前にまず怖い。っていうか普通こういうシチュエーションって看病してもらったほうが惚ほれる展開じゃない？　こわい。

「けどそこで話は終わらなかったんですよね？」


「はい、その…………私を追って、ここまで来てしまったのです」



「えっ!?　こ、ここって……この法善寺横丁に!?　あのお母さんが!?」

「高校を中退し、実家とは縁を切って、私と一緒に働くと言って聞かないのです」

　あ、あの旅館に全てを捧ささげたスーパー女将が……家出してまでだとぉ!?

「で!?　でっ!?　ど、どうしたんです!?」

「放り出すわけにもいかず、そのまま私のアパートで暮らすことに……」

「お母さんはその時、何歳だったんです？」

「十七でした」

　じゅ、十七歳!?　しかも……女子高生と大阪で同棲どうせい!?

「犯罪じゃないですか！」

「お言葉ですが九頭竜先生より遙はるかにマシです」

「そうよロリコン。頓死して悔い改めなさいよロリコン」

　お父さんと姉弟子から集中砲火だ。死にたい。

　あいがいきり立って叫ぶ。

「師匠はロリコンじゃありません！　それに今のお話はすっごく素敵でした！　水掛不動が結んだ愛の物語です！　お父さんだってそう思ったからお母さんと結婚したんでしょ!?」

「ま、まあ確かにそうだが……しかし冷静になって考えてみれば、あの頃のお母さんの行動力はさすがにちょっと異常──」

「お母さんに言いつけるから！」

「こんなに素晴らしい純愛ストーリーも他にないよね。うん」

　お父さん……。

　相変わらず妻や娘の尻しりに敷かれ切っている姿には同じ男として情けなさを感じてしまう。もっと毅き然ぜんとして欲しい。

　俺？　俺は絶対に亭主関白ていしゅかんぱくですよ。


「まあけど確かに年下の女の子が全てを捨てて自分を追いかけて来てくれるってシチュエーション、男ならグッと来ますからね。たとえばシャルちゃんがフランス国籍を捨ててまで俺の元に来てくれたらそのまんま結婚しちゃう自信あるもんないてててて！　痛いッ！　姉弟子踏んでる踏んでる俺の足踏んでるからィィィィッッ!!」



「どいつもこいつも……男なんてみんなロリコンよ……頓死しろ全員……」

　姉弟子は俺の足を踏み抜いてグリグリしつつそう呟つぶやく。あいも「どうしてそこであいじゃなくてシャルちゃんが出てくるんですかー！」とご不満だ。

「それにしても遅くない？　師匠」

「いてて……で、ですね。さすがに……」

　この店に来てかなりの時間が経過していた。

　もう一度、二階を見てきてもらったんだが──

「……どうやら清滝先生は、勝手口からお帰りになられたようです」

「「えっ」」

　ただ、予想していたことではあった。

　俺達と顔を合わせるのが気まずかったんだろう。対局に負けた後はそういうもんだ。師匠の気持ちは痛いほどわかるだけに責める気持ちにはなれない。

　それに……俺も実はホッとしていた。

　昨夜の一手頓死は『親の失禁しっきん』を目撃したくらいの衝撃で、師匠の衰おとろえに対して俺も気持ちの整理が付いていない。

　だからもう少し時間を置きたかった。姉弟子も同じだろう。

「清滝先生からは皆さんのタクシー代とご昼食代をお預かりしております。娘が日頃お世話になっているお礼も込めて腕を振るわせていただければと」

　そんなわけで俺達はあいのお父さんにお昼ご飯を振る舞ってもらった。それはとっても美味しかったんだが家に帰ってからあいに夕飯を抜かれたのでつらい。
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「お帰りなさい。心配したのよ？」

「……すまんかったな」

　家に帰ると、娘の桂香が台所から顔を出した。

「私はいいから、探しに行ってくれた八一くんや銀子ちゃんにお礼を言ってあげて。あと、あいちゃんは道場も手伝ってくれてたから。ちゃんとお小遣いをあげるのよ？」


「…………水」



「テーブルに置いてあるわ」

　桂香はさっさと台所に引っ込む。わしも二日酔いで痛む頭を抱えながら、ふらふらとその後に続く。

　この素っ気ない態度も、わしに対して怒ってるわけやない。その逆で、心配してるからこそ敢あえてこういう態度なんや。

　負けて帰ってきた勝負師に、優しさは傷口に塗り込む塩でしかないからな。

　テーブルの上には、たっぷりの氷水。わしが玄関を開けた時に用意したんやろう。帰って来たわしが氷水を欲しがることなんか桂香はお見通しや。

　身体はこの水を欲しがるが……飲む前にはいつも少し躊躇ちゅうちょする。

　──飲んで酔いが醒さめてしまえば、昨日の対局を思い出す……。

　信じられんような見落としからの頓死も、降級に赤信号が点ともった状況も、弟子との揉もめ事も……全てがわしを追い詰める。


「…………昔は、将棋界もこんなんやなかった……」



　台所の椅子に座って酔い醒ざましの水を飲みながら、わしは呻うめくように言った。

「なぁに？『昔はよかった』みたいな話？」

「いや。最悪やった」

「え？」

「対局マナーなんてあったもんやない。朝から先輩達は株や競馬の話を大声でする。奨励会や対局の制度も自分達の都合のいいようにコロコロ変えて、わしらが何か意見しようもんなら『下級者黙れ！』で終しまいや」

　関東と関西の格差も酷いもんやった。

　関西棋士は関東からゴロツキのように扱われとった……まぁ実際、あの頃の『将棋指し』はばくち打ちとそう変わらんかったけどな。

「あの頃に比べれば今の将棋界は天国や。会長の月光つきみつさんは誰にでも公平。後輩達はみんな礼儀正しい。対局中に私語なんぞ一切なし。将棋だけに集中できる環境が整っとる」

「だったらよかったじゃない」

「今のわしには地獄や。昔より遙かに酷い」

「はぁ？　天国だけど地獄？」

「先輩達と同じ年齢になって……若手に追い抜かれていくっちゅう同じ立場になって、あの時の先輩達の気持ちが痛いほどによくわかる……」

「……どういうこと？」

「不安なんや」

　腹の底に堪たまった気持ちを吐き出す。

「自分達よりも強い若手が次々に出てくるのが、子供達に追い抜かれてくのが、自分達が衰えていくのが……堪らなく不安なんや。そんな不安を紛らわすために、対局中に仲間同士で喋しゃべる。喋らんと平静を保てんくなるくらいに不安なんや……」

　少しでも自分を大きく見せようと声を張り上げる。将棋で勝てないから先輩としての権威に縋すがり、それを必要以上に振りかざす。

　今ならわかる。先輩達の不安が。恐怖が。

「……けど、そんなことしても強い若手に勝てるわけがないわな。いずれ抜かれる」

　あの当時、威張いばっていた先輩達はどうなった？

　棋界の中心から少しずつ隅に追いやられて……やがて連盟のホームページに小さな引退記事が載り……それからは一切、動向が報じられることはなかった。

　そして最後に、将棋雑誌の片隅に小さな小さな追悼ついとう記事が載る。

　誰からも忘れ去られた頃に、誰も見てくれんような場所で最後を迎える。

「勝てんくなれば、将棋を指しても面白くない。面白くないから勉強もせんし、対局にも身が入らんくなる……」


「…………」



「せやけど勝負師としての興奮が忘れられず、株やギャンブルに依存する……わしはスマホゲームやけどな」

　自嘲じちょう気味にスマホを取り出してみせる。

　もう将棋では味わえなくなってしまったあの感覚を、スマホの画面から手っ取り早く得ようとする。以前はパチスロやったが、いつでもどこでも手軽にできるスマホゲームはそれ以上の快感や。中毒かもわからん。

　指先一つでこれほど手軽に楽しめるものがあったら、勝てもせん将棋なんて誰が指す？

　将棋を指すためだけに使い続けてきた指先で……爪つめが割れて血が流れ出すほど苦しい修業を積み重ねてきた指先で、手軽な快感を得る高段の棋士。

　九段という最高位にまで上り詰めて得たものが……恐怖と、そしてそれを紛らわせるためのスマホゲーム。

　冷静になってしまえば、余りにも惨めや。

　将棋を冒瀆ぼうとくしているとすら感じる。


「…………衰えを自覚した棋士に、選べる道は二つ……」



「二つ？」

「一つは、何もせんことや」

「何も……しないの？」

「そう。何も」

　練習将棋も研究会もせず、ただ一人でひっそりと謎なぞを纏まとう。

「何もせんかったら、自分の衰えを隠すことができる。そうすれば相手は不気味がって、こっちの実力を過大評価してくれる……いずれは衰えを見抜かれるが、それまでは」

　見抜かれたらどうなるかを桂香が尋ねることはなかった。聞くまでもないことやからな。

「……もう一つは？」

「若手に頭を下げ、教えを乞こう」

　だがこれは言うほど簡単なことやない。

「有望な若手プロに教わるなら、まだマシや。しかしそういった若手は引く手数多あまたやし、わしのようなロートルと研究会をしてもメリットを感じん。まず断られるやろ」

「……でしょうね」

「自分の子供や孫のような年齢の奨励会員に頭を下げて練習将棋を指すしかない。そういった連中にしか相手にしてもらえんことや、そういった連中にすら勝てん事実は噂うわさになってすぐ広まる。たとえ隠れてやったところでな。そうなれば『信用』を失い、侮あなどられ……みじめに嬲なぶり殺される。何もせんよりむしろ棋士寿命は縮まる可能性が高い」


「…………」



　桂香は言葉すら出ん様子や。

　昔の大棋士は、そうなる前に引退という選択をした。

　名人経験者や長くＡ級を張った棋士は、Ａ級から落ちた時点で引退するのが常やった。

　嬲り殺されることがわかっとるから、その前に自ら命を絶ったんや。

　しかしわしはＢ級１組に落ちた時『まだやれる』と思ったし、その気持ちは最近まで変わらんかった。……今？　もちろん違う。

　しばらくして、桂香が思い詰めたように言う。

「でも……このままじゃどうしようもないでしょ？　だったら奨励会員でも誰でもいいから、練習相手を見つけて勉強するべきなんじゃないの？　泥臭く粘り強く戦うのが私達関西棋士なんじゃないの？」

「そうやろうな。それが正しい道やと思う」

「だったら──」

「無理や」

　それについては何回も、何百回とも自問した。


「わしは…………わしには、それはできん。できんのや……」




「…………お父さん……」



「名人に挑戦した者として、それだけは……」

　今のわしに残っとるのは、Ａ級だったという過去。名人に二度挑戦したという誇り。

　それすら失ってしまったら……わしの人生、何が残る？
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　Ｃ級２組順位戦は残すところあと２局となった。

　９回戦開始時の状況を整理すると、昇級戦線は以下のようになっている。


（括弧内は順位）



（５）城ヶ尾じょうがお一郎七段　８勝０敗

（18）八丁はっちょう　晋しん吾ご四段　８勝０敗

（36）九頭竜八一竜王　８勝０敗

（38）鳩待はとまち　覚さとる　五段　８勝０敗

（３）井い内うち　健太六段　７勝１敗

（49）二ツ塚ふたつづか未み来らい四段　７勝１敗

（９）譲屋ゆずりや　槇まき　四段　６勝２敗




　ご覧の通り、全勝者が四人もいるというハイレベルな争いになっている。全勝であれば全員が昇級できるが、そうでなければ昇級枠は３。

　熾し烈れつな争いを繰り広げる昇級戦線だが、10枠の降級点を巡る争いはより深刻だ。

　この日、関西将棋会館の『御上段おんじょうだんの間ま』では奇しくもその二つの戦線に身を置く棋士の対局が並んで行われた。

　関西を代表する名棋士として長く現役を続けてきた蔵ざ王おう達たつ雄お九段は、既に降級点が２つ。ここまで苦しい星取りが続いており、本局で負ければ引退が見えてくる。

　相手は関東の昇級候補・鳩待覚五段。今期好調な、勢いのある強敵である。

　近年は「正座がキツイ」と体調不良を口にすることが多くなった蔵王だが、この日も対局中は度々苦しそうな表情を見せた。

　将棋は蔵王が得意とする空中戦に。

　異様なほどハイペースで指し手が進み、昼食休憩に入る前には既に大勢は決していた。休憩明けに暫しばらく考えて、蔵王は駒を投じた。

　記者が指し手の早さについて尋ねると、鳩待は言いにくそうに、その理由を告げた。

「……前例があったので……」

「そうか。定跡やったか」

　終局時刻は午後２時19分。

「華の無い将棋を指してしもうたな」

　蔵王はそう言って短い感想戦を終えた。勝った鳩待は９戦全勝となり昇級へ王手を掛けた。

　その隣で行われたのが九頭竜八一竜王の対局だったが、こちらも早い終局となった。

　順位の低い九頭竜は一敗すると途端に苦しくなる。

　Ｃ級２組に所属する唯一のタイトル保持者としてプレッシャーのかかる立場だが、ここまで公式戦十一連勝と絶好調。

　得意の角換わりでは『[image: ]６五同桂』や『桂けい単たん騎き跳はね』といった革命的な新しん手てを立て続けに発表し、様々な意味で注目を集めている。

　この日の対局も九頭竜の先手で角換わりとなった。

　対局相手は関東の大ベテラン・惣座そうざ圭けい治じ七段。

　Ｃ級２組在籍三四年。四段昇段からずっとＣ級２組に居続けるこの人物は、三四年間で一度も降級点を取ったことがないという不思議な記録を持っている。

　昇級候補と目される若手棋士に対して滅法めっぽう強く、口の悪い将棋ファンからは《最強の門番》という名で呼ばれているが、本人はむしろそのことを

「光栄ですね」

　と前向きに受け止めている。

「強い若手はあっというまに上がっていってしまうので、次に戦う機会はもう巡ってこないかもしれない。だから気合いが入ります」

　あの名人ですら、Ｃ級２組在籍時には惣座に敗れている。《最強の門番》という名は伊達だてではない。

「史上最年少竜王と対局できる機会は、自分にはそうありません。名人の時以上に気合いを入れて戦います」

　対局前、惣座は本局にかける意気込みをそう語った。二人は初手合いだ。

　17手目にして早くも九頭竜は桂馬を跳ねる。

　連勝の原動力となっている『桂単騎跳ね』を見た惣座は長考の末、攻め合わず持久戦の構えを見せた。

　だが九頭竜はそれを許さない。

　19手目。九頭竜は歩を突き捨てて強引に開戦した。

　その手を見て棋士室では悲鳴が上がる。

「ええ!?　居玉いぎょく？」

「大丈夫なん？　これで？」

「囲うのを忘れたんちゃう？」

　居玉のまま開戦するというあまりにも斬新な構想に、検討していた若手棋士や奨励会員すら驚きを隠せない。従来の定跡では玉型整備に一手をかけていたが、その一手すらも省略してしまおうという大胆な発想だ。

　惣座にとってもこの手は意外だったが、形勢は悪くないと判断。

「勝負ッ！」

　という気迫のこもった声と共に、九頭竜の歩を取った。

　自玉の方が固く、先攻されても攻め合いになれば勝てると見ての決断だったが……この判断を惣座は悔やむことになる。

「先手の陣形は玉どころか左右の金すら不動。おまけに壁銀かべぎん。悪形あくけいの見本のような状態です。私の修業時代にこんな将棋を指したら破門されたでしょう」

　確かに対局者の名前を伏せれば、この将棋を棋界最上位の竜王が指しているとは誰も思わないだろう。素人しろうとと勘違いしてもおかしくないほどのセオリー無視。

「しかし読めば読むほど……この悪形が崩せない」

　この対局の記録係を務めた椚くぬぎ創そう多た三段は、局後にこう語った。

「『居玉は避けよ』っていう格言がありますけど、玉の固さは相対的に評価すべきものです。何でもかんでも囲えばいいというのは古い考えです」

　史上初の小学生三段にとって、現代将棋の定跡セオリーである『固さ』も絶対の価値観ではないということのようだ。

　その新たな価値観を証明するかのように九頭竜は桂を攻めに繰り出し、あっという間に後手玉を丸裸にしてしまう。固かったはずの惣座玉が丸裸になり、逆にほぼ初形のままの九頭竜玉は手つかずだ。まるで魔法のような手順だった。

　形勢は一気に傾いた。

　59手目。九頭竜は早くも飛車を切って寄せに出る。

　真正面から飛び込んできた右ストレートは完璧なフィニッシュブローとなって、惣座の柔らかな顎あごを砕く。ほどなくして惣座は投了した。

　総手数は67手。

　惣座の消費時間は、持ち時間六時間のうちわずか一時間十七分。時間の使いどころすらわからないまま《最強の門番》は呆気あっけなく破られた。

　それまで軽口を叩いていた棋士室も、この終局図を見て誰だれもが言葉を失っていた。

「強すぎる」

　先に対局を終えて棋士室を訪れていた鳩待は一言だけそう呟つぶやくと、椅子に座ることもなく関東へと帰って行った。

　その表情には対局に勝った喜びも全勝を守った安あん堵ども無かった。




「おう。惣座さん」

　関西将棋会館を訪れた清滝は、二階の道場前にある喫煙ボックスで煙草たばこを吸っていた惣座を見つけて声を掛けた。

「清滝さん……」

「対局中にその相手の師匠と喋るのは味が悪いか？　別に弟子のために次の一手を聞き出そうとしてるわけやないで」

　清滝と惣座。

　二人は関東と関西にわかれてはいるものの、同世代ということで仲良くしていた。互いに遠征する際には相手を誘って飲みに行ったり麻雀マージャンを打ったりする。

　今日も終局後に飲みに行こうという意図もあって連盟を訪れた清滝に、惣座は意外な言葉を発した。

「いえ。対局はもう終わりました」

「はぁ!?　けど、まだ四時やで？」

『わしみたいに頓死でもしたんか？』と軽口を叩こうとした清滝は、惣座の表情を見てその言葉を飲み込む。

　そして気付いた。

　火を点けた煙草に、惣座が全く口を付けようとしていないことに。

　白い灰だけが伸びていくそれは、まるで線香のようで──

「……私はね、今の名人の世代が出てきた時も、その下の世代やそのまた下の世代が出てきた時も、生き残る自信はあった。トップに立てるなんて思っちゃいません。けど、自分が殺されるとも思わなかったし……どんな奇抜な戦法でも、相手がどういう意図を持ってそれをしているのかは理解できた。『棋きは対たい話わなり』と言いますが、会話は成立していたんです」

　清滝は不思議に思った。

　惣座が対局後にこれだけ喋るのは珍しい。


「でもね清滝さん。今日、私が戦った相手は…………あなたのお弟子さんに対して、こんなことを言いたくはないんですが……」



　恐怖に語尾を震えすらさせながら、惣座は言った。

「あれはもう、私らと同じ人間じゃない。宇宙人かロボットですわ」

「ッ……!!」

　清滝は戦慄せんりつした。

　惣座圭治は決して強者きょうしゃではない。将棋界というサバンナで食物連鎖の上位にいるような猛獣ではない。

　だがそんな猛獣達が闊歩かっぽする世界で強したたかに生き抜く強さを持った棋士のはずだった。その強さの源泉は何をおいても『生き抜く』という固い意志のはずだった。

　それが今、完全に心を折られてしまっている。

「けれど、まあ……清滝さんのお弟子さんでよかったのかもしれません。他の人の弟子だったら『なんてバカな真似まねをしてくれたんだ！』って文句の一つも言いたくなったでしょうからね……自分達を喰くい殺すような化け物を育てるなんて」

　ほとんど灰だけになっていた煙草を、惣座は灰皿に押しつけて潰つぶした。

「……惣座さん。あんたまさか──」

「清滝さん」

「ん？」

「長い間お世話になりました」

　その年の順位戦終了後。

　惣座七段は人生で初めて降級点を取り、フリークラス転出を宣言した。
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「この前はすまんかったな」

　俺の順位戦があった翌日。

　師匠から『話がある』と急に呼ばれ、俺達は清滝邸に集まっていた。孫弟子まで含めた一門勢揃いだ。

　それまで互いを避けていたような空気があっただけに、いきなり呼び出しが掛かった時は全員に緊張が走った。

　順位戦で追い込まれた師匠が遂に『引退』について語るんじゃないかと……。

　しかし居並ぶ弟子達を見回しながら師匠が口にしたのは、全く別のことだった。

「うちの一門も、プロと女流棋士を合わせて六人。ちょうど偶数や」

　偶数。

　その単語を聞いた瞬間、俺と姉弟子はピンと来て目め配くばせをする。

「せやから一門で定期的に研究会を開こう思ってな。どう思う？」

　──やっぱり『一門研』の誘いか……。

　仲のいい一門で、人数が割と多いところは、こういった形で全体のレベルアップを図ったりもする。

　ただ問題は……同門といえども棋力や棋風、置かれた状況などが異なれば、研究会を行うメリットもそれぞれ異なるということ。

　本来の研究会は互いにメリットがあるから行われるが、一門研は『同門』という理由で行われるため、それぞれの反応次第によっては空中分解のおそれもあるが──

「やりたいっ！　あい、一門みんなでけんきゅーかいしたいですっ!!」

　末席のあいは正座したまま身を乗り出して真っ先に賛成の意を示しまくると、隣に座っている天衣あいの腕を取って、

「天てんちゃんも賛成だよね!?　ねっ!?」

「……私は……」

　天衣は清滝師匠に対して配慮する様子を見せつつも、離れた場所に座る姉弟子を意識してキッパリとこう言った。

「マイナビで当たる可能性がある以上、同じ研究会に所属するのは味が悪いと思う」

「ふむ……それはもっともな意見やな」

　すると廊下で俺達のやり取りに聞き耳を立てていたらしい晶あきらさんが、和室の襖ふすまをスパーン！　と勢いよく開いて、

「お嬢様ッ！　ならば代わりにぜひ私をその研究会に!!」

「はぁ？　ダメに決まってるでしょ。弁わきまえなさい晶」


「で、ですが私だって強くなりたいんです！　せめて見学だけでも……記録でも秒読みでも何でもやりますから私も入れてくださいぃぃぃっ!!」



　天衣にすがりついてお願いする晶さん。だが残念なことに天衣は「こら！　離しなさいバカッ！」と足あし蹴げにしてるし、師匠も「すまんがこれは棋士の研究会やからな」と申し訳なさそうに断っている。

　ずっと黙って成り行きを見守っていた桂香さんが、おそるおそるという感じで俺の方を覗うかがい、口を開いた。

「あの……私達にとってはすごくありがたいけど……八一くんはいいの？　ここまで全勝とはいえ順位戦が山やま場ばだし、せめて今期の順位戦が終わってから始めるとか……」

「それやと銀子の三段リーグが始まる。やるなら今からや」

「で、でもお父さん──」

「こういう場では師匠と呼びなさい。いつも言うとるやろ」

　師匠は桂香さんを窘たしなめる。

「最近は『居い角かく左ひだり美濃みの』とかいうソフト発の新手もプロの公式戦で出とる。これからはそういった新戦法に対する情報を一門で共有せんと、思わぬところで足を掬すくわれるからな。せやから研究会を開いてやろうと言っとるんや。八一にも銀子にもメリットはある」

　そう言って師匠は得意そうに俺を見て、

「どや？　わしもなかなか研究しとるやろ？　ん？」

「ええ。そりゃもう」

　俺は師匠の言葉に深く共感したように頷く。

「ちょうど研究会を増やそうと思ってたところなんです。どうせなら同門でやろうかって姉弟子とも話してたところで。ですよね姉弟子？」

「そうね。三段リーグは研究熱心な関東の奨励会員とも当たるから、すごく心強いわ」

「そうやろそうやろ。はっはっは！」

　師匠は久しぶりに気分良さそうに笑い、さっそく日程の調整をするため将棋手帳を開いた。
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「フッ……一門研か。清滝さんも素直じゃない」

　研究会のため『ゴキゲンの湯』を訪れた俺と姉弟子の話を聞いて、生石おいし充みつる玉将はいつものニヒルな笑みを浮かべた。

「あの人も俺と同じで一匹狼だったからな。まぁ俺より上の世代の関西棋士は研究会に否定的な雰囲気が強かったし、今さら弟子に頭を下げて『将棋を教えてくれ』とは言いづらいだろ」


「一門で研究会…………いいな…………」



　小さな声でそう言ったのは、生石さんの娘さんの飛鳥あすかちゃん。

　研究会メンバーってわけじゃないけど、いつもこうしていつのまにか近くで静かに俺達の会話を聞いてる。

　控え目だし熱心だし料理も上手じょうずで胸も大き……かわいいので、俺は大歓迎だ。姉弟子はあんまり好きじゃないみたいだけど。

　その飛鳥ちゃんが用意してくれたホットミルクを飲みながら、俺は尋ねた。

「生石さんは大槌おおつち九段門下ですよね？　一門研とかやらないんですか？」

「うちのお師匠は寝たきりだからなぁ。連盟の行事にも顔を出せないくらいだし、研究会どころかもう新しい弟子を取るのすら無理だ」

「大槌先生は確か、蔵王先生の……」

「弟おとうと弟子でしだよ」

　それを聞くと、つくづく蔵王先生が今もプロとして将棋を指してるのが奇跡に思える。

　大槌大だい二じ郎ろう九段は《ハンマー大二郎》の異名を取った振り飛車の名手。

　叩きつけるように大駒をぶつける豪快な捌さばきが魅力の関西棋士で、タイトルには手が届かなかったものの長くＡ級に在籍した。

　Ａ級から落ちた時に潔く引退し、以後は後進の育成に尽力してたけど……結局、プロになれた弟子は生石さん一人。

　その生石さんが弟子を取っていないので、大槌一門は今のところ二人だけだ。

「じゃあ生石さんと飛鳥ちゃんが頑張って一門を盛り立てないと」

「そ、そうだね……！　がんばる……！」

　俺の言葉に、飛鳥ちゃんは両手をグッと握り締めた。

　そんな娘に生石さんが釘を刺す。

「おいコラ飛鳥。そもそも俺はまだお前を弟子に取った覚えはないぞ」


「………………」



　飛鳥ちゃんは珍しく『ぷくー！』って感じにほっぺを膨らませて顔全体で不満を表すと、


「……じゃあ、わたし…………八一くんの弟子にしてもらう……!!」



「へ!?　お、俺の!?」

　突然の入門希望に俺ビックリ。生石さんは大激怒である。

「許さん！　許さんぞ飛鳥!!　こんな、女と見れば幼女にすら手を出すエロ餓鬼ガキの弟子になるなんて絶対に認めん！　その年齢としで妊娠でもしたらどうする!!」

「ちょ!?　俺の弟子になるとどうして妊娠するんですか!?」

　謂いわれなき中傷にいきり立った俺は、巨匠マエストロに向かって反論する。

「俺は弟子を二人も女流棋士にしましたけど誰も妊娠なんかしてませんよ!?」

「妊娠すらできない年齢の子供を狙って手を出してるから当然だろ！」

「誤解だ！　風評被害だ！　姉弟子も何か言ってやってくださいよ！」

「妊娠させられるからやめたほうがいいわよ。私もこの研究会の後で変なホテルに連れ込まれたし」

「お前それここで言っちゃうのかよ!?　ってかあれはそっちが──」

　ゴスッ!!

　姉弟子の右ストレートが俺の頰ほおに突き刺さる。

「口の利き方に気をつけろ。弟弟子」


「す、すんません…………マジ卍許してください……」



　痛すぎて卍まんじとかよくわかんないけど使っちゃう。血、出てるよね？

「ほら見ろ飛鳥。いくら将棋が強くても、こんなエロくて情けない男の弟子になったら人生を棒に振ることになるんだぞ？　もっと自分を大事にしろ！」


「お……おとうさんの…………わからずやっ……!!」



　飛鳥ちゃんはそう叫ぶと、道場から走り去ってしまう。

　娘から『分からず屋』と言われた父親は心が痛むのか、顔をしかめて溜ため息いきを吐いた。


「ふぅ…………年頃の娘を持つと頭が痛いぜ……」



「お察しします……」

　姉弟子に殴られた頰を擦さすりながら俺も顔をしかめる。こっちは物理で痛いんだぜ。

　そんな俺の恨みがましい言葉を無視して、姉弟子は生石さんに言う。

「それよりも先生。玉将戦の検討を」

「そっちも頭が痛いな」

　生石さんはますます顔をしかめながら、

「第一局、第二局と連続で落としちまった。しかもエース戦法のゴキ中を封じられたのが痛い……この一ヶ月で随分とレーティングも落ちてるんだろ？」

『レーティング』とは、誤解を怖れず言ってしまえば『戦闘力』だ。数値が大きいほど強い。

　計算方法は様々だが、プロ棋士の場合は公式戦の勝敗から計算する。

　現在、レーティング一位は名人の二〇一四。

　続いて於鬼頭おきと帝位の一九二五。その次が歩夢あゆむの一八九九で、俺はもうちょっと下がって一八八一。十二連勝してるおかげで、これでもかなり伸びた。

　生石さんはここ最近の連敗が響いて一八〇一。

　帝位とは一〇〇以上の開きがある。期待勝率は32％ほどだろう。

「トップ棋士は対戦相手も強くなるからレーティングが伸びにくくなります。この数値だけで比較できるものじゃありません」

　珍しく弱気を見せる生石さんに、俺は言った。

　歩夢の数値が高いのも、実力に比べて当たる相手が弱いので勝ちまくってるからというのがある。今はまだＢ級２組なので勝ち続けることができるが、これがＡ級になった場合どうなるかはわからない。まぁそれは俺も同じことが言えるんだけど。

　そんな歩夢に比べて、超トップだけと当たりながら高レートを維持する名人や於鬼頭さんは驚異的といえる。

　しかしそんな名人に俺が四連勝できたんだから、レーティングはあくまで目安に過ぎない。

　倍くらい離れてたら話は別なんだろうけど。

「ちなみに将棋ソフトはどのくらいなんだ？」

「正確なところはわかりませんが……」

　一瞬、言うべきか迷った。

「……最強のソフトだと、三〇〇〇とも四〇〇〇とも」

「なるほどな。もう人間が敵かなうレベルじゃないってことか」

《捌さばきの巨匠マエストロ》は乾いた笑みを浮かべると、

「じゃ、ソフト先生に教えてもらうとしようか。俺の将棋の弱点ってやつをさ」
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「師匠、本当にどういうつもりなのかしら？」

　バスルームから聞こえてくる姉弟子の言葉を、俺はベッドに寝転がりながらぼんやりと聞いていた。

　ここは桜ノ宮にある、とあるホテルの一室。

　生石さんとの研究会の後はここで時間を潰すのが『手て筋すじ』になっていた。

「ねえ八一。聞いてるの？」

「んー？」

　返事をしない俺に、姉弟子は少し苛立ったような声で、

「居角左美濃なんて時代遅れの戦法を自慢気に語るなんて……聞いてて痛々しかったわ。昔はあんなに強かった師匠が……」

「……アムロになった心境だなぁ……」

「なにそれ？」

「知りませんか？　アムロのお父さんはガンダムを作った天才技術者だったんですけど、宇宙空間で酸素欠乏症になって、アムロと再会した時には時代遅れの装置をガンダムに取り付けろって勧めてくるようになっちゃってて」

「知らないわよ。ガンダムって何？　雁がん木ぎの仲間？」

　ガンダム知らないのか……。

　マジで将棋にしか興味が無いんだなぁ。学校で友達と会話が成立してるのか心配になってくるレベルだ。

「そんなことより一門研の話よ。八一は付き合うつもり？」

「師匠がそれで満足してくれるなら。弟子を鍛きたえる場も作ろうと思ってたところでしたし」

「……ふーん」

　姉弟子の声のトーンが明らかに下がった。

　きっと師匠のことで悩んでるんだろう。

「日程を決める時、師匠の手帳がちょっと目に入ったんですけど……他の研究会の予定なんて全く入ってませんでした。このままじゃ最新研究から取り残されるだけです。最低限の情報だけでも俺達が伝えないと」

「けど、あの性格よ？　私達が教えた手なんて意固地いこじになって使わないんじゃない？」

「それは……」

　そもそも弟子に『将棋を教えてくれ』と素直に言えないくらいプライドの高い人だ。教えられた手をそのまま使うくらいなら、むしろ全く別の手を指しそうなイメージがある。

　ましてそれがソフト発祥はっしょうの手と知ったら……。

「……とはいえ、師匠をあのまま放ってもおけないわよね」

「ですね」

　居角左美濃が公式戦で登場したのは、確かに最近ではある。

　だが──水面下では一年以上前から研究されていた。

　ソフトを使ってれば簡単に知ることができる筋で、誰もがその筋を避けていたのだ。

　だからこそ公式戦で一年以上も出現しなかったのだ。

　しかし、ソフトを使わず若手とも接点の無い高段の棋士達は知らなかった。

　ソフト新手という即死魔法への耐性が無かった……そして即死した。

　これが今、若手とベテランとの間で起こっていることだ。

　Ａ級やＢ級１組にいるような強豪がＣ級２組の若者に瞬殺されるような下げ克こく上じょうが……超高速で世代交代が行われている理由がこれだった。

「ソフトを使っていないことがわかれば、あとはもう即死魔法の掛け放題ですから。今のプロ棋界でそれは、裸で紛争地帯を歩くのと変わらないですよ」


「…………」



　姉弟子は黙り込んだ。

『即死魔法』の恐怖はプロの世界だけじゃない。奨励会ではそれ以上に凄すさまじい研究合戦が行われている。どんな方法であろうと勝って三段リーグを抜ければそれが正しい方法と評価されるのが奨励会だ。

「……大丈夫かしら？　生石先生も……」

「とりあえず最低限の耐性はつけてもらいましたけど……正直、厳しいですね。於鬼頭さんの研究が振り飛車にまで及んでるのは想定外でした」

　於鬼頭曜よう帝位はソフト研究に特化した、おそらく最初の棋士だろう。

　その研究アドバンテージは俺の予想を超えた範囲にまで広がっている。『地獄の玉将リーグ』と呼ばれるほど苛酷なリーグを勝ち抜いて挑戦者になれたのも、膨大な研究ストックが原動力なのは間違いない。

「於鬼頭さんの研究がどの程度なのか測るためにも、生石さんには頑張って欲しいです。於鬼頭さんが来期の竜王戦に出て来る可能性は高い」

　防衛した瞬間から次の戦いが始まってるのがタイトル戦だ。油断は一瞬もできない。

「八一なら勝てると思う？　番勝負で、あの於鬼頭先生に」

「どこまで効率的に研究できるかによると思います」

　ベッドの上で目を閉じてシミュレーションしながら俺は答えた。

「極端なことを言えば、戦法の研究はソフトに任せます。で、それを学んで使う。前は無理でした。指し手が空中分解してしまうから。けど名人との番勝負を経て読みの力が上がってる今なら──」

「読みの力が上がってるって……でも八一、前に調子が悪いとか言ってなかった？　読みが暴走しちゃうって」

「それもソフトを使いました」

「え？」

「公式戦における自分の指し手をソフトに解析させるんです。どこで時間を使った時に手を読めてるかとか、どこで自分が極限まで集中できてるかとか、逆にどういう状態の時に集中が切れて悪手を指してるのかとか」


「…………」



「そういうのを全て数字として出してくれるから、実戦での指し手の精度や研究の効率が飛躍的に上がったんです。人間相手の研究会だと読みに不純物が入りますが機械ならそれもない。何より好きな時、好きな場所で研究できる」

　この発見は竜王戦の副産物だ。

　俺が一人で引きこもってソフトだけを頼りに研究していた時の。

　後は読みの力を維持するために詰将棋を淡々と解いておけばいい。これは弟子あいと一緒にできるから家庭内も円満。いいことずくめだ。

「確かに、効率的なのかもしれないけど……」

　姉弟子は躊躇ためらうように言葉を選びながら、

「……正直、そこまでやるのはさすがに抵抗があるわ」

「俺がやらなくてもいずれ誰かがやりますよ。とりあえず革命は起こしました。こうやって将棋は進化していくんだと思います」

　名人の世代が築き上げた『現代将棋』と呼ばれる新たな将棋体系は、研究会やＶＳブイエスといった効率化された共同研究システムを抜きには成立しなかった。

　つまり現代将棋を超える新たな将棋体系を築くためには、さらに効率的で機密性の高い学習方法を確立することが不可欠となる。

　それが俺の結論。

　あの名人の世代を追い落とすには一つ二つ新戦法を創造したくらいじゃ足りない。何せ相手の得意戦法を驚異的な対応力で瞬く間に自らの武器に変えてしまうという、昔のジャンプの漫画の主人公みたいな連中だ。

　ＩＴ革命によって激変した世界。

　生まれた時からＩＴに適応した世代が、その生育環境によって自然に得た能力を発揮して、それ以前の世代を追い落とす。それこそまさに世代交代だろう。


「…………八一は、さ……」



「ん？」


「その…………コンピューターに、なりたいの？」



　恐る恐るそう尋ねる姉弟子の言葉に、俺は堪らず噴き出した。

「俺もそこまでバカじゃないです。人間は機械じゃない。ソフトが使う戦法の全てを人間が完璧に指しこなせるなんて思ってません。ただ──」

「ただ？」

「ただ、現時点での俺の演算力を使えば、他のどのプロ棋士よりソフト発の戦法を上手に指しこなすことはできる。とは思ってます」


「ッ!!　……そ、それって…………」



　姉弟子は言葉を失った。

　俺の発言は『現時点で人類最強』と言っているに等しいからだ。

　傲慢ごうまんだろうか？

　しかし名人を破って竜王位を防衛し、実際に勝ち星を積み重ねている。今の俺のやり方が間違っていないことは結果が示していた。

『角かく換がわり[image: ]６五同桂』や『桂けい単たん騎き跳はね』などは、ほんの一部に過ぎない。

　現代将棋に更なる革命を起こし、順位戦を駆け上がる。


　そして俺が、新しい名人かみに────



「ところで姉弟子。まだ終わらないんですか？」


「…………着替えた、けど……」



　ドアの向こうでずっとゴソゴソやってた姉弟子が、急にか細い声になる。

「じゃあとっとと出て来てくださいよ」


「…………はぅぅ……」



　生石さんとの研究会を終えた後も、俺達はここで新たな研究会を開いていた。

『銀子ちゃんのコスプレ研究会』である。

　経緯を説明しておこう。

　棋士に限らず、勝負の世界に生きる者は『ジンクス』や『ルーティーン』を重視する。物事が上手うまく回っている時は敢あえてそれを崩くずさない。

　自分独自のルーティーンを創り上げるのもプロの技術の一つとされる。

　俺と姉弟子が研究会の後にこのホテルを訪れたのはある種のアクシデントによるものだったが、それから俺は調子を上げて公式戦で圧勝を続けているし、姉弟子も史上初の女性奨励会三段になれた。

　俺としては順位戦で昇級するまではこの調子を維持したいし、姉弟子もいい状態で三段リーグを迎えたい。

　両者の思惑が一致したため、飛鳥ちゃんの弟子入りの件で険悪な雰囲気になりつつもこうしてここに来ることを止めようとはしないのだ。

　ちなみにもちろん一線は越えておりません。二人ともあくまで将棋のために通い続けているだけである。

　で、コスプレの件なんだが。

　俺と姉弟子がこのホテルに入ると、無料で使える衣装サービスがあった。新サービスだ。

　大阪人は無料という言葉に弱い。俺は当然「ちょっとこれ着てみてよ」と要求。姉弟子は「ぶちころすぞわれ」。

　けど俺は引かなかったね。

「だったら将棋で決めようや」と。そう言ったね。

　負けたら俺が着てやると。写真撮ってネットで拡散でも何でもしろと。

　最初は相手にしなかった姉弟子だけど「ふーん？　怖いんスね」と煽あおってやったらすぐ乗って来た。将棋？　もちろん俺が勝ったよ。三連勝サンタテしてやったわ。ソフトから学んだ秘ひ手しゅを惜しげも無く投入してな！

　そうして完成したのが──
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『銀子にゃんデンジャラス・ビースト』である。

　こいつぁ……デンジャラスだぜ……！

「こ、これ……本当に、こういう衣装なの……!?　布、少なすぎっ……!!」

「こういう衣装なんです」

　九頭竜竜王は力強く断言。

　姉弟子は基本的にセーラー服だけど、タイトル戦では和服を着たり釈迦堂先生にドレスを着させられたりと、割と色んな服を着てる。

　だがコスプレは新しん手てである。

　さらに言えばメガネ！　姉弟子のメガネは初しょ手て端はし歩ふくらい珍しい。

「欲張りすぎか？　いや！　姉弟子という素材があればギリギリ成立しているはず……!!」

　とりあえず革命は起こした。


　起こした…………が、やっぱり少しバランスが悪いかなぁ？



　かわいさの過か積載せきさいである。

「ちょっと降ろすか……」

　欲張ってはいけない。何事もバランスが大切だ。将棋だってコスプレだってそれは同じ。

「ここをこうして……あと、これも取って──」
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「キタアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ!!」

　何だコレ!?　かわいすぎるよ!!


　しかもエロい!!　銀子エッロぉぉぉぉぉぉぉぉ!!



「クッ！　は、恥ずかしすぎて……頓死しちゃう……!!」

「いや！　いい!!　これはイイですよッ!!」

　顔を真っ赤にしてプルプルしてる姉弟子に、俺は自らポーズを取って要求する。

「もっと！　もっと……こう！　指を丸めて猫っぽく！」

「こ、こう？」


「もっとぉぉぉぉ!!」



「こう？」


「イイイイイイイッ!!　イイよぉぉぉぉぉぉッッッ!!　もっともっとぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」



「こう……かにゃ？」

　褒ほめられて段々と調子に乗ってきたのか、姉弟子は自らベッドの上で四つん這ばいになって『女豹のポーズ』とか取り始めた。

　この女流二冠、ノリノリである。

「かわいい！　すごい！　銀子にゃん最高にゃん!!」

「か、かわいい？　かわいく撮れてる？」

「うん！　めっちゃかわいいよ姉弟子！　かわいいかわいい!!」

「そう……♡　えへへ♡」

　あ、チョロい。

　俺はそう思った。薄々気付いちゃいたんだが姉弟子は押しに弱い。基本的には壁がある感じなんだけど、その壁を強引に破ってしまえばあとは豆腐。

　──かわいいって言っとけば何でもやるんじゃないかこの人？

　新しい呪文『かわいい』を習得した俺は、ここぞとばかりに使いまくった。銀子にゃんもノリノリで「にゃ～♡」とか言ってるし何だよこれこそ即死魔法だよ！　エロかわいすぎて心臓止まるわ!!

　そうして小一時間ほど撮影会……じゃにゃい、研究会を行った頃だろうか。

「ふぅ……ちょっと休憩しましょうか……」


「そ、そうにゃ…………そうね」



　呪文を使いすぎてＭＰが切れた俺は、ベッドに倒れ込む。

　姉弟子もちょっと冷静になって恥ずかしくなったのか、毛布にくるまって俺の隣にぽすんと座った。

「そういえば、師匠のことだけど……」

「ん？」

「私達が研究会をＯＫしたから、調子に乗って棋士室で他の若手棋士や奨励会員にも声を掛けたりしないかしら？」

「ッ！　それは……」

　棋士とは残酷な生き物だ。

　価値があると判断されればいくらでも声が掛かり。

　そうでなければ空気のように無視される。

　友人としては付き合ってくれても、研究会となると判断はシビアだ。自分に無い物を持っていたり、自分と同格かランクが上の相手としか付き合ってはくれない。

　だから今の師匠が仮に棋士室に行って、若手を研究会に誘っても……。


「…………恋愛、みたいかもね」



　姉弟子がポツリと漏らした言葉は、鈍い痛みとなっていつまでも胸に残った。
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　その日、清滝は珍しく棋士室を訪れようとしていた。

「鏡洲かがみず君なら、わしと喜んで研究会をするやろ」

　関西で最年長の奨励会員である鏡洲飛ひ馬うま三段は、弟子の銀子を除けば関西の奨励会員の中で唯一、清滝と関わりのある若者だった。

　今から十年近く前。

　まだ奨励会旅行という泊まりがけの行事が残っていた頃のこと。

　弟子の八一がその旅行に参加した時、関東に在籍していた三十歳近い古株の奨励会員が夜中に新入りの奨励会員を叩き起こして買い出しをさせようとしたことがあった。

　しかしそれを鏡洲が止めたというのだ。

　鏡洲はこう言って八一を庇かばったという。

『九頭竜八一は関西将棋界の……いいえ！　日本の将棋界の宝です！　俺が代わりにやりますから、起こさないでやってください!!』

　その話を聞いてから、清滝は鏡洲に目を掛けてきた。

　収入の少ない奨励会員が田舎いなかから大阪に来て独り暮らしをし、さらに将棋の修業に打ち込むというのは、容易なことではない。

　清滝は鏡洲を甘やかさないよう慎重に距離を置きながら、様々な便宜を図ってきた。聡さとい鏡洲はもちろんそれを理解している。

　その鏡洲がまさか自分の頼みを断るわけがない──

「おう！　みんな頑張っとるな」

　棋士室に顔を出すなり、練習将棋を指している奨励会員達に向かって、清滝は大きな声でそう挨拶あいさつした。

　若者達は手を止めず将棋を指し続けている。その中には鏡洲の姿もあった。彼だけは清滝に軽く会釈をしたが、それでも声に出して挨拶を返すようなことはしない。

　──九段のプロが挨拶しとるのに、返事もせんとは……！

　腹を立てかけたがグッと堪える。

　清滝が出入りしていた頃の棋士室といえば、雑談部屋とほぼ同じだった。

　テレビでは野球か競馬を流し、一日中タバコの白い煙がたちこめ、練習将棋を指していれば『邪魔やから出てけ！』と先輩に怒鳴られるような場所。

　将棋を指す時はもちろんコーヒー代を賭かけていて、先輩達からなけなしの小遣いをむしり取られたものだった。

　──怖い……が、温かい場所でもあったな。

　それが今は、まるで別の場所のように変わってしまっていた。

　ヤニで汚れていた壁には対局の情報や連盟からの連絡事項が整然と掲示され、漫画雑誌やスポーツ新聞が散乱していた机には将棋盤がビッシリと並べられている。

　灰皿はもちろん撤去されて、モニターには対局室で行われている将棋の盤面が映し出されていた。

　無機質なその変わりようを、清滝は『温ぬるくなったな』と感じた。

　これではまるで学習塾だ。

　清滝の感覚では、将棋の修業に苦しさや理り不ふ尽じんは付きものであり、欠くべからざるものでもあった。

　先輩達から突きつけられた理不尽に耐えながら、それでも歯を食いしばって将棋を指す。そうやって勝負の厳しさを性根から叩き込まれるからこそ強くなれる。

　──そのことを、わしがちゃんと教えてやらんといかん。

　そんな思いを抱きつつ清滝はズカズカと足音を立てて室内に入り込み、奨励会員達が指している将棋を一つ一つ見ていく。

「ほう……なかなか面白い将棋を指しとるやないか」

　清滝が覗き込んだのは、つい先日、史上最年少で三段になった椚くぬぎ創そう多たの将棋だった。

　銀子に敗れて最速で三段になるチャンスは逃したものの、次の例会では何事も無かったかのようにきっちり三段リーグ入りを決めてきた。

　この少年となら将棋を指す価値があるかもしれないと思った清滝は、優しく声を掛ける。

「ぼく。小さいのに割としっかりした将棋を指すなぁ？　ここでこうかわされたら、どうするつもりやったんや？」


「…………」



　創多は『このおじさん何だろう？』みたいな顔で清滝を見上げながら、別の手を示す。

「それもこれで詰んでますよ？」

「いや。こうすれば詰まんはずや。考えてみなさい」

　清滝はそう言うと、隣の感想戦にも口を出す。

　果ては序盤の研究についても質問し始めた。

　みな一様に口も手も重いのは、清滝が自分の意見や研究を見せず、一方的に相手の研究成果を求めるだけだから。

　清滝にとってみれば、自分と研究会を行うほどの実力があるかを見極めるための行為に過ぎないのだが……。

「さてと。そろそろわしも交ぜてもらおうかな」

　対局者でもないのに感想戦の終わりを一方的に告げると、清滝はこの場にいる奨励会員の中でも最も棋力が低いと見定めた少年の肩を叩いてこう告げる。

「君きみ。すまんが場所を空けてくれんか？」

　言われた奨励会員はびっくりしたように清滝を見るが、高位のプロ棋士が言うことに逆らえるはずもなく、しぶしぶといった感じで席を譲った。

「清滝先生」

　隣の盤で感想戦をしていた鏡洲がその時、初めて清滝に声を掛けた。

　その声は固かったが、清滝は気付かない。

「よし。誰か、わしの相手になる子はおらんか？　ちょっと将棋を教えてやる。名人挑戦者に教わる機会なんて、君らにはそうないやろ」

　奨励会員達の手が止まり、動揺したように視線を交わし合う。

　しかし誰も清滝と将棋を指そうとはしない。

　痺しびれを切らした清滝がもう一度呼びかけようとした、その時。

「先生！　ちょっとよろしいですか？」

「ん？　どうした鏡洲君？」

「……俺は次の三段リーグで三十歳になります。とっくに年齢制限の二六歳を超えてて、勝ち越し延長も次で終わりです。俺が指せる将棋の数は限られてるんです。俺の命はあと半年しかないんです」

　鏡洲はそう言うと、室内で練習将棋を指す奨励会員を示して、

「俺だけじゃない。ここにいる奨励会員は、誰だってプロになれなきゃ自殺する気で将棋に取り組んでます。みんな必死なんです」

「そんなことはわかっとる。わしかて奨励会では苦しんだんやからな。わしが奨励会員の頃はもっと苦しんだ。こんな立派な将棋会館もなくて──」

「いいえわかっておられません」

　鏡洲はきっぱりと言い放った。

　室内の空気が、対局とは別の種類の緊張で固まる。

　だが鏡洲はそれに全く怯ひるまず、

「確かに先生はプロで、しかも九段という最高位におられます。対局室では先生の言葉に喜んで従います。けれどこの棋士室は修業の場。暇潰ひまつぶしや戯たわむれに将棋を指す者よりも、真剣に『強くなりたい』と願って将棋を指す者が優先されるのは当然です。

　さらに言えば、将棋盤の前では誰もが平等です。裕福な家に生まれれば生まれながらにして多くのものを持っているかもしれないけれど、将棋を指す時は誰もが二十枚の駒だけを武器として戦います。偉い肩書きを持ってれば誰もが言うことを聞いてくれるかもしれないけれど、将棋を指せば肩書きは関係ありません。

　それが将棋です。俺みたいな、世間から落ちこぼれた学歴のないクズだって、将棋は平等に扱ってくれます。だから頑張るんです。だから命懸けで将棋を指すんです。命を懸けるに値するものだと思うから。将棋だけが俺達を認めてくれるから。

　今、先生が席を譲れと仰おっしゃった奨励会員は、朝の五時に起きて実家から二時間かけて毎日ここに来ています。そんな早く起きなくちゃならないのは、七時には来ないともう棋士室の席が埋まってしまうからです。確かにその子はまだ級位者で、この中では将棋は弱いかもしれない。でもきっと強くなると思うからこそみんな相手をするんです。その根性が自分にとってもプラスになると思うからこそ一緒に将棋を指すんです。
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　彼は自分の力でその席を摑み取ったんです。誰かに譲ってもらったわけじゃない。

　その席を奪うことも、こつこつ研究してきた成果を聞き出そうとするのも、指したくもない相手と将棋を指せと強制することも、この世界の誰にもできるものではありません。それがたとえ名人であろうとも」

　鏡洲は自分の心臓を親指で示し、問う。

「敢あえてお伺うかがいします。小銭を賭けて指してた頃のチンケな将棋とは違う。俺達は命を削って将棋を指しています。先生は俺達の命の対価として何を払えますか？」

「対価……やと？」

　清滝は激昂げっこうして叫んだ。

　口髭くちひげを怒りにブルブルと震わせ、唾つばを飛ばしながら。

「せやからさっきから言ってるやろ！　確かにわしは最新の研究には疎うといかもわからんが、名人に二度挑戦した経験がある！　それを教えてやる言うてるんや！」

「結構です。経験は自分で積むものであって、他人から聞かされたところで何の意味もありませんから」

「貴様……！　このわしが……九段のわしが、こうして頭を下げて将棋を指そうと言うてるというのに──」
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「いいえ違います。先生はこう仰ったんです。『将棋を教えてやる』と」

　整ったその顔で真正面から清滝に対峙すると、鏡洲飛馬奨励会三段は落ち着いた声で、はっきりと言った。

「けれど今の清滝先生に教わるようなものは何一つありません。修業の邪魔です。どうぞお引き取りください」

　いつの間にか、駒音もチェスクロックの音も消えていた。

　棋士室にいる奨励会員達は誰もが黙って、目の前の盤だけを見据えていた……「これ、やっぱり詰んでますよね？」という創多の無邪気な声が響くまでは。
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「…………なんちゅうザマや……」



　棋士室から老犬のように追い払われた清滝は、そのままスゴスゴと家に帰り、何をするでもなくただ淡々と時間を潰していた。

　やけ酒を煽る気力すらなかった。

　あまりの情けなさに、眠ることすらできず薄暗い台所で一人、コップに入った水に映る自分の姿を見つめ、口の中で一つの言葉を繰り返していた……なんちゅうザマや、と。

　コップの中に浮かぶ自分は、スマホゲームと酒で濁った目で、どんよりとこっちを見返してくる。こんな顔をしていたのかと驚くほどに覇気はきの無い目をしていた。

　その姿が、鏡洲が身を挺ていして八一を守ったという古株の奨励会員と重なる。

「……わし自身が、そうなってしまっておったんか……？」

　今の自分にぴったりの言葉がある。

『老害ろうがい』。

　若い頃、死んでもなりたくないと思っていた、理不尽な先輩棋士達の姿に今の自分が重なって見えた。

　いつからそうなってしまっていたのだろう？

　十代や二十代の頃は、将棋に負けた日は家に帰ってからも寝ずに敗局を盤に並べる気力があった。むしろ悔しさを将棋盤に叩きつけなければ眠ることすらできなかった。

　三十代になった頃は、悔しさを酒で紛らわせるようになっていた。

　四十代になると対局の後はどっと疲れが押し寄せて、休息を取らなければ再び将棋盤に向かうことができなくなっていた。

　今日はゆっくり休もう。

　明日、目を覚ませば前のように気力が戻っているはず──


「…………けど、目を覚ましても、昔のようにはいかんくなった……」



　一日休めば戻っていた将棋への気持ちは、二日休まねば戻らなくなっていた。

　研究時間は必然的に半分になり、それは衰えを加速させた。下に向かって傾いた坂を再び上ろうとすれば若い頃の何倍もの気力と努力を必要とする。

　それでもまだ四十代の頃は『何とかしなければ』という気持ちがあった。

　腐っていく自分への苦しみが、罪悪感があった。

　しかしいつしかそんな気持ちは磨すり減へり……いつのまにか気持ちは切れていた。歳を重ねれば衰えるのは当然だと、弱くなる自分を受け容いれてしまっていた。

　気持ちが切れてしまってからは、以前のような苦しみに悩まされることはなかった。

　それが精神的に成熟することだと思っていた。

　後ろに下がり、弟子の成長を見守ることが……。


「…………あの日、八一の姿を見るまでは……」



　祝賀会での客の言葉は単なる切っ掛けに過ぎない。

　原因はその前日──就位式にあった。

　あの日、就位状を掲げてスポットライトを浴びる弟子を見て、清滝は気付いてしまった。

　自分が心の支えにしてきた『名人に挑戦した』という実績。

　それは最後の最後で負けたという敗北者のレッテルに他ならない、ということに。

　弟子に超えられたことが悔しいのではない。

　自分が敗者だという事実を突きつけられ、それを受け容れることができなかった。

　だから弟子に八つ当たりしてわめき散らしたのだ。


「…………なんちゅうザマや……」



　清滝は何度もそう繰り返した。

　名人になりたいと自分は言い続けてきた。しかし自分がしたことといえば『名人になれなかった』という事実を偉そうに振りかざしただけだった。

『泥臭く粘り強く』『最後の最後まで諦めるな』自分はそう、弟子達に言い続けてきた。それが関西将棋だと。

　けれど自分はそれを実践できていたのか？

　将棋盤の上で最後まで戦うのは棋士として当然。そんなことはアマチュアでもできる。

　しかし……将棋盤を離れた所でも戦い続けることができる者は少ない。

　対局が無い日、自分は何をしていた？

　人生そのものを捧ささげる覚悟を持った者こそがプロなのではないのか？

『俺達は命を削って将棋を指しています』

　昼間に聞いた鏡洲の言葉が甦よみがえる。

　その言葉は強い風となって、清滝を棋士室から押し返した。

　だが──

「……熱い」

　暗闇の中で清滝は呟いた。

　それは、燃え尽きたはずの炭の奥で燻くすぶっていた、小さな小さな熾おき火び。

　鏡洲のあの言葉は、清滝の心の火を吹き消すのではなく……その心に残っていた小さな火に、本人も忘れてしまっていた火に、新鮮な空気を送り込んでくれた。新しい風を。

　その小さな火に向かって、清滝はさらに風を送り込む。

「熱い」

　底冷えするような二月の真夜中。暖房も照明も切ったはずの台所で、しかし男は何度も何度も同じ言葉を繰り返していた……熱い、熱い、と。

　二階の自室から降りてきた桂香が驚いたように問いかける。

「……お父さん？　まだ起きてたの？」

「そうやない」

　不思議そうな顔をする娘に向かって、清滝は言った。

「やっと目が醒めたんや」




　翌朝。

　鏡洲飛馬がいつものように棋士室に顔を出すとそこには既に先客がいて、黙々と盤を磨いているところだった。

「清滝先生……」

「おはよう」

　スーツの上着を脱ぎ、ワイシャツの袖そでをまくり上げて盤駒を磨いていた清滝は、額に浮かんだ汗を手の甲で拭ぬぐいながら顔を上げる。

　その顔は、ここ数年の清滝とは別人かと思うほどに晴れやかで……昨日、鏡洲が見た顔ともまるで別人のようだった。

「昨夜は久しぶりに朝が来るのが待ち遠しかった。早く君と将棋が指したくてな」

「え？」

「鏡洲君。わしに将棋を教えてください」

　清滝は上着を纏まとって丁寧にボタンを留めると、そう言って深々と頭を下げた。九段の棋士が奨励会員に。

「今のわしに、君達に教えられるような最新の研究は無い。それどころか、いつのまにか将棋に向かう姿勢すら君達に遠く及ばんようになっとった……」

　弟子や奨励会員に向かって『将棋を教えてくれ』と正面から言う勇気すら失っていた男は、心の奥に残っていた勇気を振り絞ってこの部屋に戻って来たのだ。

　清滝は頭を下げたまま続ける。熱さを隠しきれない声で。

「下働きでも何でもする。修業時代に戻ったつもりで、わしも君達と一緒に将棋を一から学び直したい。君達から研究を盗みたいから言ってるんやない。弛たゆんでしまった根性を叩き直したいんや。負けたままで終わりたくないんや」

「先生……」

「昨日、鏡洲君に言われて、やっと目が醒めた。それからは全身が熱くて、将棋が指したくて、いてもたってもいられんくなったんや。こんな気持ちになったのは久しぶりでな……君に相手をしてもらわんと、もう収まりそうにない」

「で、ですが……」

「なんだ。鏡洲さん、今日は将棋を指さないんですか？」

　鏡洲の背中に隠れるようにしていた小さな男の子が、かん高い声でそう言った。

　ひょっこり顔を出した椚創多は、あどけない笑顔で清滝を見上げながら、

「だったらぼくが清滝先生と指しますよ。八一さんの昔の話とか聞きたいし」

「ありがとう。八一の話ならいっぱいあるで」

「わぁ～♡」

　創多はお菓子を与えられた子供のように無邪気に喜んでいる。

　一方、鏡洲は躊躇っていた。

　自分が昨日、清滝に対して口にした言葉は偽りの無い本心だ。

　そして自分の信念から出た言葉でもある。

　だが同時に、奨励会員がプロに対して決して口にしてはならない言葉でもあった。公おおやけになれば退会を命じられるほどに。

　──ましてや俺は、いつまでたっても四段になれない落ちこぼれ三段……。

　鏡洲は急に自分が恥ずかしくなった。

　奨励会員の気持ちを代弁していたつもりだったが……。

　──プロになれない自分の苛いら立だちを、僻ひがみを、先生にぶつけてただけじゃないか？

　その思いが、清滝の真しん摯しな申し出を受けることを躊躇させていた。

　鏡洲は清滝を直視できない。

　窓から差し込む朝日に輝いている清滝の汗が、淀よどんだ自分の目には眩しすぎたから。

　眼鏡の奥で燃えるような熱を湛たたえる清滝の目が、日陰者の自分には眩しすぎたから。

　──これが……これが、プロ棋士なのか……。

　すっかりなまくらになったと思っていた鋼は、しかし鏡洲が少し火で炙あぶっただけで鋭い輝きを見せている。

　──鍛えが違う。俺なんかとは……。

　鏡洲は自分がセミの幼虫になったように感じていた。

　この棋士室という土の中でただ羽化うかする日を待ち、じっとしているだけの……ましてや鏡洲はセミよりも長く奨励会という暗闇の中にいるのだ。

　かつては本能で知っていたはずの、羽化するために土から出る方法を忘れてしまった、迷える奨励会員……。

「鏡洲君」

　その奨励会員に、清滝は自分から手を差し伸べた。

　そして今度こそ真っ直ぐに、正面から、勇気を持ってこう言ったのだ。

「頼む。わしに将棋を教えてください」


「…………こちらこそよろしくお願いします。清滝先生」



　鏡洲飛馬三段は深々と頭を下げてから、差し出された手を握る。縋すがるように。




　後に『清滝道場』と永く語り継がれることとなる伝説の研究会が結成された瞬間だった。
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「清滝さんが妙なことを始めたらしい」

　そんな噂うわさが将棋界隈かいわいに流れ始めたのは、師匠が一門研をやると言い出してから十日ほどが経過した頃だった。

「自宅に若手を呼んでメシを食わせてるんだとか」

「金の無い奨励会員を抱き込んで情報を引き出そうってか？」

「いよいよプロで厳しくなってきたから、道場を拡張しようとしてるんじゃない？」

「昨日は日本にっぽん橋ばしの『でんでんタウン』で見かけたぞ」

「ヒップホップの人みたいな格好で連盟に来たのを見た」

「負けすぎて遂ついに頭がおかしくなったのか？」

　そんなこんなが俺おれの耳にも届いていた。

　……どういうことだ？

「一門研に関しては師匠から『考え直したい』って連絡が来て、ご破算になったはずだけど？」

「おじいちゃん先生、べつの研究会を開いたんでしょうか？」

　あいも何も知らないらしく「研究会やるなら誘ってほしかったですー……」と寂さびしそうにしている。

　仮にそうだとしても、不可解な点が多すぎた。

　この世界、とにかく目立ったり負け続けたりすると叩たたかれるし、噂話も尾ひれがつく。それは俺が一番よく知ってる。

　竜王を獲とった直後の連敗で叩かれたり、名人との竜王戦で叩かれたり、弟子を取ればロリコンだ何だと叩かれたり、俺の棋士人生は常に謂いわれのないバッシングと共にあった。ロリコンなんて本当に酷ひどい。俺が勝ちすぎるからアンチが湧わくんだろうな……。

　だから師匠についても、こんな噂は最初ハナから信じちゃいないんだけど。

「……でも様子は気になるし、ちょっと顔を出してみるか」

「はい！　あいも研究会、気になります！」

「いったい誰とやってるんだろうなぁ？」

「奨励会員の人たちでしょうか？」

「にしても何だよヒップホップの人みたいな格好って？　もうちょっと現実味のある噓うそをつきゃいいのに」

　ハワイで買ったアロハシャツならわかるけど、師匠のヒップホップスタイルなんて想像すらできない。

　そんなこんなで日曜の朝から師匠の家を訪れたんだが──

「「ただいまー」」
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「おう！　来たんか二人とも」


　ヒップホップの人みたいな格好の人いた────────ッ!!



「驚いたか？　ちょっと思うところがあってな。若い子らに将棋を一から教えてもらうことにしたんや」

　ゆったりしたシルエットのその人物は、信じられないが俺の師匠だった。

　鮮やかなカラーリングのオーバーサイズなフード付きのネルシャツは、まさにヒップホップの象徴。

　これまたオーバーサイズのカーゴパンツをずるずる引きずりながら畳の上を歩くその姿は五十代の将棋指しとは思えない。驚くほどスマートなアイテムのチョイス。

　いったい師匠に何が……？　頭のどのあたりの秘ひ孔こうを突けば人は短時間でこれほどまで変わることができるのか……？

　混乱した俺は周囲を見回す。

　和室にはビッシリと盤が並べられ、それを囲んでいるのは奨励会の有段者から級位者まで雑多な面子メンツだ。在ざい野やのアマ強豪までいる。

　そして床の間にはまだ墨跡ぼくせきも瑞々みずみずしい師匠の書しょが飾られていた。

『若々しさ、解き放つ』


　……解き放ちすぎだろ…………。




　若さ以外にも……色々と…………。



「そんなジロジロ見んでくれ。今までの古臭い将棋観から自分を解き放ちたかったんや……」

　師匠は小こっ恥ぱずかしそうに鼻の下を指で擦こすりながら、

「せやけどどこから手をつけていいかわからんかったから、まず身なりから変えてみることにした。どや？　自分で言うのも何やけど、なかなか似合っとるやろメーン？」

「い……イイ感じだと思うＹＯ！」

　俺も精一杯だ。

「け、けど……その服、どうしたんです？」

「俺のお下がりだよ」

「鏡洲かがみずさん!?」

　所ところ狭せましと並べられた盤の一つで対局していた鏡洲飛ひ馬うま三段は、端正たんせいなマスクを「フッ……」と恥ずかしそうに緩めて、

「清滝先生の『変わりたい！』って気持ち、俺もよくわかるからさ……だから俺が昔、ストリートで将棋を指してた頃に着てた服を提供したんだ」

　んッ？　え？


　ストリートで？？？　将棋？？？？



「タンスの中から引っ張り出して、久しぶりに思い出したよ……当時の俺の気持ちが……ビッグマネーとサクセス、そして何よりドリームを摑つかもうと故郷の宮崎みやざきを飛び出した頃の気持ちがこもったその服ウェアから……！」

　どうしようこの人もかなり変になってる……こんなルー大柴おおしばみたいな喋しゃべり方する人じゃなかったはずなのに……。

　そんなやり取りをしていると、誰かが階段をトテトテと降りてくる音が。

「あ、やっぱり八や一いちさんだー♡」

「創そう多たまで!?　……ケーブルなんか持って何やってるんだ？」

「二階のパソコンを新しくしてるんです。この家って無線ＬＡＮすらなかったんですよ!?　この時代にワイファイが使えないなんて不便すぎますよね！　島しま根ね県かよって感じです！」

　島根だってパソコンくらいあるだろ！　何年前の話だバカにすんな！

「……もしかして昨日、日本橋の電気街に？」

「はい！　清滝先生とパーツを買いに行ってました。何でも好きなものを買っていいって言っていただいたから、どんなソフトも同時並行で動かせるくらいのモンスターマシンを組んでみようかなって！」

　創多は俺にワイファイのＩＤとパスワードを教えてくれてから二階へ戻って行った。

　すると今度は玄関から別の奨励会員の声が。

「清滝先生！　講師の先生がご到着なさいました！」

「よし！　こっちにお通ししてくれ!!」

　講師？

　今度は一体どんな人が来たのか気になって玄関の方を振り向くと……予想以上に近くにその『講師』は立っていた。息がかかるほどの至近距離に。

「ふふっ！　来ちゃった☆」

　Ａ級棋士・山刀伐なたぎり尽じん八段である。


「イヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ──────!!」



　俺は絶叫してその場から飛び退のいた。

　名人の研究パートナーにして《両刀使りょうとうつかい》の異名を持つオールラウンダー。

　しかしてその実体は……性的な意味でも両刀使いなオールラウンダー。

「ちょっ!?　ちょっと師匠！　どうしてこんなの呼んだんですか!?」

「失礼なこと言うなや。八一」

　師匠は狼狽ろうばいする俺を窘たしなめる。

「山刀伐八段は堂々たるＡ級棋士やし、棋界一の研究家で知られとる。低段の若手プロや奨励会員とも分け隔てなく接するし、対局で関西に来られた時はいつも若者達に胸を貸して練習将棋を指しておられた。実に尊敬すべき態度や。それもあってお招きした」

　師匠の言葉に、山刀伐さんは長い前髪をモジモジと指でイジりながら、

「そんな……ボクはただ、若い男が好きなだけです」

「なるほど。若手の情熱に触れることでその向上心を持ち続けられるという意味やな？」

　いや言葉通りの意味ですから！

　この人の『好き』はガチな意味のヤツですから!!

　俺は視線でそう訴えるものの、山刀伐さんのことを頭から信用してしまっている師匠は感に堪えないように何度も頷うなずいて、

「わしがこの歳になってようやく気付いたことにその若さで気付くとは……さすがあの名人が研究パートナーにと願ったほどのお人や。ぜひわしらにもその情熱を注いで欲しい！」

「うふ♡」

　山刀伐さんが気付いてしまった新しい世界については、たとえ師匠が何歳になっても気付くことはないだろう。

　というか気付いて欲しくない。


「ボクも関西の若手には興味があったから願ったり叶かなったりですよ…………それに、清滝先生にもね？　ふふ。うふふふふふふふ……」



　品定めするような目で室内を見回す《両刀使い》。

　師匠が情熱という名の別の変なものを注がれやしないか警戒するためにも、俺とあいもこの研究会を見学することにした。

　二階にいた創多も降りてきて、一つの将棋盤に集中する。

　山刀伐さんと奨励会の有段者が中心となって交わされる議論は、若手プロが課題として捉とらえている最新の局面を分析する非常に高度なものだった。

　だが師匠も積極的に発言するし、途中からはあいも議論に加わり始める。

　ＪＳの発言もみんなバカにせず正面から答えてくれるから、あいも間違いを怖れずに伸び伸びと研究に参加できるみたいだ。師匠もあいも、本当に楽しそうだな……。

　そんな様子を輪の少し離れた場所から見ていると、

「いい雰囲気でしょ？」

「桂けい香かさん……」

「最初は私も、こんな研究会が成立するのか不安だったわ。それにお父さん自身も、奨励会員と一緒に研究することを怖がってた」

　怖がる……？

「若い人達との間に壁を感じてたの。でも『強くなりたい』っていう気持ちでその壁にぶつかっていったら、びっくりするくらい多くの若手が共感してくれて。いきなり鏡洲さんや椚くぬぎくん達を引き連れて自宅で泊まり込みの研究会をやるって言い出すし、どんどん人が増えていくし、ご飯を作ってくれって言われるし……」

　俺の隣に立つ桂香さんはエプロン姿で、今まで台所で料理を作ってたみたいだ。お米を炊くいい匂においが漂ってくる。

「周囲からは色々と言われてるのは知ってるけど、私はこの雰囲気が好きよ。一人で苦しんでた時のお父さんより、今のお父さんの方がずっと好き。だって将棋を指してくれるなら、私も一緒に悩めるでしょ？」

　ずっと将棋が中心だったこの家で、桂香さんは一人だけその輪の外にいた。

　ようやくみんなと一緒に本当の家族になれたと思った矢先、今度は師匠が引退すると言い出した。それを聞いた時の桂香さんの苦悩の深さを思う。あの祝賀会しゅくがかいから今まで、最も苦しんだのは桂香さんに違いない。

　確かにここに集つどったメンバーは、棋力も立場も性別もバラバラ。

　その状態を歪いびつで不自然と批判する気持ちもわからなくはない。

　けれど一点だけ共通した部分があった。

『将棋が好き！』という気持ちだ。

　プロの世界から消えつつある大切なものを見た気がして、羨うらやましく感じた。

「……きっと大丈夫だよ。報われない努力はないんだから」

　俺は本心からそう言った。

　それと同時に……トップを目指す者として、自分はやっぱりこの研究会に加わることはできないとも思う。寂しいが、しかし今の将棋界はそんな感傷すら許してくれないほど厳しい。

「はぁ─……つかれたけど、すっごく面白かったです!!」

　山刀伐さんを中心とした議論が終わり、ずっと集中していたあいが俺のところに来て清々すがすがしい声を出す。

「あの……師匠？　わたしもこの研究会、参加してもいいですか？　おじいちゃん先生がＪＳ研のみんなも誘っていいって言ってくれてて……」

「もちろんさ。ここなら安心だしな」

　自分はともかく、弟子が学ぶ場としては理想的な環境だと思った。

　まあ山刀伐さんが常に鏡洲さん（モデル級のイケメン）の隣のポジションを確保していたことは気になるっちゃ気になるけど、鏡洲さんはもう立派な大人なので自分で何とかしてくれるだろう。何か新しい発見（意味深）があるかもしれないしな。

「……じゃあ師匠。俺はそろそろお暇いとまします」

「おう。見送りはせんが、気を付けて帰るんやぞ」

　まだこれから奨励会の級位者と十秒将棋のぶつかり稽げい古こをするという師匠は、腕まくりして盤に向かったまま言った。

「明日は将棋ソフト開発者の方をお招きして話を伺うことになっとる。この研究会は二四時間三六五日フルオープンや。いつでも来てくれ！」
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「……てなことがあってさ。師匠がいきなりヒップホップの人みたいになってるのも驚いたしその研究会に山刀伐さんが来てることにも超びっくりだよ」

『なるほどな』

　タブレットの中で、歩夢あゆむはマントの襟を立てながら頷く。

　竜王戦の期間中は中断していたネットを使った二人の研究会も、年明けから徐々に頻ひん度どを上げつつ再開していた。

　ソフトを使った研究の比重が上がっているとはいえ、ソフトの将棋をそのまま人間相手に採用できるわけじゃない。

　神々が扱う超高度な魔術を人間用にマイナーチェンジするような感覚で、俺と歩夢は互いの戦法を試し合っていた。

　生なま半はん可かな相手じゃ簡単に即死してしまう戦法だけに、試すにも歩夢レベルの強敵が必要となるのだ。

　さすがにこいつレベルだと簡単には通じないし、破は綻たん部分を指摘されることも多いんだが、それでも互いに手応えを感じていた。

　そんな研究会の途中で師匠のことについて話してみたところ、歩夢から意外な言葉が。

『戦法の流行はファッションの流行に似ているのだ』

「……はぁ？」

『いくら世間で流行していようと、自分が『これがいい』と思っている服を脱ぎ捨てて別の服を着るには勇気がいる。それがかつて高く評価されたファッションであればあるほど、脱ぎ捨てるには大きな勇気が必要となるのだ。将棋の戦法でも同じことが言えよう』

「言われてみれば……そうかも」

　あんまり意識したことなかったけど、確かに似てる。

　師匠は矢や倉ぐらが最強といわれた時代に感覚を育てたから、いくら矢倉の勝率が落ちてもそれがダメとはどうしても思えないんだろう。

　スマホを頑かたくなに持たない人とか、ＬＩＮＥをやらない人とかがいるけど、あれと同じ感じかもしれない。

　どれだけ便利とわかっていても、感覚的に苦手だから採用できないものっていうのはある。

　一度経験してしまえば一気に感覚も変わるんだけどな。

『しかし貴様の師匠マスターは数十年にわたって着続けた服を脱ぎ、全く新しい世界への扉を開く道を選んだのだ。温かく着心地の良い服を脱ぎ捨てたのだ。強くなるために過去の自分を否定して……その気高き志には！　素直に敬意を抱く!!』

　画面の向こうで歩夢は何かオサレなポーズを取った。

　他人にやられたらバカにされてるような気しかしないんだろうが、こいつは大おお真面目まじめなので腹も立たない。

『そして山刀伐八段は若手と交わり感覚を肌で吸収することによって、自分の感覚を流行の戦法に馴染なじませようとしておられるのだろう。八段にとってはおそらくそれが自らの感覚を変える最善の方法なのだ』

「……そうだな」

　人それぞれの体格に合った服があるように、強くなる方法も人それぞれなんだろう。

　だが俺達はまだ若く、そして流行を創り出す側だ。

　そうである以上、自らの感覚に従って行動すればいい。

　他人に合わせる必要なんて無い。

　それが若者の──強者きょうしゃの特権なんだから。

「お前が誰に何を言われようとその妙な服装を貫いてる理由が、今ちょっとだけわかっちゃったような気がするよ。ちゃんと将棋に活いかされてるんだなぁ……」

『クックック……ならば貴様も、我が密ひそかに買っておいたこの黒いマントを試してみるか？』

　それは普通にイヤだが？

『さぁドラゲキンよ！　我ら聖せいと魔まの新たなる世界の覇権を占う戦いを続けようではないか！』

「望むところだ！　あとドラゲキン言うなし！」

　互いの順位戦全勝昇級に向けて、俺達は再び感覚をぶつけ合う。




　清滝道場の結成で変わったのは師匠だけじゃなかった。

　関西奨励会でも変化が出始めたのだ。

「最近、急に鏡洲君が仕事を断るようになってねぇ……」

　俺が免状署名の仕事のため事務局に顔を出すと、連盟職員の峰みねさんがボヤく。俺達がこっそり《校長先生》と呼んでる関西本部の生き字引だ。

「他の奨励会員に代わってもらっても、鏡洲君ほど丁寧に人当たり良く仕事をしてくれる子なんていないからさ。彼に頼り切ってた我々も悪いんだけど……」

　最も大きく変わったのは鏡洲さんだった。

　それまで頼まれれば何でも引き受けていた仕事をスッパリ断って必要最低限の記録係以外はやらなくなったし、その記録係でも鏡洲さんは『新しん手て』を繰り出した。

　座ざ布ぶ団とんを敷かないのだ。

　どうやらうちの師匠が奨励会時代にやっていたことらしく、完全な新手ってわけじゃないみたいだけど……苦行僧くぎょうそうじみたその行為には賛否両論が湧き起こった。

「鏡洲くん、座布団を敷いたらどうや？」

　見かねたプロが対局中に声を掛けたものの、

「いえ。結構です」

「……畳が痛むやろ」

「だったら畳を剝はがしましょうか？」

　シレッとした表情でそう返すと、その後も鏡洲さんはノー座布団を貫き続けた。

　後で事情を聞いてみると、こんな答えが。

「厚こう意いで言ってくれてるのはわかってる。けど、そういった言葉に流されてきたから今の自分があると思うんだ。最後の三段リーグは自分を貫きたい」

　鏡洲さんは今回の三段リーグでも、退会こそ回避できたが昇段レースには絡めなかった。

　下からは姉あね弟子でしや、さらに幼い創多も来ている。そんな危機感が鏡洲さんを変えたらしい。

　その後、関西では記録係が座布団を使わないのが一つのトレンドになった。




　変化は奨励会に留とどまらず、その下の研修会や連盟道場にまで波及する。

「今日はＪＳ研のみんなだけじゃなくて、飛鳥あすかさんや晶あきらさんも一緒に研究会したんです！　どんどん人が増えてて楽しいです!!」

　遅めの夕食を食べながら、あいがニコニコと楽しそうに報告してくる。

　清滝道場が結成されてからというもの、ＪＳ研は俺の家じゃなくて師匠の家で開催されるようになっていた。

　まぁ順位戦も佳境かきょうだし？　さすがに小学生の面倒を見ていられるような状況じゃないから俺としては助かるし？

　だ、だから全然！　寂さびしかったり羨うらやましかったりなんかしないんだからね!?

「へー。楽しそうだね？」

「はい！　おじいちゃん先生、ご自身も公式戦の準備でお忙しいはずなのに、わたしたちみたいな女の子にまで丁寧に教えてくださって。偉い先生だから最初はみんなちょっと怖がってたけど、今は大好きです！」


「ふ……ふーん…………」



　羨ましくない……羨ましくない……。

「ＬＩＮＥのＩＤも交換したから、グループを作ってお家に帰った後もその日に指した将棋のこととか学校であったこととかをお話ししてます！　おじいちゃん先生も『小学生とＬＩＮＥすると若返る』って。話し方とかスタンプの選び方が独特で面白いから、すっかり人気者なんですよ！」


「ほ……ほほーぅ…………？　グループＬＩＮＥねぇ……」




　う……羨ましく…………ないッ……!!



「特にシャルちゃんはおじいちゃん先生のお髭ひげが大好きみたいで、もうずっと『じーたん♡』って呼んでお髭を触ったり将棋をおねだりしてます！　かわいいですよね♡」

「ッ!!　なん……だと……？」

　あ、あのクソ師匠……どさくさに紛れて俺の嫁にまで手を出してるだと!?

「あっ！　次の週末は桂香さんも含めて女子会をすることになったんです！　女の子だけのお泊まり会なんですけど……行ってきていいですか？」

「許さん!!　そ、そんな羨ま……じゃない、浮ついた研究会は今後一切行くことを許さん！　九く頭ず竜りゅう一門は清滝一門から独立する！　逆破門だッ!!」

「ふぇぇっ!?」

　まぁそんなこんなあったものの、清滝師匠の教えを受けるようになってＪＳ研のみんなは明らかに将棋の質が変わってきた。もちろん泥臭くて粘り強い方向に、だ。

「研修会の終わる時間が延びて困るよ」

　幹事の久留野くるの義経よしつね七段は苦笑しつつ、

「おまけに『子供の服が片方の膝ひざの部分だけ妙にシワクチャになっている』とお母さん方から苦情も来るし……幹事として超過勤務手当を連盟に請求したいね」

　そう言う久留野先生自身、順位戦で粘って大逆転勝ちしてるんだが……。

　こうして関西が清滝道場を震源地として変わり始めていた頃。

　関東では、将棋界の変革を象徴する対局が行われようとしていた。
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　二月中旬。東京とうきょう千せん駄だヶが谷やにある将棋会館の特別対局室は、久しぶりに女流棋戦のため使用されていた。

　女流最高位棋戦たるマイナビ女子オープン決勝トーナメント、その準決勝である。

　対局者は、昨年の挑戦者である月つき夜よ見み坂ざか燎りょう女流玉将。

　そしてもう一人は……夜や叉しゃ神じん天衣あい女流一級。

　現役の女流タイトル保持者ホルダーに、小学四年生の史上最年少女流棋士が挑む──そのニュースは瞬く間に列島を駆け巡り、大きな反響を呼んだ。

　この対局の様子をカメラに収めようと、プロのタイトル戦よりも多くの報道陣が詰めかける事態となっている。

「しかもその小学生が史上最年少竜王の弟子となれば、そりゃ話題にもなるか……静かな環境で指させてやりたかったけどな」

　部屋の外から対局開始前の様子を見守りながら、俺は口の中でそう独り言を呟つぶやく。報道陣が入りきらないため襖ふすまは開けられたまま。四手目までは撮影が許可されている。

　本来なら師匠が付き添ったりはしないんだが、お付きの晶さんが注目度の高さに恐れをなして「わ、私には無理だ！　先生が行ってくれ!!」と泣きついてきたため東京まで同行することになった。天衣がまだ小学生ということもあり、俺が付き添うことに連盟も好意的だ。

「月夜見坂先生の振り歩先です」

　記録係は鹿路庭ろくろば珠たま代よ女流二段。これほど高位の女流棋士が記録を務めることは珍しいが、本人が志願したらしい。

「……歩が五枚です」

　振り駒の結果、天衣は後手を引いた。

　その瞬間、溜ため息いきのような声にならない声が対局室に満ちる。

　先手番ならまだ面白い勝負になると思われていたが、後手を引いては天衣に勝ちはない……そんな意味の溜め息だった。両対局者は静かに時を過ごしている。

　やがて鹿路庭さんが宣言した。

「時間となりましたので、月夜見坂女流玉将の先手番で対局を開始してください」

「よろしくお願いします」

　天衣は丁寧に頭を下げ、はっきりした声でそう言った。

　一方、月夜見坂さんは終始無言。小学生が相手だと思うと闘志が萎なえるからか、盤ばん上じょう没ぼつ我がの態勢だ。この人にしては珍しく、静かな手つきで角道を開けた。そして扇子せんすで顔を扇あおぐ。

　天衣はすぐさま初手を指した。

　朝食のパンに手を伸ばすような、ごく自然な動作で。
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　その手を見て、月夜見坂さんは初めて声を上げた。

「はぁ？」

　対局室にいた将棋関係者は最初、自分の目が何かの錯覚さっかくを起こしたのかと疑った。

　次に天衣の指し間違いを疑い……そして最後にその手の意味を理解して、思わず叫ぶ。

「「ごッ」」


　天衣は────角道ではなくその隣の、角の頭の歩を突いたのだ！　やってくれた……!!



「「後手ごて番ばん角かく頭とう歩ふ!?」」

「こんのクソ餓鬼ガキッ……!!」

　ボギンッッ!!

　という、腕の骨が折れたかのような鈍い音が対局室に響き渡る。

　月夜見坂さんが、手に持っていた扇子を真っ二つにヘシ折ったのだ。それは目の前の無礼な子供を力尽くでねじ伏せるという宣言でもあった。

　この大一番でタイトル保持者相手に奇襲戦法を採用したＪＳは、微笑ほほえみすら浮かべつつ、自分に向けられた圧倒的な闘志を真正面から受け止める。

「さあ……踊りましょ？」

　大乱戦が始まった。
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　対局開始から八時間後────投とう了りょうは無言で行われた。




「……………………」



　怒りのあまり唇が真っ青になったまま震えているのは……上かみ座ざに座っているタイトル保持者だった。

　特別対局室に雪崩なだれ込んだ四十社を超えるメディアがその背後に回り込み、大乱戦を制したわずか十歳の少女にカメラを向ける。

　やがて、勝者がゆっくりと口を開いた。

「あなたの将棋、全て並べたわ」

　夜叉神天衣は目の前で打ちひしがれる敗者を労いたわるように言葉を紡つむぐ。

「早見え早指しの攻め将棋。特に空中戦が得意。男性棋士が相手でも果敢に攻め合いを挑み、しかも感覚ではその上を行くとすら思える」

「……」

「けど、それを支えているのは精せい緻ちな研究に他ならない。あなたは確かに早見えだけど、決して感覚だけで指してない。研究範囲だから読みを省略してるだけなの」


「っ……！」



　月夜見坂さんが弾はじかれたように顔を上げ、天衣を見る。

「そしてあなたは今日、それを捨てた」

　女流玉将の視線を真正面から受け止めながら、女流棋界に忽然こつぜんと現れたシンデレラは、淡々と、そして冷酷に己の勝利の理由を語る。

「翼は二枚あって初めて意味を成す。感覚と研究の二つがあって初めて、あなたは自由に飛ぶことができる」

　けど……と、天衣は口の端を不敵に吊つり上げる。小悪魔のように妖あやしく、そして不敵に。

「片翼を捥もがれた天使はもう、天使なんかじゃない」

　堕だ天てんした《攻める大天使》に向かって、少女は宣告した。

「ただの人よ」

　それを聞いた月夜見坂さんの首がガックリと折れた。

　勝負は今ではなく、八時間前にもう終わっていたのだ。

　天衣が角頭の歩を突き……そして月夜見坂さんが事前研究を捨ててその手を咎とがめようとした、その瞬間に。




「いやぁ、スゲえスゲえ」

　新大阪しんおおさかへ下る新幹線の車中でスマホを操作しながら、俺は次から次へと表示されるニュース記事を熟読していた。

『史上最年少女流棋士、最年少でマイナビ女子オープン挑戦者決定戦進出！』

『奨励会員に続き女流タイトル保持者も撃破！』

『《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》に挑めるか!?　関西ニューヒロイン《神戸こうべのシンデレラ》現る！』

　全て天衣の記事だ。

　将棋系のサイトだけじゃない。一般のマスコミも大きく取り扱っている。これぞ現代のシンデレラストーリーだろう。

「次も勝って挑戦者になれば一気に女流二段か。そりゃ確かにシンデレラだな」

「……その呼び方やめて」

　当の本人は俺の隣の席で静かに身体を休めていた。

　将棋会館では憎らしいほど毅き然ぜんと振る舞っていたが、天衣の消耗は激しい。この一戦のために全身全霊を込めて準備してきたから当然だ。

　小さな身体が磨すり減へって消えてしまいそうなほどボロボロで、俺に隠しているつもりだろうが、その手は震えが止まらない。

　八時間……いや、この数週間ずっと緊張していた神経と筋肉が悲鳴を上げている。


　──……熱い。



　おそらく既に発熱しているんだろう。

　隣に座る俺は、天衣の身体から伝わる熱を感じていた……熱い。

　客に見つかって騒がれると困るので、俺はその満身まんしん創そう痍いの弟子を窓側の席に座らせ、駅の売店で買ったマスクをさせている。もういっぱしの有名人だな。

　天衣は女流棋士になってまだ三ヶ月足らず。

　それなのにもう、大半の女流棋士よりも高位にある。

　この子の才能ならそれも当然なんだが……それでも何だか夢みたいだな。

「挑決の相手は供御飯くぐいさんだ。山城やましろ桜おう花かを連続四期保持、《嬲なぶり殺ごろしの万智まち》の異名すら持つ超強豪だぞ」

「あのいつもニヤニヤしながら師匠せんせいの追っかけをしてる変な女でしょ？」

「追っかけって……観戦記者だろ」

　確かに俺の記事をよく書いてくれるけど、それは供御飯さんが数少ない関西在住の記者で、しかも俺がタイトルを持ってるからに過ぎない。

「対策はしてるのか？」

「当然」

「だろうね。おまえさん相手に愚ぐ問もんだったかな」

「……とはいえ、供御飯万智の将棋は穴っぽい穴が無いのが特徴だから。個人的な対策を練るというより、穴熊あなぐまの攻略方法を磨いた方がいいと思うのだけど……」

「まあそうなるんだろうな」

　供御飯さんは、組める場合はまず間違いなく穴熊に組む。

　それがわかってれば対策が立てられそうなもんだけど……穴熊ってのは、わかってても組まれたら厄介やっかいなんだよなぁ……。

「現代将棋じゃ、穴熊に組めた時点で『一本取った！』って感じだしなぁ」

「供御飯万智に才能は感じないけど、たぶん本人が一番それを自覚してるわ。だからこそああもガチガチに囲って来るんだろうし」

「供御飯さんの穴熊は鍛きたえが入ってるからね。組ませると厄介だから、その前に潰つぶす方法を採るのも一つの手だろう」

　それもまた現代将棋の一つの回答だった。

「それか、角頭歩みたいに隙すきを見せて攻めさせるとか？」

「月夜見坂さんみたいに安い挑発に乗ってくれるような相手じゃないのはわかってると思うけど、それ以前に、一度見せた手が二度も通用するほど温ぬるくない。おまえがこれから生きていくのはそういう世界だぞ？」

「わかってるわよ……言ってみただけ」

　天衣は口を尖とがらせて窓の外に顔を向けてしまう。プイッて感じに。

　不安になった俺は更に言い募る。

「優勢になっても焦あせらずさらに優位を拡大するように指し、劣勢になっても決して諦あきらめず最後の最後まで粘り続ける。あの姉あね弟子でしですら供御飯さんと戦うのは『指す前からゲンナリする』って言うほどしぶといからな。とにかく堅実。発想がそもそも堅いんだ」

「心の強さなら、私は誰にも負けない」

　天衣は俺の顔を見てきっぱりと言い切ってから、再び窓の方を向いて、


「…………それを一番、教えてもらったから……」



「ん？　ごめん、今ちょっとスマホ見てて聞いてなかった。もう一回言ってくれるか？」

「バカな師匠のおかげで忍耐力だけは鍛えられたって言ったのよ」

「ひでえ!!」

　小学四年生にバカにされた！　……いつものことなんだけど。でも今の流れはちょっとくらいデレてくれてもバチが当たらんと思う……。

「ま、ちゃんと対策は立てるわよ。できれば誰か、穴熊を得意にしてる実力者と指してみたいところだけど」

「最近師匠が始めた研究会に行ってみるか？　奨励会員もたくさん来てるみたいだし」

「あれって最初は一門研だっていう話じゃなかった？」

　呆あきれるように言う天衣。

　晶さんから話を聞いてるんだろう。

「けど雰囲気は悪くないみたいだぞ？　あいやＪＳ研のみんなも行ってるし」

「何よその、闇鍋やみなべみたいな研究会は。真面目にやってんの？」

　不快そうに吐き捨てる天衣。

　まぁそういう見方もあるだろう。というかプロ棋士の大半も、また師匠がわけのわからんボランティアみたいなことを始めたと思ってる。

　──弟子としてその評価は悔しいが……。

　その反面、それを否定できない自分もいた。俺自身も参加してないわけだから。

　複雑な表情を浮かべる俺を見て言いすぎたと思ったのか、

「それに供御飯万智は関西の奨励会員とも仲がいいでしょ？　そういう意味では、ちょっと味が悪いのよね……」

　天衣はさっきの発言を補足する。

『味が悪い』というのは将棋スラングで、まぁだいたい『感触が悪い』『具合が悪い』みたいな意味。

「言いたいことはわかるけど……トップで戦うようになれば、相手はだいたい固定される。気にしてたらキリがないぞ？」

「理解はしてる。でも感情が拒こばむ」

「そうか。まあ最初はそうだろうな」

　この潔癖けっぺきさは正直なところ嫌いじゃないし、この子の才能をもってすればこのまま育っても大成するかもしれない。それに最近は棋士同士で研究会を行う意義も薄れつつある。

　俺は小さく伸びをしてから座席に深く身体を沈めた。

「関西に戻れば、夜はおまえのニュースばっかりだ。家に取材が来るかもしれないから今のうちにコメントを考えておいたらどうだ？」

「……面倒ね」

「それも仕事さ」

　だが天衣のニュースがテレビで報じられることはなかった。それを上回るニュースが関西から発信されたためだ。

『蔵ざ王おう達たつ雄お九段引退表明』のニュースが。
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『《ナニワの帝王ドン》と呼ばれ、長らく関西将棋界を牽引けんいんしてきた名棋士が、突然の引退です』

　テレビに映る女性アナウンサーが淡々たんたんと喋っている。

　新しん神戸こうべ駅に到着した俺と天衣は、晶さんが運転する迎えの車が来るまでのあいだ、駅構内の喫茶店でそのニュースを見ていた。

『本日午後、将棋棋士の蔵王達雄九段（80）が、将棋連盟の定める引退いんたい規き程ていよりも早く、自らの意思で引退することを発表いたしました。蔵王九段はタイトルを合計四期獲得するなど将棋界で活躍する一方、歌手としても人気を博しました。では関西将棋会館から中継です』

　映像がよく知っている場所に切り替わる。

　関西将棋会館の多目的ルームで記者達に向かい合った蔵王達雄九段は、マイクを手に持って清々すがすがしい表情で語っていた。

『引退の理由ですか？　一番は、膝が痛くて正座ができなくなったこと。頭さえ冴さえてれば将棋は指せると思ってたけれど、正座ができないのはつらいね』

　無数のフラッシュを浴びながら蔵王先生は淡々と答える。

『それからコンピューターを使った将棋が自分にはどうしても理解できんことも理由の一つ。もう、さっぱりわからないんだ。何やら英語と日本語で漫才やってるような気になって、こんなもんをお客さんに見せてお金をいただくわけにはいかんと。史上最年少タイトル保持者とか史上最年少三段とか史上初の女性三段とか、最近は史上初がいっぱい出てきて関西将棋界も活気が出てきた。もう私みたいな老兵の出る幕じゃないと思って、それで引退を決めました』

　そこまで言うと、先生は少し口調を崩して、

『そもそも私は勝負事に向いていないんだ。将棋に勝ついうことは他人を蹴け落おとすっちゅうことやけど、わしはそれがずっと苦しかった。負けるのはもっとイヤやから頑張ってただけです。将棋指しは負けたら生きていかれへんからね。銭が入らんから。でも勝敗なんかにこだわらずに将棋を楽しみたいと常々思ってました。そもそも本将棋より詰将棋のほうが好きやし……引退の理由はまあ、こんなところです』

　そこから質疑応答に入った。

『サンデー新聞です。蔵王九段は詰将棋の大たい家かでいらっしゃり、弊へい紙しでも五十年間にわたり毎日詰将棋を出題しておられますが、そちらは続けられる予定でしょうか？』

『それは続けさせてくださいとこっちからお願いしたいくらいですわ』

『阪神はんしんスポーツです。蔵王先生は歌手としてもヒット曲をお持ちですし、関西ではプロレス解説者としても有名でいらっしゃいます。今後、そちらのほうの活動に重点を置かれるということは……？』

『歌はもうええやろ。プロレスも最近の技はよぉわからんから解説は無理です。将棋の解説すらできんのやから』

　笑いが起こる。

　その笑い声が収まってから、よく知った声が聞こえてきた。

『観戦記者の鵠くぐいです。先ほどコンピューター将棋についてのお話がありましたが、蔵王先生は将棋ソフトを棋士が取り入れることについてどうお考えなのでしょう？』

『時代の流れやということは、わかってるつもりです』

　先ほどまでと同じように気負いの無い口調で、老棋士は語る。

『けど、将棋界がその流れに乗る必要があるかは疑問やね。棋士は自分の頭で考えるからこそ尊敬されるんであって、パソコンが上手じょうずなのは違うやろと。そういう方向に行きすぎるのは将棋界を滅ぼすちゃうんかな。いくら強くても、わしは今の将棋は面白くない思うよ』

『なるほど……ありがとうございます』

『そうそう。引退を決意して、一つだけ新しく発見したことがある』

　思い出したように蔵王先生はつけ加えた。

『勝負を度外視して将棋を楽しもうと対局したら、驚いたことに、ちっとも面白くないんだ。勝つ気のない将棋っちゅうのは、馬券を買わずに家で見る競馬中継みたいなもんやな。これは大発見やったね。せやから最後の対局くらいは思いっきり楽しもうと思ってます』

『それは勝ちに行く、ということでしょうか？』

『まあそういうことになるね』

　インタビューはそこで終わった。

　その後は『引退なさっても、蔵王先生には関西本部総裁として引き続き関西棋界発展のためご指導いただきたく思っております』という月光つきみつ会長のコメントも発表された。

　蔵王先生の言葉を聞き終えた俺は……正直、複雑な気持ちだった。

　引退発表もそうなんだが、ソフトについての部分では、間接的に自分が批判されているように感じたから。

　しかしそういった気持ちを弟子には見せないよう注意しつつ、俺はこれだけを口にする。

「……お身体が相当悪いってことなんだろうな」

「そういえば正月の指し初め式で『正座がつらい』とか言ってたわね」

　天衣は珍しく、労いたわるような優しい声を出す。

「おじいちゃ……お爺様じいさまも、身体の節々が痛いとよくおっしゃるから。特に寒くなると」

　ニュースの最後はこう締め括くくられていた。

『なお、蔵王九段の現役最後の対局はＣ級２組順位戦の最終局となる予定です。相手は同じ関西所属の九く頭ず竜りゅう八一竜王。昨年末に名人の永世七冠とタイトル通算百期を阻止して話題になった相手だけに大きな注目を集める一戦となりそうです』
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「ほな、行ってくるわ」

　対局前日も『清滝道場』でいつもと同じように若手達と研究に励んでいた清滝鋼介こうすけは、玄関まで見送りに来た娘の桂香にそう軽く挨拶あいさつをする。

　この日はＢ級２組９回戦が関東・関西で一斉に行われることになっていた。

　順位戦の最終局、その一つ前の対局を『ラス前まえ』と呼ぶ。

　ラストの一つ前という意味だ。

　Ｂ級２組は全十回戦。つまりこの９回戦がラス前。昇級降級が決まり始めるため、対局場は文字通り命を懸けた異様な雰囲気となる。

　清滝も後がない状況だ。負ければ間違いなく降級。

　だがそんな対局の朝だというのに清滝は普段以上にリラックスしていた。

　今はただ、将棋が──公式戦が指したくてウズウズしている。

「ああ……そうそう」

　玄関で靴を履き終えた清滝は、振り返って桂香に尋ねる。

「今日の相手は関東の室賀むろがさんや。知っとるか？」

「室賀九段？　もちろん。《三枚目の男》でしょ？」

　無論、滑稽こっけいな男という意味ではない。

「一枚に八十手まで書ける記録用紙がいつも三枚目に突入するほど長手数ちょうてすうの将棋を指すから、そんな異名がついたのよね？」

「そうや。わしは今まで十回戦って五勝五敗……ピッタリ互角の相手やな」

　室賀は関東、清滝は関西。

　予選で当たらないことを考えると、よく当たる相手だと思う。

　互いに年齢としも近く棋風も似ているから戦えば常に激戦だった。プライベートでの交流は一切無い。そういう意地を張り合う相手だった。

「その室賀さんが相手やから、今日は遅おそなるやろ。終わったら誰だれか適当なのを捕まえて飲みに行くかもわからんし、待たんでええから先に寝とき」


「…………だけど……」



「そんな顔せんでも、もう家出したりせんよ」

　冗談めかして笑う父親を、娘は「いってらっしゃい」とだけ言って送り出した。それ以上は何を言っても泣き出してしまいそうだったから。




　関東・関西にわかれて一斉に行われた十三の対局の中で特に注目を集めたのは、清滝鋼介こうすけ九段と室賀央ひろし九段の一戦だった。

　後手の室賀九段は関東所属の大ベテラン。

　穴熊を得意とし、とにかくしぶといことで知られていた。

『我、戦場で刀折れ矢尽きれば素手をもって敵と戦い、力尽きて捕らわれの身になれば眼光をもって敵を射すくめ、盲目にされれば舌をもって敵を刺す！』

　そんな言葉を座ざ右ゆうの銘めいにするほどだ。揮き毫ごうする文字は常に『不倒』。

　──互いに今期順位戦は一勝七敗同士。しかも二人とも降級点を一つ持っとる……。

　先手番の清滝は、関西へ遠征してきた室賀を御上段おんじょうだんの間まの上座で待ち構えながら、血を流す覚悟を固めていた。

　Ｂ級２組は昇級二名、降級点五名。

　負けた方がその時点でＣ級１組への降級、勝った方は他の対局の結果次第でまだ生き残ることができるという崖っぷち同士の戦いだった。

「……二人とも仲良く落ちる可能性もあるがな」

　清滝がニヤリと髭ごと口の端を持ち上げるのと、コートを着た室賀が対局室へ入るのは同時だった。

　室賀がコートを脱ぎ、互いに挨拶を交わし、盤上に駒を並べる。

「時間になりました。対局を始めてください」

　盤側の鏡洲飛馬三段は座布団を敷かずこの対局の記録を務めた。無論、一度たりとも正座を崩すつもりはない。

　対局者も、そして記録係すらも凄すさまじい気迫を放つその盤の周囲には、まるで結界が張られたかのように誰も近づこうとしなかった。

　対局が始まると、室賀は使い慣れた穴熊に全てを托たくす。

　一方の清滝は固く囲い合うのではなく、むしろ弟子の九頭竜八一を彷彿ほうふつとさせるような、バランスを取る最新の戦い方で主導権を握った。

　──若々しく!!

　清滝の頭にはその思いがあった。

　順位戦の持ち時間は各六時間。一日制のタイトル戦よりも長い。

　だがその時間はあっという間に溶けていく。

　いつの間にか夜の帳とばりが降り、脳に溜たまった乳酸が全身に広がっていくような錯覚さっかくを憶おぼえる。

　脚の感覚が溶けるように無くなり、自分が正座になっているのか胡座あぐらになっているのかすらもわからない。

　平衡感覚は消え、両腕を畳に突き立てて上体を支えながら、清滝は前のめりになって考え続ける。

　貴重な持ち時間は尽きかけ、疲労は頂点に達しつつあった。

「……ちと、不格好ぶかっこうやったか」

　自分が選んだ服装せんぽうを省みて、清滝は自嘲じちょう気味に笑った。着慣れない服はコーディネートに時間が掛かる。

「けど……着もせんと服の善よし悪あしがわかるかッ!!」

「清滝先生。これより一分将棋でお願いします」

「おうッ!!」

　終盤戦。形勢の針は極わずかだが清滝に振れている。

　しかし室賀は穴熊で固く、しかも時間を一時間以上も残していた。

　穴熊の勝ちパターン。あとは時間を失った相手が間違えるまで戦いを引き延ばせばいい。

　が、今日の清滝はここからが強かった。

　若手とのぶつかり稽古で鍛え直した反射神経や勝負勘が、一分将棋にかつてない正確性を与えてくれていたのだ。

　そして何より清滝はこの時、この瞬間、目の前の将棋以外のことを忘れていた。

　慣れない戦法ふくで一分将棋を戦い抜くことだけに集中しきっていた。

　清滝は恐怖を忘れていた。この一局に何が懸かっているのかも、この一局で何を失い何を得るのかも忘れていた。ただ将棋のことだけを考えていた。それが若さだった。

　一方、


「二つある…………二つある……」



　室賀はブツブツとそう呟き続けている。深く読む時の癖くせだ。

　攻めるか受けるかの二つ。

　その判断さえ間違えなければ穴熊は勝てる。それが室賀の大局観。

　しかし。


「二つ…………ない!?」



　いつの間にか室賀から選択肢は消えていた。

　受け続けているうちに、相手のミスを待っているうちに、逆転のチャンスも持ち時間すらも消えてしまっていたのだ。

　ここに至ってようやく室賀は自分が勝負に震えていたことに気付く。

　そしてその震えが、室賀から、穴熊の将棋を指す際に最も必要となる『距離感』を奪っていた。攻めるべき時に攻められなくなっていたのだ。

　そこに無慈悲な秒読みの声が。

「ごじゅうびょう──いち、にぃ、さん、し……」

　室賀の焦りは頂点に達した。焦りは正常な思考を乱し、普段ならすぐに浮かぶはずの二つの候補手が浮かばない。

「なな、はち、きゅう──」

　鏡洲が『五九秒』を読み上げた時。

　室賀は慌てて何かを指そうと盤上に手を伸ばしかけるが、ギリギリ駒に指が届かないことを悟ると、途中でその手を止めて言った。

「負けました」

　午前〇時一四分。二〇九手にて清滝勝ち。


「…………申し訳ありませんでした」



「いや……」

　投了後、室賀は詫わびた。

　それが時間に追われて着手できなかったことに対する詫びなのか、応援してくれている人々への詫びなのか、将棋の神様へのものなのか……清滝にはわからなかった。

　ただ一つだけわかることは、


　──…………勝った……。



　それだけだった。

　他の対局は全て終わっていたため、記者への対応も含め感想戦はそのまま対局室で三十分ほど行われた。

　そして感想戦が終わり、駒が片付けられてからも、室賀はコートを着たまま腕組みをして、駒が並んでいない将棋盤の前に座り続けていた。




　この日の結果により、まだ他力とはいえ清滝は最終ラス日に勝てばＢ級２組残留の望みを繫つなぐ。

　なお昇級者の決定は二枠とも最終日へと持ち越された。
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「今日の勝利に」

「乾杯！　……すまんな生石おいし君」

　熱燗あつかんの入ったお猪口ちょこをカチンと合わせ、清滝は熱い日本酒を一気に飲み干した。

　──ヤケ酒やない酒を飲んだのは、いつ以来やったか？

　順位戦の後、検討に来ていたという生石に誘われて法ほう善ぜん寺じの『正しょう弁べん丹たん波ば亭てい』を訪れた清滝は、久しぶりに味わう勝利の美酒を楽しむ。

「大将も一杯つきあってくれんか？」

「ありがとうございます。では……」

　板いた場ばに立っていた雛鶴ひなつる隆たかしも酒を振る舞われ、断ることなく受けた。清滝に会釈えしゃくしてグイッと勢いよく飲み干す。

　その飲みっぷりを心地よく眺めてから、

「それにしても……生石君と法善寺に来たのはいつ以来や？」

「一緒に来たのは十年くらい前だったかな？　まぁでも、俺はちょくちょく来てますよ。この辺りにはね」

　生石は手酌てじゃくで次々と杯を重ねていく。

「意外と知られちゃいないが、ミナミはジャズの聖せい地ちなんです。法善寺の境内じゃあ夏にジャズフェスタが開かれるくらいだ」

「ほう」

「明めい治じ時代にね、関東大震災で被災した音楽家達が大阪おおさかのこの辺りに流れて来てジャズを流行はやらせたんです。今じゃあすっかり廃すたれちまったが、俺も奨励会時代はミナミのジャズバーでピアノを弾ひいて小遣いを稼いでたもんですよ」

「奥さんともそこで知り合ったんか？　大事にせんとあかんで」

「ふっ……」

「昔の大棋士も、タイトル戦に臨む時の秘ひ訣けつを聞かれて『家庭内に問題を抱えないこと』と答えとる。生石君の実力で今の星ほし勘かん定じょうはおかしいやろ」

　玉将位のタイトル防衛戦で生石は、関東の於鬼頭おきと曜よう帝位を相手に連敗を喫するという苦境に立たされていた。

　Ａ級順位戦から数えれば於鬼頭相手に三連敗で、流れは確かに悪い。

「別に、家のことが気になってるわけでも、於鬼頭の野郎に苦手意識を持ってるわけでもない……ただ、将棋ソフトってヤツの間合いがどうも摑つかめなくてね」

「ソフトな」

　於鬼頭は人類で初めて将棋ソフトに破れたプロ棋士だが、それがきっかけとなり現在ではソフト研究に没頭しているといわれている。彼が採用するソフト発の新手に対して、清滝を含む高位の棋士達は最初、否定的だった。

　しかしそれが次々と結果を出しつつある現在、状況は変わりつつある。

「最近のソフトはもう人間の棋譜きふを使わず、自己対局で生成した棋譜を教師データにして強くなっとる。そういう意味では人間を超えたともいえるし、そら感覚も違うわな。実際よく検討してみると人間には思いつかんような面白い戦法を指しとるし」

「詳しいですね？」

「若手に交じって研究しとるもん。今、振ふり飛び車しゃ対策で熱いのは銀冠ぎんかん穴熊あなぐまいう戦法で──」

　カウンターに身を乗り出してウキウキと語り出す清滝。

　自分が今まさに苦労させられている戦法についてひとしきりウンチクを聞かされた生石は、苦笑しつつ酒を飲む。

「やれやれ。桂香ちゃんから頼まれたんだが……これじゃどっちが励まされる会なのやら」

「桂香が？」

「だけじゃない。銀ぎん子こちゃんと八一も心配してます」

「そうか……ダメな師匠やな、わしは」

「いや、羨ましいですよ率直に。俺は人と絡まない質タチだが、清滝さんの育てた子達は別です。師匠に似て真っ直ぐだからかな？」

　もともと生石は言葉を飾らない性格だ。本心だろう。

　緩みそうになった涙腺るいせんを隠すように杯を煽あおると、清滝は尋ねる。

「生石君の娘さん……飛鳥あすかちゃんやったか？　あの子もええ子やないか。この前わしの研究会に来てくれはったで」

「あれは無口なんでね。誰に似たのか」

　勝負師の顔の中に一瞬だけ父親の顔を覗のぞかせて、生石は言葉を継ぐ。

「ただ、あいつも最近は将棋がわかるようになってきた。だから父親の調子がどうなのか、どれだけうわべを取り繕っても棋譜から感じ取っちまう……やりづらくて仕方ねぇ」

「……わしにもあったよ。そんな時期が」

　将棋指しとして、そして将棋指しの父親として、二人のあいだには若い頃は持ち得なかった共感が生まれていた。

「関東かんと炊だきです」

　頃合いを見計らって雛鶴がおでんを出す。

　それを口にした清滝はハッとした様子で尋ねた。

「大将。今日の料理は、前の順位戦の後に食わせてもらった時よりも味が濃いように思うんやが……？」

「……お気づきでしたか」

「もしかしてやが……対局に負けた時と勝った時で味を変えてるんか？」

「『京きょうの持ち味、浪速の食い味』と申しまして──」

　カウンター越しに雛鶴は語り始める。

「京料理というのは、公家くげの宮廷料理が発祥です。料理も儀式の一環として捉えられることから、多くの量を均一に、そして華はなやかに調理しなくてはなりません。つまり受け継がれてきた『型』を守ることが重要であり、素材の『持ち味』を活いかす調理法が上品とされました」

「それで『京の持ち味』いうんか……」

「はい。一方、浪速──ここ大阪おおさかの料理には決まった型というものはありません。いや、型どおりにやっていては通用しないのです」

「型どおりでは……通用せん？」

「大阪は商人の街です。料理屋も接待で使われることが多く、商談相手の心をいかに楽しませるかが料理に求められます。味覚というのは人によって違いますし、さらにいえば、同じ人でも体調によって微妙に求める味は変わります」

「……」

「そこに、料理人の力が求められます。お客様の舌に合う料理を作る技術が必要なのは大前提として、そもそもお客様がどんな味を求めておられるのか？　それを探り出し、とっさの判断で味付けや献立を変える力が」

「定跡じょうせき無用の力勝負か。まさに関西将棋そのものだな」

　ニヤリとする生石。

　清滝は真剣な目で続きを促す。

「お客様がどんな味を求めておられるのか。それを感じ取る唯一の方法は『相手の身になって考えること』。これに尽きます。つまり人生経験の深さが求められると、私は思っております。本日の清滝先生は先日よりも遅くまで戦っておられましたので、味を少し濃くいたしました」

「京の持ち味、浪速の食い味……」

　清滝はその言葉を口の中で何度も繰り返す。

　最終戦の相手は関東屈指の若手だ。最新の技術ではまず間違いなく勝てないだろう。これは京料理の世界といえる。

　しかし勝負はそれだけで決まるものではない。

　──わしには経験がある。奨励会を経て順位戦を上がり、Ａ級でトップに立った経験が。

　当時の自分の強さも、そして弱さも理解しているつもりだ。

　当時の自分の弱さ……それはつまり今の相手の弱点でもある。

　若者の瞬間的な対応力には敵かなわなくても、自分がこれまで培つちかってきたもの……持ち味とでも呼べるようなものが出せるのではないか？　持ち時間の長い順位戦ならば。

　考えながら、清滝は不思議だった。

　──対局の直後に将棋のことをこんな考えたのはいつ以来や？

　しかもそれが苦痛ではなく……こんなにも楽しいのは。

「清滝さん」

　黙り込んでしまった清滝に生石が声を掛ける。

「道頓堀どうとんぼりに行きつけのジャズバーがあるんですが、これからどうです？」

「いや。悪いけど今日は帰るわ」

　ほぼノータイムで言うと、清滝はいそいそとコートを羽織はおる。そしてポケットから財布を出し、二人分の勘定かんじょうを済ませてしまった。

　もう清滝の頭は将棋のことで埋め尽くされている。何を言っても駒音にしか聞こえないだろう。

「……振られちまったか。振るのは俺の専売特許のはずなんだがな？」

　礼を言って店を出て行った清滝の背中を見送りながら、生石はどこか清々しい表情で軽口を叩くと、残った日本酒を飲み干そうとする。

　しかし途中でその手を止め、結局もうそれ以上アルコールを摂とることはなかった。

　今、彼に必要なのはアルコールでも音楽でもない。

「ごちそうさま」

　そう言って店を出る寸前で生石は振り返ると、

「大将、あんたまだこっちにいるのかい？」

「はい。あと二週間ほどは」

「じゃあ今度はうちの銭湯せんとうにも顔を出してくれよ。『ひな鶴』さんみたいに立派じゃないが……肌がヒリつくほど熱い湯を楽しんでもらえると思う」

「ありがとうございます。ぜひ」

　頭を下げながら、雛鶴は自分の今日の仕事に満足していた。

　戦士にとって休息とは、再び戦いに戻るための手段に過ぎない。自分の料理が清滝と生石の心に火を点つけるきっかけになれたことが嬉うれしかった。

　大阪ここでは主役は料理ではない。あくまでそれを食べる『人』だ。

「……あいは九頭竜先生に、どんな料理を作ってあげているのかな？」

　生石の背中が消えるまで見送ると、雛鶴は独りそう呟いて、近くにいる娘のことを想おもった。
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「ししょー！　朝ご飯のじゅんびができましたっ！」

「うむ」

　Ｃ級２組順位戦第10回戦──最終節。

　その日の朝に食卓へ供された料理は、どれもあいが腕によりをかけて作ってくれた俺おれの好物ばかりだった。

　その中に唐から揚あげを見つけて、思わず弟子でしに注意をする。

「あい……揚げものは危ないから作っちゃいけないって言ってるだろ？」

「だいじょうぶです！　これはオーブンレンジを使って作っているので、おなべに油を入れるような危ない感じじゃありません！」

　あいが言うには、鶏肉とりにくそのものの脂あぶらが衣に浸しみ出して、普通の唐揚げみたいに揚がるんだという。最近のレンジにはそういう機能もあるんだとか。

　相変わらずこの子の料理スキルは小学生を完全に超越している……。

「なるほどなぁ。言われてみれば確かに普通の唐揚げより油っぽくない感じがするね。朝ご飯に食べるならこっちの方がいいな」

「でも本当は『カラリと上がる』っていう意味をこめて、油を使って揚げたかったんですけど」

「……ありがとう。順位戦は長丁場ながちょうばになるからね。朝からたくさん食べて体力をつけておかなくちゃだから、すごく助かるよ」

　弟子のかわいい験げん担かつぎに多少のプレッシャーを感じつつも、俺はゆっくり時間を掛けて朝食を腹に詰め込んでいく。

　ここまで順位戦は九戦全勝。

　だが現在のＣ級２組は俺も含めて四名の全勝者が出ている。うち二人は順位が俺より上で、さらに俺より順位が上の一敗者もいることから、ここで負けてしまうと昇級はほぼ不可能という苦しい状況だ。

　──大丈夫。勝てばいい。対局相手を考えても、俺が昇級する確率は最も高い……。

　弟子の手料理を咀嚼そしゃくしながら、心を整える。

　ちなみにＣ級２組は所属する人数が多いので対局日が二日間に分けられているが、ラス前と最終節は一斉対局が慣例。

　これは競争相手の状況を知ることで将棋に影響が出ないようにする配慮はいりょで、他のクラスも最終節は一斉対局だ。様々な運命が複雑に交差する東西の将棋会館はコロシアムのような、殺伐さつばつとした異様な空気となる。

　そういう状況で《ナニワの帝王ドン》の引退局を迎えた。

　──さすがに平静というわけじゃないか……。

　手にじっとりと汗が滲にじんでいることに気付き、俺は自分の緊張を悟る。

　弟子に気付かれないようシャツでこっそり手を拭ぬぐうと、将棋のことを頭から追い出すため、料理に意識を集中させた。

「唐揚げも美味おいしいけど、おひたしも絶品だね。これはホウレンソウと春菊しゅんぎくと……三みつ葉ばが入ってるのかな？」

　三種類もの青あお菜なが入ったそのおひたしは、ホウレンソウの旨うま味みと三つ葉のシャキシャキした食感、そして春菊の香りが一度に楽しめる。

　優しい味付けが強こわ張ばっていた心をほぐしてくれた。

「揚げものばかりだと、おなかがもたれると思って……それに今日の夜はお祝いをしないといけませんから、揚げものはその時に取っておきます！」

　あいは夜が来るのが待ちきれないようにウキウキと語る。

「学校が終わったらＪＳ研のみんなとパーティーのじゅんびをするんです！　今日はここで順位戦を検討しながら吉報きっぽうをお待ちしていますっ!!」

　最近は清滝きよたき道場によく行ってるＪＳ研だけど、俺がこの前ちょっと嫉妬しっとしたせいか、みんなで祝勝会を開いてくれるという。

　鼻血が出るほど嬉うれしいが──

「勝負の世界に必勝なんて言葉は無いさ」

　気持ちをグッと抑えつけ、俺は落ち着いた口調で言った。

「プロの戦いは常に紙かみ一ひと重えになる。相手が投とう了りょうするその瞬間まで気を抜くことはできないよ」

「す、すみません……」

　あいは一気にしゅんとしてしまう。

「師匠が気をひきしめておられるのに、弟子のわたしが一人で盛り上がっちゃって……そうですよね。戦う前からパーティーの準備なんて、おかしいですよね……」

「うん。勝負に絶対はない。できることといえばただ、限界まで準備をして、対局でベストを尽くすことだけ。今日まで俺がやってきたように」

　厳しい顔を崩さないまま、俺は弟子にこう言った。

「……だからパーティーの準備、よろしく頼むな？」

「ッ……!!　はいっ!!　ししょー!!」

　涙を浮かべていたあいは、パッと顔を輝かせる。

　そんな弟子の頭を優しくなでながら、俺は今日、自分が勝利する理由を頭の中で並べていく……パーティーの準備が無駄にならないように。

　蔵ざ王おう先生の引退理由は『足腰が弱って床に座るのがつらい』から。

　長丁場の順位戦ではその苦痛は尋常じゃないはず。将棋を指すどころじゃないだろう。

　そしてもちろん棋力の低下も著しい。

　レーティングは五百点以上の隔へだたりがある。

　──計算上は駒落ちでやっても勝てる相手だ……。

　怖いのはミスだけ。負けるとすれば自滅以外にはありえない。

　だからこそ……油断だけは絶対にしてはならないのだ。
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『将棋界の一番長い日』。

　Ａ級順位戦最終局はそんな名前で呼ばれる。

　あらゆる棋戦の中で最も持ち時間が長い順位戦を、最強の棋士達が生死を賭として戦うため、終局が最も遅くなる──そんな理由だ。

「……だったら今日は『将棋界の一番残酷な日』かな……」

　関西将棋会館の棋士室で時間を潰つぶしながら、俺は一人そう呟つぶやいていた。

　順位戦の最終局っていうのはどのクラスでも独特な雰囲気が出る。

「Ａ級は朝から連盟の前にテレビカメラが来て、棋士が建物に入るとこから追っかけて……控室は人が入りきらないほど集まるし、解説会にもお客さんがわんさと押し寄せて……」

　まるでお祭り騒ぎだ。

　けど、このＣ級２組は……そんな華やかな一日とはまるで違う。

　昇級できるのは五十人中たった三人。異常なまでの狭き門。

　過去に何人もの『将来の名人候補』がこのＣ級２組から上がれず、最も勢いのある数年を虚むなしく空費し、名人候補のまま終わった。

　さらに負ければ『引退』──棋士としての死もあり得る。

　俺はまだこの雰囲気を味わうのは二度目だけど、不思議なデジャヴュを憶おぼえていた。この雰囲気……どこかで……？


「…………そっか。爺じいちゃんの葬式そうしきに似てるんだ……」



　まだ暖房の効いてない棋士室で、俺は白い息を吐いた。

　普段よりも多くの関係者が集まっているはずなのに、建物の中は異様なまでに静まり返っている。

　特に、昇級や降級の可能性がある棋士に対しては誰だれもが腫はれ物ものに触るような扱いで……こうして棋士室にいても、誰も中に入って来ようとすらしない。

　中学の時に亡くなった祖父の葬儀もこんな雰囲気だった。

　将棋が好きで、俺のことを孫の中で一番かわいがってくれたお爺ちゃん。その亡骸なきがらに寄り添っている俺を、みんな遠くから黙って見守っていた。

　そんな中で初めて俺に声を掛けてきたのは──

「え？　まだ対局室に入ってなかったの？」

　いつものようにセーラー服で棋士室に入ってきた姉あね弟子でしだった。

　時刻は午前九時五二分。あと八分で定刻だ。

「姉弟子こそ、学校は？」

「三年生は自由登校期間なの。もうすぐ卒業式だし」

「そうか……そうでしたよね」

　自分が中三の頃を思い出しながら頷うなずく。

　俺はプロ棋士になるって進路が決まってたから、学校にもほとんど行って……あれ？

「ん？　そうだっけ？　普通に授業やってますよね？」

「進路が決まってるんだから自由にしたっていいでしょ」

「つまりサボりじゃないですか……」

　そのまま流しそうになったが、発言の中に聞き捨てならないものがあった。

「え!?　進路が決まった!?　ちょっと聞いてませんよそんな話!?」

「八や一いちこそどうしたのよ？　対局をボイコット？」

「するわけないでしょ！　それより進路ってどっちなんですか？　進学？　それとも──」

「将来の夢ならお嫁さんだけど？」

　くそ。進路については答えねぇつもりだな。

「……普段だったらさっさと入って迷わず上かみ座ざに着くんですけどね……」

　諦あきらめた俺は対局室の盤を映し出すモニターを眺めながら言う。

　規定上、棋界最上位である竜王は常に上座ということになっている……が。

「今日は蔵王先生の引退対局でしょ？《ナニワの帝王ドン》を下しも座ざで引退させるっていうのはちょっと、ね……」

　モニターには今日、俺が使う予定の盤が映し出されている。

　だが蔵王先生がどちらに座っているか、そこまで見ることはできない。時計とか扇子せんすを盤の近くに置いてくれればわかるんだけどな……。

「で？　どうするの？」

「こういう場合は相手に委ゆだねます」

「そうね……それが楽ね」

　姉弟子も席次の面では苦労してるんだろう。しみじみと頷いている。

　女流棋士としては最高位タイトルを二つとも独占しているけど、修行中の身である奨励会員でもあるため基本的には下座だ。

　状況に応じて使い分けてはいるんだろうけど……対局前にこういうことで悩むのは足の裏にトゲが刺さったかのように、集中の妨さまたげになる。

「あと七分か……そろそろ行きます」

「うん」

「あ、そうだ姉弟子」

「何？」

「今日っていつまで連盟にいます？」

「昇級者が決まるまではいようと思ってるけど」

「だったら、俺の対局が終わったら一緒に出ませんか？」

「昇級者インタビューがあるでしょ？」

「今日の主役は蔵王先生ですよ。仮に俺が勝って昇級しても、ちょっとコメントを求められるくらいだと思いますから……」

「一緒に出て、どこに行くの？」

「弟子やＪＳ研のみんながうちでパーティーを開いてくれるって言ってて。よかったら姉弟子も一緒にどうかなって」

「いいの？　参加者の平均年齢が上がっちゃうけど」

「そ、そそそ、それの何が問題なんです!?　前々から言ってますが俺は別に幼女が好きとかそういうのじゃなくて──」

「なに動揺してるのよ変態。ばーかばーか」

　姉弟子は珍しく舌を出しておどけて見せてから、対局に障さわりそうなほどドキドキさせる笑顔を浮かべてこう言った。

「いいよ……待っててあげる」




　四分前に対局室に入ると、予想以上に多くの報道陣が御上段おうじょうだんの間まの中央を下座側から取り囲んでいた。

　報道陣の壁の向こう側に座っていた老人が、湯飲みを持った枯れ木のような手をひょいと掲げて挨拶あいさつをしてくる。

「すまんな。空あいておったから座らせてもろたで」

「ええ。もちろん」

　対局相手に笑顔を向けるのもどうかと思ったが、蔵王先生があまりにも邪じゃ気きの無い笑顔を浮かべていたので、釣られてこっちも笑顔になってしまった。

「失礼します」

　報道陣を背負って、俺は下座に着く。

　正直なところ……蔵王先生が上座にいてくれたことで、心に刺さっていたトゲは綺き麗れいに抜けた。

　これで対局に集中できる。

　──いくら竜王とはいえ、俺みたいな若造が蔵王先生の上座だとまた叩たたかれるからな……。

　規定上、竜王が上座。それは将棋界の常識だ。

　けどそんな規定を知らない人も多い。

　関西圏じゃあこの対局の様子は新聞にも載るだろうしテレビ放映もされる。そこで俺が上座にふんぞり返ってたら、またまた世間から総攻撃だ。

　蔵王先生もそこを配慮してくれたからこそ上座に座っておられるんだろう。『立たつ鳥とり跡あとを濁にごさず』ということか。引退を決意した大棋士の潔いさぎよさを思った。

　綺麗に介かい錯しゃくして差し上げたいが……。

　──いかんいかん！　形にはこだわらず、勝ちにだけこだわる……！

「「時間になりましたので対局を開始してください」」

　駒を並べ終わると、それを待っていたかのように室内の記録係が一斉に対局開始を宣言。

「よろしくお願いします」

「ん。よろしく」

　蔵王先生は軽く会釈えしゃくして俺の礼を受けた。カメラのフラッシュが無数に瞬き、タイトル戦と同じくらいの時間、俺達は頭を下げ続ける。

　順位戦は全ての対局で先後が決まっている。


　この対局、俺は後手だが────秘策があった。



「さて……」

　初手。

　蔵王先生はお茶を啜すすってから、ゆったりとした動作モーションで角道を開けた。

　報道陣が盛んにカメラのシャッターを切り続ける中、

「すまんが足を崩させてもらうで。もう正座がキツいよってな……」

　蔵王先生は痛そうに顔をしかめながら胡座あぐらに組み替える。

　本当に辛そうだ。これから十時間以上も真剣勝負ができるとは思えないほどに。

「けど、最近はリハビリ代わりに山歩きをするようになってな。おかげで多少はよくなった。とはいえ引退は撤回せんから安心してくれてええで？」

　いかにも関西の長老らしい冗談に、記者達が控え目に笑った。

　そんな笑い声やシャッター音が聞こえなくなったのを確認してから、


「…………」



　俺も、静かな動作で角道を開ける。そして後手の俺から角交換を仕掛けた。

　得意技の一手いって損ぞん角かく換がわり。

「……竜王が伝でん家かの宝刀ほうとうを抜いたぞ！」

「消えゆく老将へ手加減は一切無し、ということか……」

　報道陣はそう囁ささやきを交わしながら退室していった。蔵王先生も胡座ながら背筋を伸ばし、慎重に読みを入れながら対応してきた。

　しかし。

　指し進めて行くうちに、蔵王先生の指し手は早くなっていく。そして意外な局面が出現した──俺にとっては想定局面だが。


「…………千日せんにち手てやな」



　蔵王先生は感情を匂におわせない口調でボソリと言った。

　現代将棋において、後手であれば千日手狙いは立派な戦術だ。

　しかもこちらが研究通りに早指しで進めれば相手の持ち時間も減らすことができる。

　たとえわずかでも勝率を上げるためには『将棋のガン』と呼ばれることのある千日手であろうと利用する。それが現代将棋だった。

　四回目の同一局面となった段階で、記録係が事務的な口調で告げた。

「三十分後に指し直しとなります」

　俺は盤の前から立ち上がり、対局室を出た。階下からは報道陣が慌てて走る足音が聞こえてくる。他の対局はまだ山場にすら差しかかっていなかった。




　三十分後。

「時間になりましたので、九頭くず竜りゅう先生の先手で対局を開始してください」

　指し直し局には、さっきよりも多くの報道陣が詰めかけていた。

　初手。俺は直ちに７六歩と角道を開ける。カメラのフラッシュが無数に瞬く。タイトル戦と同じくらいの時間、指したままの状態を維持して取材に応じた。

　俺の指が駒から離れると、報道陣はそのままカメラを《ナニワの帝王ドン》へと向け変える。

　蔵王先生の初手は──飛車先の歩を突く８四歩。


「…………な」



「？」

　着手した後、蔵王先生が何かをつぶやいたような気がした。「最後やからな」と言ったか？

　初手・８四歩──

「……『王者の手』か……」

　この手は居飛いび車しゃ党の本格派が好む手で『自分の方針を定めて、相手の様子を見る』という意味がある。なるべく自分の手の内を見せないことが上策とされる現代将棋においては、当然ながら採用率が落ちている手だ。

　──大棋士として余裕を示したつもりか？　鷹揚おうようだな……。

　現代将棋において、この鷹揚さは既に致命傷。

　俺が千日手に誘導してまで先手を得ようとした方針とは正反対だ。そうすることによって暗に俺の策を批判しているのか？

「ならば……！」

　報道陣が退出しようとする途中で俺は次の手を指した。作戦通りに６八銀。

　その手を見た記者の一人が、思わずという感じで呟いた。

「矢や倉ぐらだ……」

　驚きは対局室に広がっていく。波紋のように。

「竜王が矢倉？」

「えっ？　角換わりじゃなくてか？」


「『矢倉は終わった』とか言ってたんじゃ……？」



　御おん下げ段だんの間まで対局している棋士や記録係の奨励会員が驚きの目でこっちを見ている……背中越しに視線を感じた。

　蔵王先生も時間を掛けず角道を開け、俺はさっき上がった銀で角取りを受ける。

　両者の合意により──戦型は矢倉。

　連勝の原動力になっている『角換わり桂けい単たん騎き跳はね』を捨て、終わったと判断した矢倉を選んだのにはもちろん理由がある。

　──現代将棋の定跡セオリー。

　桂単騎跳ねはあくまで変化球だ。まだ周囲の目が慣れていないから刺さるだけで、俺の研究ではギリギリ成立していない。

　対局中に目が慣れてしまいかねない長時間の棋戦では使いづらいのだ。

　加えて、最新の戦型では後手が主導権を握るものが多いといえども、全体として見れば先手の勝率がわずかに高いのも事実。

　ソフトを活用している若手相手であれば先手矢倉は危険だが……順位戦のような長時間の対局、しかも今日のような絶対に落とせない一戦では、やはり矢倉は心強い。

　──定跡が整備され尽くしている矢倉の信頼性に賭かける……！

　それが秘策の二段階目だった。

　そんな思惑通り、戦型は相矢倉へ。

　だがここで蔵王先生が不思議な手を指してきた。想定外の戦法へと変化したのだ。

　──急戦矢倉？　この形は……。

　新しん手てではない。

　だが相当に見慣れない形だった。

　それは、幼い頃どこかで聞いたことがある流行歌のような、そんな戦法。

　どうして指されていたのかも、なぜ消えてしまったのかすらもわからない……将棋の世界に無数に存在する泡あぶくのような戦法の一つ。

『消えた戦法』

　そう呼ばれるものだ。

　おそらく前例は、最も近いものでも十年以上前になるはず。対策はその頃に確立され、それは現在の定跡じょうせきに組み込まれている。

　──定跡通り指せば危険は無いはずだが……？

　ザワつくものがあった。

　理屈では無い部分で指先が警告を発している。

　──どうする……？　自分の感覚に従うか、それとも定跡を取るか……。

　空中で指を静止させたまま、俺は長考を開始した。

　手順を確認するとか、先を読むタイプの長考じゃない。相手の心理を測る長考だった。

　──考えろ！　蔵王先生の狙いは何だ……!?

　だが初手に８四歩を指して戦型選択をこちらに任せた以上、蔵王先生が何か研究を用意しているとは考えづらい。どれだけ考えても定跡を選択しない理由が浮かばなかった。

「……そういえば……」

　前回の順位戦で、蔵王先生は定跡を知らずに不利な変化に飛び込んだまま負けていた。

　ならば今回も単純に定跡を知らないだけという可能性が高い。


「…………よし」



　方針は決まった。定跡通りに指す。

　俺は玉を寄って、囲いを組み替える準備をした。

　蔵王先生はプロ棋士として六十年以上の経験を持っている。それはプロになって二年ちょっとの俺なんかとは比べものにならない、莫大ばくだいな量の経験値だ。

　しかし俺はそれを上回る経験値……プロ棋士の集合知としての、広い意味での『定跡』を駆使することで圧倒できる。

　現代将棋の定跡セオリー。


　即すなわち────相手よりも固く囲って、一方的に殴り倒す！







[image: ]　　消えた戦法






　指し手は素早く進んで行く。


「…………ふぅぅー……」



　蔵王先生は時折そう深い溜息ためいきを吐きつつ、胡座のまま、時間を使わず手を進めていった。

　その指し手は淡泊たんぱくとすら思える。

　──残り時間が少ないから仕方がないんだろうけど。

　俺も同様に飛ばしていく。定跡手順だからだ。終盤に持ち時間を多く残しておけば、それだけ逆転負けする確率も減る。

　蔵王先生の陣形は、昭和しょうわの香りがする古い形。ここまでで三十手ほど進んだが、前例があるのかどうかもわからない。







[image: ]







　現代将棋の定跡である『相手よりも固く囲う』を意識して、俺は固く組んだ矢倉の下へと自玉を滑り込ませる……が。

　──７七の銀が邪魔だな……。

　しかしこの形で悪くないはずだ。最新の定跡手順なんだから。

　蔵王先生の玉は薄く、角筋も飛車先も通っていないので戦力に乏しい。

　ただ……守備を放棄して前線に進出してきた金かな駒ごまの圧力は脅威でもある。

　──一応、組み替えておくか……。

　俺は唯一の懸念材料である７七の銀を５七の地点まで移動させた。

『流れ矢倉』と呼ばれる形。

　俺のその囲いを見た蔵王先生は、駒台に置かれた歩を摘つまみながら、

「そうそう。さっきの山歩きの話やけどな」

「……？」

「新しい山道を切り開くと、その脇に、とっくに絶滅したと思われとった植物が生えてくるんやと」


　──……何の話だ？



「光が当たったり人が歩いたりして環境が変わるからなんやな……つまり、種はずっとそこに埋まっとったというわけや」

　摘んだ歩を、蔵王先生は盤の中央に打ち込む。まるで種を埋めるかのように。

　開戦は近い。

　俺は右の桂を一度跳ねて力を蓄えた。

「……そろそろやな」

　蔵王先生は俺が跳ねた桂の頭に狙いを付けて歩を突き捨てて──

　銀・銀・金がスリートップを組んで怒ど涛とうの攻撃を開始する！　来たか……!!


「だが！　受けきれるはずっ……！」



　盤の中央を焦点として互いの駒が次々と清算されていく。

　ここから先は既にどちらかが倒れていてもおかしくない終盤戦。

　俺はたっぷりと残していた持ち時間を投入し、万が一にも蔵王先生の攻撃を受け間違えないよう、慎重に、丹念に、読みを深めていく。他の対局の結果に左右されないよう全勝でＣ級１組へと上るために。

　しかしここで予想外の事態が発生した。

　読めば読むほど……蔵王先生の攻めが決まっているように見えてしまうのだ。俺の囲いは思っていたほど固くない!?

「角と金が邪魔になって……！」

　固いどころか、囲いの半分は玉の逃げ場を塞ふさぐガラクタだったのだ！

「どこだ!?　どこに原因が……!?」

　勝ちを読み切るために残していたはずの持ち時間を投じて、俺はなぜ定跡に従ったにもかかわらずここまで悪くなっているのかを検証していた。

　そして何度検証しても、答えは序盤の一手に収束する。

　７七銀。


「……そんなバカな！　五手目だぞ!?　そんな…………そ、そんな…………？」



　──五手目から悪い定跡などこの世に存在するわけがない！

　検証の結果として弾はじき出された、この信じがたい結論。

「くっ……!!」

　俺は盤上に手を伸ばすと、力を溜めていた桂馬を跳ね、その結論を振り払おうとする。

　だが……どれだけ強がろうとも形勢は悪い。

　そしてその理由も薄々わかりかけていた。

　──蔵王先生がした、山歩きの話……。

　考えられるとすれば……定跡が変化する過程で、以前は対応できていた戦法への効力を失ってしまっていたということ……。

「気付いたか？」

　蔵王先生が俺を見ながら言った。

「わしの全盛期、７七銀は『悪手』の烙印らくいんを押された。中央が薄くなることで後手の急戦矢倉や矢倉中なか飛び車しゃを受けきれんからや」


「ッ……！」



　だからか。

　だからこの急戦矢倉は『消えた戦法』となっていたのか……先手が７七銀という危険な道を避け、新しい安全な道を選ぶようになったから……！

「しかしその後……わしらが盛りを過ぎた頃、定跡は再び７七銀を通るようになった」

　蔵王先生の手が盤上に伸びる。

　繰り出された銀が、跳ねたばかりの俺の桂を喰くい千切った。


「ぐゥッ……!!」



　右腕を嚙かみ切られたような痛みを感じつつ、俺は蔵王先生の銀を取る。銀桂交換で駒得のはずだが──

「種はずっとそこにあったんや。そして今日、それが芽吹いた」

　手番を握った蔵王先生は震える様子すらなく猛攻を開始した。

　淡々たんたんと……まるでもう、終わりが決まっているかのように。

「いっ……!!」

　──嫌だッ!!

　心の中でそう叫びながら抵抗する。

　相手の玉を攻めてもかえって囲いを固くしてしまうだけなので、少しでも攻めを遅らせようと、とにかく自陣に駒を放り込む。

　クソ粘りだ。

　子供がオモチャを投げつけて抵抗するような……粘りとも呼べない、ただの時間稼ぎ。

　けど、仕方ないじゃないか！　他に何ができる!?　このままおめおめと昇級を諦めろっていうのか!?　冗談じゃねえ俺は最強の竜王なんだぞッ!?

「無駄や。逃のがさん」

　蔵王先生はそれまでと同じように淡々と俺を追い詰めていく。その時になってようやく俺は、この老人が詰将棋の大たい家かでもあることを思い出していた。

　そして──八六手目。

　泣きじゃくる赤ん坊をあやすような手つきで、蔵王先生は俺の玉ぎょく頭とうに歩を打った。


「……………………あ……ぁ………………ぁ……」



　優しく打たれたその小さな駒はまるで、悪の限りを尽くした暴君へと手渡された自決用の短剣のようで──




　その十四分後、俺はようやく敗北を認めていた。
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「………………………………負けました」



　十四分かけて心を整理できた俺は、ようやくその言葉を絞り出す。

　棋譜きふには残念棒ざんねんぼうが引かれた。十四分間という、俺が敗北を認めなかった時間と共に。


「………………」



　永遠にこの無残な、情けない棋譜が残るかと思うと、今ここで泣き叫びたくなった。

　だがそれ以上に……これで昇級は絶望。

　その事実に打ちのめされていた。感想戦すらできないほどに。

　俺の落ち込みようが激しかったからだろう。記録係はそそくさと棋譜を持って席を立つ。

　盤の前に二人だけになると、蔵王先生はポツリと言った。意外な言葉を。

「すぐに投げるようなら見込みは無いと思っとった」

「っ……!?」

「わしもタイトルを獲とった直後は負ける気がせんかった。他人の将棋を見ても『なんでこんな弱い将棋ばっか指すんやろ？』と思ったもんや。特に、年の行った先輩棋士にはな。せやけど絶対に負けんと思っとったベテランにコロリと負かされた……わしだけやない。聖市せいいちもや」

「月光つきみつ会長……？」

　その時、俺はようやく思い出した。

　蔵王達たつ雄おという棋士がどういう存在だったかを。

　今の名人と同じような、あらゆるタイトルを独占する大名人を相手に、関西唯一のタイトル保持者として孤独な戦いを繰り広げてきたこと。

　そして……月光会長の才能を見み出いだし、幼い頃から後見役として見守り続けたこと。

「将棋は変わる。戦法もどんどん発展していく。わしの若い頃と比べたら今の若手は大駒一枚は確実に強くなっとる」

「……」

「けど変わらんこともある。将棋は人間と人間の戦いという部分や。コンピューターが人間より強くなっても、そのコンピューターに将棋を分析させても、指すのは人や。そこは変わらん。そして同じような道を歩く人間は、だいたい同じような壁にぶつかったり同じような石に躓つまずく。今日の将棋のように」

　目の前に座っているのは……未来の俺。

　六十年以上という時間を過ごし、二千局以上という公式戦を戦い、気の遠くなるような未来から来た俺の姿だった。

「わしは三分粘って投げた。聖市は七分。九頭竜八一は十四分か……大器と呼ぶべきか、それとも単に投げっぷりが悪いだけか？」

　蔵王先生はカラカラと笑い、こう続けた。

「この先も壁はいくらでもある。盤上でも盤外でもな。心が折れそうになることもあるやろ。その時は、今日の棋譜を見返しなさい。最後の最後まで苦しむことを止めなんだ十四分間が、お前の才能の証明や」

　俺は何も言わず、頷うなずきもせず、ただその言葉を聞いていた。

　あまりにも多くの感情が胸の中で渦巻いていて……敗北の悔しさと昇級できないことの絶望が強すぎて……この時はまだ、蔵王先生の言葉の意味を理解することができなかったから。

　やがて、報道陣が大挙して入室してきた。

　そのまま引退のインタビューが始まる。

　棋戦主催社が代表して発した「引退対局を終えられた今の心境は？」という質問に、蔵王達雄九段は晴れやかな表情と共に、こう答えた。

「プロ棋士として六五年。これでやるべきことは全てやった。悔いはないよ」
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　棋士室は、その人の多さとは対照的に、水を打ったような静けさに支配されていた。

　棋士や奨励会員、観戦記者達が見守るのは、対局室を映し出すモニター。

　そしてもう一つ。

　史上初の女性奨励会三段と史上最年少奨励会三段の挟む継ぎ盤──つまり私と椚くぬぎ創そう多たが検討している、八一と蔵王先生の将棋だ。

「詰みましたね。これは逃さないでしょ」

　ソフトとほぼ同時に詰みを宣告せんこくした創多の声に、展開を固唾かたずを呑のんで見守っていた記者達が慌ただしく準備を始める。

　蔵王先生が次の手を指した。


　そして長い長い時間を経て──────八一の手が駒台に置かれた。



「竜王が負けたぞッ!!」

　モニターを凝視していた記者達が一斉に立ち上がる。

「蔵王先生が引退の一局で竜王の連勝を止めた！」「八十歳で十七歳のタイトル保持者ホルダーに勝つなんて、妖怪かよ！」「油断か？」「いや、これは名局賞だろ……」「これで竜王の昇級も絶望的だな」

　カメラを担いで次々と部屋を出て行く記者達。

　そのうちの一人が私にコメントを求めようとする。

「あの……空そら女流二冠。この対局の勝因について──」

「おい！」


「あっ…………すいません」



　けど他の記者から声を掛けられると、慌てて頭を下げて言葉を引っ込めた。八一と私の関係を思い出して気を使ってくれたんだろう。

　──別に、聞いてくれていいんだけどね……。

　上の階にある多目的ルームに待機していた地元テレビのクルー達も慌てて動く音が、ここまで聞こえてきた。大騒ぎだ。

　そうして棋士室には二人の奨励会員が残された。

　私と、そして椚創多。

「行かないの？」

「もうすぐ終電なんです」

　創多は奈良ならの自宅から通ってる。終電もこれくらいの時刻になるんだろう。ギリギリまで粘っていたということだ。

　通学鞄かばんに荷物をまとめ始めたその小学生に、私は尋ねる。

「ねえ」

「なんですか？」

「あなた……どうしてそんなに八一に執着するの？　あいつより勝率のいい人とか、もっとソフトを使って研究をしてる人とかなんて、他にもいるのに……」

　返ってきた答えは意外なものだった。

　創多は人懐っこい笑顔を浮かべ、

「だってつまらないんですもん！　現代将棋って」

「つまら……ない？」

　現代将棋の申し子のような創多の発言とは思えなかった。

　不思議そうな顔をする私に、天才は語り始める。

「『現代将棋』なんて大げさな名前で体系化しようとしてますけど、やってることは単なる『読みの省略』です。自玉を安全な形に囲って防御に当てる読みのリソースを減らし、そのぶん攻めに集中する。細い攻めを繫げられるようにね」


「…………」



「重たい鎧よろいに身を固めて、槍やり一本で一騎打ち。『やあやあ我こそは』の世界と同じです。現代将棋とか言っておきながら、発想は中世の戦争に近いんです」

「け、けど！　負けにくくて勝ちやすい状況を作るのはプロの技術の一つでしょ？　プロは勝つことでしか存在意義を証明できないから──」

「ええ。その結果として、似たような将棋が量産されることになりましたよね？　矢倉なんてつい最近まで４六銀３七桂型しか掘り下げてこなかった。細かい枝えだ葉はの変化を定跡化して、それで将棋の真理を追究している気になってただけなんです」

「それは……そうかもしれないけど……」

「若手とトップが一緒に研究会をしてるから、上と下が理解し合って同じ将棋を指す。価値観を共有して将棋を指すから革命的な新発想が生まれず、結果として古い世代がトップに残り続ける構造ができました。封建社会の完成です。名人がその代表ですよね。あの人は何でも指す。けど、独自の戦法を創造しない」

　創多の言葉は、奨励会員の私にとってはタブーに近いものだった。

　けれど天才にタブーは存在しない。この世界は才能のあるものが正しいから。

「結局、みんなその状態が心地よかったんです」

　椚創多はかく、語る。

　自分が天才であるが故に自分の言葉は正しいのだという確信を込めて、

「不滅の名人がトップに立ち続けることで、将棋界の社会的な地位は飛躍的に向上しました。将棋そのものの根本的な発展は脇わきに置いて……共同研究によって共同幻想を見ることで自分達が将棋を発展させていると誤魔化して。みんな同じ夢を見てるんです。そんなの寝てるのと同じですよ。つまらない」

「将棋界をその眠りから醒さましたのがソフトだって言うの？」

「『人間の指す将棋とソフトの指す将棋は別物』『ソフトの将棋はグロテスク』そういった言葉でソフトを否定するのは簡単です。でも事実として、プロを超えた棋力を持つソフトが現れて将棋界は革命期に入りました」


「…………」



「そう。トッププロはみんな共同幻想を見ていたんです。心地よい夢の中にいた──」

　夢を見るような眼まな差ざしで、創多は語り続ける。

「けど八一さんは違った」

　……違う？　八一が？

「どう……違うの？」

「八一さんは盤面を単純化させない。定跡の整備もしない。むしろ盤上を複雑化させて、その混沌こんとんの中心でサーフィンするような将棋を指す……ソフトが示してくれた本来の意味での将棋の姿をあらかじめ示し続けてきたのが八一さんなんです」

　創多の言葉に熱がこもる。

「すごいでしょ？　人類がその叡えい智ちを結集して人工知能を生み出し、その計算結果として発見した全く新しい将棋観を、八一さんは生まれながらにして持っていたんです」

「っ……」

　私は何度も言葉を発しようとして、けれどその都度その言葉を飲み込んでしまう。全身に鳥肌が立つのが抑えられない。

　──確かに……似てる。

　薄い玉形のままバランスを取って戦う八一の戦い方は、確かにソフトに似ている。そしてその傾向はむしろ私と共に内うち弟子でしをしていた幼い頃の方が強いのだ。

　たとえば、八一が幼い頃から得意にしていた『右みぎ玉ぎょく』という構え。

　以前は変態戦法としてゲテモノ扱いだったそれは、ソフトが多用することで現在は有用性が評価されている。

　それはまるで……八一が生来的に持っていた感覚の正しさを、ソフトが証明しているような……そんな過程にすら見えて……。

「清滝きよたき先生にお願いして、八一さんが幼い頃に指してた将棋の特徴を教えてもらいましたけど……本当にすごいんですよね！　あんな天才いませんよ！　才能だけなら名人よりも上なんじゃないですか？　少なくともぼくにとって史上最強の棋士は九頭竜八一です」

　創多は大きな目を爛々らんらんと輝かせながら言う。

「現代将棋は八一さんを弱くしました。あの人は定跡なんて学ばない方がいいんです。今日はちょっと失敗しちゃったけど、それは八一さんが『過か学がく習しゅう』の状態にあったからだと思います」

　過学習……コンピューター将棋の世界で使われる言葉、だったはず。

　特定の状態に適合しすぎて未知の状態に対応できないような場合に用いられる。

　最新研究やソフトの棋譜に傾倒しすぎた八一の状態をそう表現しているんだろうけど……その表現は私を無性にイラつかせた。

「過学習による自滅だって言いたいの？」

「蔵王先生は現代将棋以前の将棋観を持っている方です。共同幻想の外に在る人です。だから今日、現代将棋という夢の中にいた八一さんにこう言えたんです。『おまえの見ているものはただの夢だ』と」

　そして創多はこうつけ加えた。確信を込めた声で。

「もし八一さんが現代将棋の感覚を捨てて本来の力でぶつかっていれば、負けることはなかったと思います」


「…………あなたに八一の何がわかるっていうの？」



　私は怒っていた。自分でもよくわからないくらいに激しく。

　私は立ち上がって叫んでいた。

　相手がまだ十一歳の小学生だということも忘れて。

「八一は……八一は将棋ソフトじゃない。生身の人間よ。数え切れないくらい負けたし、泣いたし、誰よりも努力だってしてきた。才能だけで強くなったわけじゃない。温かい血の通う、感情を持った、泥臭どろくさい人間なの。あなたなんかに八一の何がわかるっていうのッ!?」

「わかりますよ」

　椚創多はただそれだけを口にした。

　けれど私には、それに続く言葉も聞こえていた。

　──少なくとも、あなたよりは。

「ああ！　早く八一さんと公式戦で指したいなぁ！」

　そう言って通学鞄を背負うと、創多は「じゃあぼくは終電があるので。おやすみなさい」と言ってペコリと頭を下げ、部屋を出て行った。丁寧にドアを閉めて。


「………………」



　ただ一人、棋士室に残された私は……崩れるように椅子いすに座り込む。

　感情のまま相手を頭ごなしに怒鳴りつけて否定しようとも、棋士としての冷静な『読み』が創多の説の正しさを検証してしまう。

　そもそも八一の才能を誰よりも評価しているのは私のはずだった。

　──誰も勝てない、将棋の星の王子様……それが九頭竜八一。私の弟おとうと弟子でし……。

　将棋星人の中でも別格の才能を持つ天才。

　自分でも異星種族のように感じていた八一のことを、機械人間のような創多に評価されたことが、私にはなぜかすごく腹立たしかった。

　──どうして……こんなにイラつくんだろう……？

　一人で椅子に座ったままそんなことをぼんやりと考える。

　その時、棋士室のドアが開いた。

「創多？　忘れ物？」

　八一だった。

　顔は真っ白に青ざめ、視線はフラフラと定まらない。

　明らかに様子がおかしかった。敗戦の衝撃に打ちのめされている様子だ。今にも倒れそうなくらいに。

「やい──」

「……最高のチャンスを逃しちゃったよぉ!!」

「ッ……!?」

　私は言葉を失った。

　八一が泣きながら、私に抱きついてきたから。


「うあああああああああああああああああああああ!!　うっ、ぁぁ……ああああああ、あああああああああああああああああああああああああッッ!!」



　周囲を憚はばかることなく八一は号泣した。

　椅子に座った私の膝ひざに顔を埋うずめ、床に膝を突いて。

「おぅ、おっ……俺は竜王なのに！　竜王がＣ級２組なんかにいちゃいけないのに！　引退する棋士に負けるなんて許されないのに！　こんな弱くちゃいけないのに!!　ああああああああああああああああああああああああ!!　あああああああああああああっ、あああ、ぅあああああああああああああああああ!!」

「……よしよし」

　泣きじゃくる八一の頭を、膝と手で受け止めて。

　優しく髪をなでながら、私は耳元で優しく囁ささやく。

「いいよ。負けたっていい。ちょっとくらい足踏みしたって……八一ならすぐ上がれるから。絶対にＡ級棋士に……名人になれるから……」

　その時ようやく気付いた。

　──私は……嬉しかったんだ。

　そうだ。私は喜んでいた。八一がＣ級２組で足踏みしてくれたことを。私のいる場所から離れないでいてくれたことを。やっと三段リーグに入ることができた私を、置いて行かなかったことを。

　それを認めたくなくて、だからあんなに創多の話にイライラしてしまった。

　八一が私と違うことを突きつけられたから。せっかく私を待ってくれているのに……。

　でも。

　──一年や二年じゃ、ぜんぜん足りない……。

　それどころか千年かかろうが決して追いつけない場所に、八一はいる。


　──……遠いね。腕の中にいるのに。



　私のことを『銀ぎん子こちゃん』と呼んで子供の頃みたいに泣きじゃくる八一を、胸が潰れてしまうほど切ない願いを込めて抱きしめる。

　創多の言う通り、現代将棋は共同幻想なのかもしれない。

　だったら私も同じ夢を見たい。

　それがたとえ……つまらない幻なのだとしても。
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「八一…………八一」



　ぐずぐずに泣き崩れる俺の頭を優しくなでてくれていた姉弟子が耳元で遠慮がちに囁く声が聞こえる。

「ねえ八一……八一、聞いてる？」


「ふぇ……？」



「関東の結果を確認してみたら？」


「…………そんなの見なくたってわかりますよ」



「でも番狂わせだってあるかもよ？　その……八一と蔵王先生の対局みたいなことが起こることも」

「こわい。銀子ちゃんが見て」

「それはできないわよ。わかってるでしょ？」

　困った様子で首を振る姉弟子は、涙と鼻水でぐしゅぐしゅになっていた俺の顔をハンカチで優しく拭ふいてくれた。


　促うながされてしぶしぶ立ち上がったものの…………やっぱり結果、見たくない……。



　その時だった。

「ししょー!!」

　初めて雪を見る子犬のように勢いよく、あいが棋士室に飛び込んできたのだ。

　あいだけじゃない。

　後に続くのは澪みおちゃん、綾あや乃のちゃん、シャルちゃんのＪＳ研メンバーで、こんな夜も遅い時間に連盟に来るなんて明らかにおかしい。みんな今日は俺の部屋で待ってるはずだ。

　いったい何事かと思っていると──




「「昇級、おめでとうございますっ!!」」




　俺に向かって、みんなでそう言った。


「…………へ？」



　昇……級？

　だれが？

「ほんとうに……ほんとうによかったです！　わたし、師匠の対局のあと……諦めて泣いちゃってて……けど、やっぱり最後の最後まで諦めちゃダメなんですね！」

　あいは呆然ぼうぜんとする俺を見上げながら、頰ほおに涙の跡が残る顔を今は笑顔に輝かせながら、興奮した口調で喋しゃべり続ける。


「師匠が逆転昇級して……それでみんな、いてもたってもいられなくなって部屋をとびだしてきちゃったんです！　夜遅くにごめんなさい！　でもでも、どうしても部屋でじっとしてられなくて……っ！」



　澪ちゃん、綾乃ちゃん、シャルちゃんの三人も手を繫いで、盆踊りでも踊るかのように俺を中心にくるくると喜びを全身で表現しながら、

「くずぬー先生が負けちゃったからこりゃ今日は残念会かなって思ってたんだけど、まさか関東の対局で二歩にふが出るなんてねー」

「何が起こったかわからなくてビックリしたです！　あと一手で勝てるくらい必勝の将棋だったのに、まさかそこで二歩を打ってしまうなんて……『勝ったと思った瞬間が一番危ない』という言葉は本当です！」

「しゃうもね？　このまえね？　にふうったんだよー？」

「自分でやったらダメじゃーん！」

「にふにふー♪」

　笑顔ではしゃぐＪＳ達とは対照的に……俺は全ての感情が抜け落ちるほどの虚脱感きょだつかんに襲われていた。

　ふらふらと棋士室のロッカーから自分のスマホを取り出すと、携帯中継を観て今日の結果を確認する。


「……………………マジだ……」



　中継ブログには、最後の最後で二歩を打って盤の前で痛恨の表情を浮かべる、鳩待はとまち五段の写真が載っていた。俺より順位が下の全勝者……。

　さらにもう一人、一敗で俺を追っていた井い内うち六段も負けていた。

　競争相手がゴール目前で転んでくれたのだ。二人も……。

　そして『この結果、Ｃ級２組最後の昇級枠は関西の九頭竜に決まった』の文字が。

　──じゃあ……俺は本当に、Ｃ級１組に……？

　一瞬のうちに天国から地獄へ堕おとされ、そしてまた天国に引っ張り上げられた……まだこれが現実とは思えない俺の服を澪ちゃんがくいくいと引っ張りながら、

「ねっ！　上がってたっしょ!?」

「ちちょ、はやくおいわいしよー？」

「そうです師匠！　早くしないと料理が冷めちゃう……あっ、けどこれからまだインタビューとかあるんです？」

　部屋の外からこっちの様子をチラチラと覗うかがいつつメモを取り出したりカメラを構えている記者達を見ながら、あいは首を傾かしげた。だが──

「……あんた達。自分が何をしたかわかってるの？」

　姉弟子や、そして部屋の外で待機している記者達は、盛り上がるＪＳとは対照的な固い表情でいた。

　その理由を姉弟子が説明する。

「将棋界ではね？　順位戦の昇級降級に関わることは当事者しか口にすることはできないの。八一が自分から尋ねない限り、絶対に言っちゃいけないことなのよ？」

　これは将棋界に伝わる不ふ文ぶんの掟おきて。

　順位戦の昇級降級は今回の俺みたいに『他た力りき』で決まる場合──つまり他の対局の結果次第では、自分の対局が終わる前に決まってしまったりする。

　それを対局中に知ってしまえば、どうしたって指し手に影響が出る。

　その将棋の結果がさらに他の将棋に……と影響がどんどん拡大していけば歴史が変わる可能性すらあるのだ。

　歴史という言い方は大げさかもしれない。

　けれど間違いなく、誰かの棋士人生には大き過ぎる影響を与えかねない。

　だから順位戦の結果は当事者の耳に入れないよう、細心の注意が払われるのだ。

「え……？」

　あいは驚いたように周囲を見回す。


「い、言っちゃ……ダメ？　だったん…………です……？」



　姉弟子は厳しい顔を浮かべたまま、あいを睨にらみつけている。

　部屋の外からこっちを見ている鵠くぐい記者ですらその言葉を否定してくれないのを悟ると、あいは真っ青になって、


「ひっ、えっく…………ご、ごめ……ごめんなさ、い、ししょう……！　わっ、わたしっ……う、うれっ、うれしくて…………それで……それで……っ！」




「…………いや、いいんだ。いずれわかることだし…………最近の将棋界じゃあ、昇級に関することはさっさと伝えることも多いっていうから……」



　涙を必死に堪こらえて謝罪する弟子。

　その小さな頭をなでながら、俺は無理にでも笑顔を浮かべる。

「それに人生で初めての順位戦昇級は、かわいい弟子の口から教えてもらえるのが一番いいに決まってるしな！」


「し、ししょー…………ほんとうにごめんなさぁいっ!!」



　半泣きになっていたあいは、そのまま俺の腰にしがみついて「ごめんなさい！」と「おめでとうございます！」を七対三くらいの割合で繰り返す。

　あいに続いて澪ちゃんや綾乃ちゃんも「ごめんなさい！」「ごめんなさいです！」と泣きながら抱きついてきて、最後にはよく事態を把握していないシャルちゃんも「おー？」と抱きついてきた。

　そんなみんなを優しく抱き留とめて、背中や頭をなでてあげていると、

「……またそうやって甘やかす」

　唇を小さく尖とがらせた姉弟子が不満そうに呟く。

「いや、甘やかすというか……今回は師匠である俺がちゃんと教えておかなかったのが悪いんだし──」

「うるさいロリコン。これから家に帰って幼女でお祝いするんでしょ？　さっさと帰ってロリコン祭りでも何でも開催しなさいよ。そこにいる複数の幼女を取っ替え引っ替えして朝まで楽しむんでしょ？」

「ロリコン祭りって何さ!?　っていうか『幼女で』じゃなくて『幼女と』！　記者の前で誤解を招くようなこと言わないでくださいよ！」

「……幼女達と一夜を過ごす時点で誤解されるかとは思いますが……」

　鵠記者は引きつった笑顔を浮かべつつ、ボイスレコーダーを取り出して俺に向けた。他の記者達もそれに続く。

「九頭竜先生。改めて、昇級のご感想をお聞かせ願えますか？」

「感想といわれても……ちょっと色々と起こりすぎて、今はまだ実感があまりないというのが正直なところっていうか……」

　俺はあいや姉弟子に視線で『先に行ってて』と合図する。

　そしてみんなが退室すると、ＪＳを安心させるため無理に作っていた笑顔をかなぐり捨ててインタビューに答えた。

「嬉しいか悔しいかと聞かれれば、勝って上がったわけじゃないから今は悔しい思いのほうが強いです。今日の将棋も酷ひどかったし」

「プロ入りから二期目でＣ級２組を抜けられたのは素晴らしい実績かと思いますが……」

「確かに俺の実力からすれば出来すぎかもしれません」

　皮肉に顔を歪ゆがめながら俺は頷いた。

「けど、タイトル保持者として──竜王としてであれば、全勝での昇級がノルマだったと思います。少なくとも他力で上がるのは情けなさ過ぎる」

「そのノルマは来期についても？」

「タイトルを持っている限りは、自力昇級は義務だと考えています。これでいいですか？」

　それだけ言うと、俺はコートを羽織はおる。

「あっ、九頭竜先生！」

　さっさと立ち去ろうとする俺に、鵠記者は鞄の中から原稿用紙を取り出して、

「将棋雑誌から『昇級者喜びの声』の原稿をお願いしろと言われているのですが、後日でいいのでいただけますか？」

「……恥ずかしくて書けませんよ。白紙で出しておいてください」

　俺はそう吐き捨てると、今度こそ立ち止まらず、弟子達の待つ場所へと向かった。
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　その報せは深夜に届いた。

「お父さん。明日は自分の順位戦があるんだし、もう寝たら？」

「ああ……」

　台所のテーブルに向かい合って座りながら、私とお父さんはもう何時間もこうして同じやり取りを繰り返していた。台所に来た時に淹いれたカップの中の白湯さゆはすっかり冷めて、もうただの水だ。

　Ｃ級２組の最終日。

　八一くんは蔵王先生を相手に、まさかの敗北を喫した。

　順位の低い八一くんは自力昇級の目が消え、昇級できるかどうかは関東の結果次第。そしてその対局はまだ続いているはずだ。

　はず、というのは、私もお父さんも関東のその対局の中継を見ていないから。

　スマホのボタンを操作すればすぐに見られるけど……複雑な感情が邪魔をして、二人ともそれができないでいた。

　それでこうして、何もせずただ、台所で来るか来ないかわからない報せを待っている。

　けどそれも、もう終わらせなきゃいけない。

「気になるようなら私が起きてるから──」

　そう言いかけたとき、お父さんのスマホが振動した。

「ッ！　もしもし、わしや」

　すぐに通話ボタンを押したお父さんは、電話の相手に対して明らかに緊張していた。

「ああ。いや、気にせんでええ」

　けれどその緊張を気取られないよう敢あえてゆっくりと話す。


「うん………………うん。そうか。おめでとう！」



　通話はすぐに終わった。

　時間にして二分ほど。数時間待ったにしてはあっさりしているのは、お互いに気を遣ったからだし、まだ気まずさのようなものが残っているからだろう。

「八一くん？」

「ああ」

　上がったのね？　とは聞かなかった。電話がかかってくる時点で内容はわかっている。そしてその電話がかかってきた瞬間、私は自分がその報せを聞きたくないと思っていたことに気付いた。

　八一くんが今日の対局で負けたとき、残念に思うと同時に、ホッとした。

　だって八一くんはあまりにも多くのものを持ちすぎてる。

　私は八一くんが好きだし、本物の弟だと思ってるし、幸せになって欲しいと思ってる。

　けど嫉妬しっとはする。そういうことだ。

　人間として間違っているのかもしれないけど、現役の勝負師としてそれが間違っているとは思わない。この暗い炎を飼い慣らせないようでは、上には行けない。

　私ですらそうなんだから、お父さんはさらに複雑だと思う。

　ましてや明日、お父さんは……降級が懸かった順位戦を戦うのだ。

　もし今も気持ちが変わっていないのだとしたら、引退すら懸かった将棋を指すのだ。


　──しかも相手は、八一くんの…………。



　今の報せを聞いてどんな影響が出てしまうのか、私にはそれが不安だった。

「桂けい香か」

「はい？」

「和服を出しといてくれ」


「ッ！　…………はい」



　私は少しだけ安心した。

　お父さんの心には火が点ついたのだ。




　それが明るい炎なのか暗い炎なのかはわからないけれど、火が。
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「ほな、行ってくるわ」

　身支度を調ととのえた清滝きよたきは玄関で娘にそう挨拶あいさつをした。いつものように。

　だが荷物はいつもより多い。和服の入った包みを持っているからだ。

「すまんかったな。急に和服の用意まで」

「いいのよ。最近お父さんが始めた色んなことに比べれば大したことないし」

「それもそうやな」

　親子二人で笑い合う。

「……結果がどうなろうと、終わったら今日はそのまま家ここに帰って来る。遅くなるかもしれんから先に休んでてくれ」

「いいの。起きて待ってる」

　どうせ結果が気になって寝られないから……という言葉を桂けい香かは飲み込んだ。

　聞きたいことは山ほどある。

　──落ちたら本当に引退するの？　将棋を捨てて生きていけるの？

　──やっとみんなで本物の家族になれたのに、どうして辞めるなんて言うの？

　──私……ちゃんとお父さんを支えられてた？

　だが桂香はそれらの全てを飲み込む。

　そして代わりにこう叫んだ。戦場へと歩いて行く男の背中に。

「がんばって!!　がんばってお父さんッッ!!」

　父親は娘に背を向けたまま右手を高々と挙げてそれに応えた。




　連盟に到着した清滝は和服に着替えると、対局開始の三十分も前に御上段おんじょうだんの間まに入る。

　そこではまだ奨励会員達が対局の準備を行っているところだった。

「おはよう。代わってもらってええか？」

「え？」

　和服姿に驚いた様子を見せた奨励会員は、清滝に『代わってくれ』と言われてさらにビックリする。

　対局で使う盤を磨いているところだったからだ。

「……はぁ、どうぞ……」

「ありがとう」

　奨励会員から布を受け取ると、


「ふぅ…………よし！」



　清滝は正座して気き息そくを整え、一心不乱に盤を磨き始める。

　和服は重く、そして厚い。

　すぐに額から汗が噴き出してきたが、それでも清滝は盤を磨く力を緩めるどころかさらに力を込めて磨き続ける。

　ここ数年は立会人として着用することはあっても対局で和服を着ることはなかった。戦う感覚を身体に思い出させるためにも、清滝は盤を磨く。力を込めて。


　──……負ければその時点で降級か……キッツい勝負やな……。



　じっくりと心を練ねる。

　盤を磨くことで、自分の心にかかってしまった曇くもりを取り除きたかった。

　──わしの状況は他た力りき……どうあがいても落ちる時は落ちる……。

　布を動かすたびに、清滝はそれらの考えも拭ぬぐい取っていく。

　目指すものは純粋に勝負だけを思う心。

「うむ……こんなもんやろ」

　顔が映りそうなほど綺き麗れいになった盤を見て、清滝の心の曇も晴れる。

　やがて対局者が次々と入室して来た。

　今日、関東では八局。関西では五局が行われる。

　関西で最も注目されるのは清滝の対局になるだろう。降級が懸かっているというのもあるが……対局する相手に注目が集まっているからだ。

　Ｂ級２組順位戦最終局。

　そこで戦う相手は、今期の順位戦が始まったその時から……九ヶ月以上前からもう決まっている。

　今期の対戦表を見た時、清滝は何とも言えない感慨にとらわれたものだった。

　最終戦の相手のことは昔からよく知っている。

　といっても室むろ賀がのような同世代というわけではない。

　もっともっと下の世代……自分の子供よりも下の世代で、それこそ駒落ちで将棋を教えたこともあるような相手だ。

「あの子を相手に闘志がわくのか？　それとも──」

　その時、部屋の空気が変わった。

　微かすかに聞こえていた話し声が一瞬で消え、対局室が静電気で満たされていくような、ピリピリと肌を刺すような緊張が走る。

　誰もが強者きょうしゃと認める者──将棋界の言葉で『信用』のある者だけが纏まとうことができる独特の空気だ。


「…………来おったな」



　今日の相手。

　その姿を認めた清滝は……胸の中に宿る炎がさらに燃え上がるのを感じた。
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《次世代つぎの名人》────神鍋かんなべ歩夢あゆむ六段。






「失礼いたします」

　トレードマークとなった純白のマントを翻ひるがえし、若者は颯爽さっそうと下しも座ざに着く。

　清滝の和装を見ても、涼やかなその表情は常温のまま。


　──……さすがに落ち着いたもんやな。



　関西の人間も慣れてしまっているが、服装については歩夢の方が数段ブッ飛んでいる。

　これに比べたら順位戦の最終局で和服を着ることくらい何だか当たり前のように思えてくるから不思議だ。ちょっと負けたような気すらしてくる。

　──それにしても……あの大人しい子がこう仕上がるとはなぁ……。

　弟子でしの八や一いちの親友でもある歩夢は、幼い頃に何度も清滝家に泊まりがけで将棋を指しに来たことがある。

　当時の歩夢は大人しくて寡か黙もく。恥ずかしがり屋という印象だ。

　──しかし将棋はしっかりしとった。攻守どちらも隙すきが無く、そして本筋を外さん。

　それはまさに王者の棋風。

　弟子の八一と二面指しで指導しても、その才能は見劣りしなかった。そして根性は八一を上回っているとすら感じた。

　強くなるとは思っていた。

　いずれ戦うことになるだろうとも。

　だがこんなにも早く、そしてこんなにも重要な場面で当たるとは……駒を並べながら清滝は将棋の神様の気まぐれを思う。

「時間になりました。神鍋先生の先手番で対局を開始してください」

　記録係は『清滝道場』に参加してくれている若者だった。

　かつて清滝が棋士室で席を譲れと言った、あの級位者の少年。

　今は共に切磋せっさ琢たく磨まする仲間だ。

　鏡洲かがみずと同じように座ざ布ぶ団とんを敷かず、この長丁場ながちょうばに付き合ってくれるらしい。清滝は小さな勇気をもらったような気がした。

　その勇気を糧かてにして、歩夢が打診した相あい矢や倉ぐらを受けて立つ。

　矢倉は互いの得意技だ。

　歩夢のそれは現代将棋を突き詰めた『固い・攻めてる・切れない』の三要素を備える、ソリッドな棋風。

　一方の清滝は、重厚で受けの強い矢倉。

　風格を感じさせる指し回しは『将棋の純文学』と呼ばれるにふさわしい。

　戦いは互いの棋風の通り、歩夢の攻め、清滝の受けという展開で互角のまま進んでいた──が。

「ここやッ……!!」

　六六手目。

　清滝は桂を跳ねる。対局室に必勝の駒音こまおとが響き渡った。

　盤の中央へ向かって軽かろやかに跳ねた桂馬の感覚は、椚くぬぎ創そう多たをはじめとする若手奨励会員との練習将棋によって体得たいとくしたものだ。

「っ!?」

　このタイミングでの桂跳ねは歩夢にとっても想定外。

　ハイペースで飛ばしていた指し手がピタリと止まり、長ちょう考こうに沈む。


「……？　…………ッッ!!」



　やがて歩夢は、清滝の桂跳ねによって自分の形勢が不利になったことを認めた。


「チィッ……！」



　自らの太腿ふとももを拳こぶしで叩たたいて悔しさを発散させると、歩夢は桂馬に狙われた自陣の銀を引いて受けに回る。

　──若々しさ、解き放つ!!

　清滝は生き生きとした指し回しで自らの有利を拡大していく。かつての自分の持ち味である重厚さとはまるで逆の、軽快な指し回しだ。

　毛嫌いしていたソフトの感覚すら取り入れて研究を重ねたその手順は、先手番の歩夢をして防戦一方に追い込んでいた。

　清滝の角は見事に躍動し、と金は歩夢の飛車を追い払って攻撃陣を蹂じゅう躙りんする。

　借りものだった新しい服を、清滝は自分の感覚で着こなしていた。


「よし…………よし。駒得こまどくや……」



　声に出して有利を確認する。

　将棋界には『駒得は裏切らない』という言葉があるほどで、駒の損得というものはどれだけ将棋観が変わろうとも変わらない指針だ。お守りみたいなものである。

　──特にわしらオッサン世代には心強い！

　局面は明らかに後手の清滝有利。

　関東屈指の若手を相手に序盤で、しかも後手番でここまでやれたのは大健闘だ。

「くッ……是非も無し!!」

　歩夢は気合いを入れると、清滝陣へと銀を打ち込んで来た。

　無理をしてでも攻めなければこのままジリジリと押し潰つぶされると考えての反撃。理屈ではなく、気合いを重視した勝負術……清滝はそう読む。

　──銀と金の交換？　まぁ多少は……。

　守りの金を取られるのは痛いが、これだけ優位を築いたのであれば、あとは敵の攻めを丁寧に潰せば勝てる。

　清滝はそう考えて交換に応じた。

　それが間違いだった。

　取った金を、歩夢はすぐに使う。清滝の角の頭に金を打つ。

「あっ!?」

　その瞬間、清滝は文字通り飛び上がった。




　角が詰んだのだ。





「な、なんちゅう……なんちゅうポカを…………」



　自分で自分が信じられなかった。

「桂馬にばかり気を取られて……角の存在を忘れるとは……！」

　──衰えた。

　そう、心から思った。

　そして歩夢はタダで取った角を駒台に置く。白い手袋に包まれた指先で。

　まるで清滝の命を摘み取るかのように。
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　まさに酒しゅ池ち肉林にくりんの宴うたげであった。

　順位戦昇級決定後に俺おれの部屋で行われた幼女達とのめくるめく一夜について記すのであればそんな四字熟語が相応ふさわしいだろう。

　全員が未成年どころかＪＳに至ってはその半分くらいの年齢にも達していないためノンアルコールの宴ではあったが、俺達にアルコールなど必要なかった。他にもっと甘美に酔えるものがあるのだから。

　そう。『昇級』という名の美酒である。

「「おめでとうございます♡　くずりゅーせんせー♡♡♡」」

　ＪＳ達から祝福を受けた俺は、弟子の作った美味おいしい手料理を心ゆくまで味わった。

　四方から『あーん♡』と繰り出されるスプーン。おいおいそんな一度に食べられないよ。

「しゃうねー？　おいわいにねー？　ちちょとけっこんちてあげりゅ！」

「あっ！　ズルいよシャルちゃん！　澪みおだってぐずりゅー先生とケッコンしたい！」

「う、うちも……九く頭ず竜りゅう先生のお嫁さんになりたいですっ!!」

「だめーっ!!　師匠と結婚するのは一番弟子のあいだもん！　あいが一番なんだもんっ!!」

「大丈夫だよみんな。Ｃ級１組に昇級したら何人でも奥さんを持てるからね」

「「すごいっ!!」」

　当然だ。俺はもうＣ級２組の底辺を這はう棋士じゃない。Ｃ級１組なのだ。

　Ｃ級１組になれば給料だって上がるし、十七歳でも結婚できるし、何人でもお嫁さんを貰もらえるのだ。

「ちょっと八一！　複数の小学生と一度に結婚するなんて、何をバカなこと言ってるの!?　あんた今度こそ逮捕されるわよ!?」

「ん？　姉あね弟子でしもＣ級１組棋士である俺のお嫁さんになりたいんですか？」

「はぁ？　誰だれが？　偉そうなこと言うのはＡ級に上がってからにしてくれる？」

「……何がＡ級だよ。Ａはテメェのバストサイズだろ……」

「ぶちころすぞわれ」

「言葉に気をつけたまえ。キミは今、Ｃ級１組棋士の前にいるのだから」

「ッ!?」

　俺が手を翳かざすと、姉弟子は顔を真っ赤にしてモジモジし始める。

「フッフッフ……口では生意気なことを言っていても身体は正直ですね？　銀ぎん子こちゃん……」


「くっ……！　こ、殺しなさいよっ……!!」（ビクンビクン！）



　あの空そら銀子といえどもＣ級１組の前には屈服せざるを得ない。やったぜ昇級してよかったー。




　っていう夢を見た。




　本当は宴なんて開かれず、俺の部屋でちょっとお祝いしたらすぐに解散した。綾あや乃のちゃんの親おや御ごさんが京都きょうとから車で迎えに来てくれてシャルちゃんと綾乃ちゃんはそれに乗って帰ったし、近所に住んでる澪ちゃんは俺がタクシーを拾って家に帰した。次の日も学校あるからね。

　結局、残ったのは姉弟子とあいだけ。

　しかも昇級できたものの他力で、おまけに対局は負けとあって、空気は相当に微妙だった。

　冷えた料理をモソモソと食べて、順番に風呂に入り、大人しく寝た。

　朝になってあいは小学校へ行き、姉弟子はおそらくそのまま連盟に行った。

　俺は疲労で夕方くらいまで寝て、そして今、起きたわけだが。


「……………………………………死にてぇ………………」



　自分が逃げ込んでいた夢の世界のロリロリしさと敗北の痛みを思い出し、俺は呻うめいた。Ｃ級１組になるとお嫁さん貰い放題とか何だよそれ……頭おかしいだろ……。

　言葉にならないほどの罪悪感に打ちのめされつつスマホを確認すると、天衣あいからお祝いのメールが届いていた。

『ダサい上がり方よね。ま、師匠せんせいにはお似合いなんじゃない？　おめでとう』


「…………死にてぇ……」



　弟子からの手厳しい祝福しゅくふくに心を折られる。

　ただこれは、将棋界の誰もが思ってる正直な気持ちだろう。

　これまでの連勝で積み重ねてきた俺の『信用』は、昨日の負けで再びドン底まで落ちた。

「……『矢倉は終わった』とか言っといて、その矢倉にボロ負けしたんだもんな……」

　信用だけじゃない。

　俺の中にあった自信もボロボロに崩れ去った。

「あれだけイキッてたのに、引退の決まってる八十歳の老人に完敗……」

　もちろん理解してる。

　蔵ざ王おう先生に対するそういった驕おごりが敗北に繫つながったことは。

　先人せんじんの積み上げてきた将棋に対する敬意の薄さが敗因だったことは。

　だが理屈ではわかっていても……敗北の痛みはそういった全ての理屈を真っ黒な感情で塗り潰してしまう。その痛みは昇級したって消えないし、シャルちゃんが結婚してくれたところで癒いえることはない。

「あれだけ必死に研究したのにダメなら……じゃあどんな将棋を指せばいいんだよ……？」

　悔しくて将棋盤なんて見たくなかった。

　恥ずかしくて連盟にも行きたくなかった。

　でも──

「結局、来ちゃうんだよな……」

　関西将棋会館に到着した俺は、一瞬だけ中に入るのを躊躇ちゅうちょした。

　今日は師匠の対局がある。

　Ｂ級２組順位戦最終局……もし降級すれば師匠は引退するかもしれない。

　そうなったら今日が、師匠の最後の公式戦。

　そんな対局を、こんな心がグチャグチャになってる状態で見るのは、正直に言えば嫌だった。

　けれど。


「…………見届けないわけにはいかないよな」



　深い溜息ためいきを吐ついてから、恥ずかしさに身体を小さくしながらコソコソと入館。

　そして棋士室に入った瞬間、その場の空気が異様に重いことに驚いた。

　姉弟子、鏡洲かがみずさん、創そう多たの三人が一つの盤を囲んでお通夜つやみたいに俯うつむいてる。その盤に並んでるのが師匠と歩夢の将棋なのは間違いない。

「姉弟子？　師匠の対局で何かあったんですか？」

「角をタダ取りされたわ」

「そマ？」

　それマジ？　という言葉が喉のどで引っ掛かって変な発音になった。

「プロの対局で大駒をタダで取られるとか……あるの？」

　部屋の隅で棋譜きふ中継を担当している鵠くぐい記者が、キーボードを叩きながら教えてくれる。

「今年は一局だけありましたよ。フリークラス在籍のベテラン棋士ですが」

「どうなりました？」

「その時点で投げました」

　まあ投げたくもなるわなぁ……。

「八一さん八一さん八一さん！」

　スマホを持った創多が俺の顔を見るなり駆け寄って来て、

「清滝先生のご自宅の二階に設置したモンスターマシンを起動させて、ソフトにもこの対局を検討させてるんです。ほら、リモートディスプレイっていって、こうやってスマホから操作できるんですけど──」

　創多がスマホをぬるぬる操作しながら教えてくれる。

「ソフトの評価値はマイナス一五〇〇。先手の大優勢です」

　通常、評価値の差が一〇〇〇を超えると逆転は難しいとされる。

　それより五〇〇も多く差が付いてしまっているということは……もはや勝負はほぼ決まってしまったということだ。

　しかも相手はあの歩夢。絶望的だった。

「清滝先生……さすがに角をタダで取られたら厳しいか……」

　鏡洲さんは苦く悶もんの表情で継ぎ盤を見詰めている。

　俺も一緒に継ぎ盤を覗のぞき込む。


「………………」



　しばらく考えて俺は別の意見を口にした。苦くるし紛まぎれに。

「考えようによっては、歩夢の持っていた金をソッポに打たせることができたとも言えます。形勢は……そこまで悪くないかもしれない」

「やれるの？　まだ……」

　縋すがるような姉弟子の声。

　それに対する答えはしかし、誰も口にすることはできなかった。




　雛鶴ひなつるあいはランドセルを背負ったまま清滝家に駆け込んだ。

「桂香さん！　けーかさぁぁぁん!!」

　普段はきちんと靴を揃そろえるあいが、今日は玄関にポンポンと脱ぎ散らかしたまま。小さな両手にはタブレットをしっかり握り締めている。

　あいは今日、小学校の勉強が全く頭に入らなかった。

　授業中も休み時間も給食でもずっと机の下に隠したタブレットで棋譜中継を観ていた。

　そして学校が終わると同時にここへやって来たのだ。

「桂香さんどこにいるの!?　おじいちゃん先生の対局が大変なことになって……桂香さん!?　桂香さんどこー!?」

　桂香は台所にいた。

　父親の大一番だというのに観戦もせず、洗い物をしていた。

「桂香さん！　これを見て！　おじいちゃん先生の対局が──」

「やめてッ!!」

　あいに背を向けたまま桂香は絶叫ぜっきょうした。

　その声に驚いたあいは、動揺しつつもさらに言い募つのる。

「け、けど……おじいちゃん先生、ずっとがんばってたよ？　あんなにがんばってたのに……見てあげないの？」

「知ってるわよ……お父さんが頑張ってたことなんて、言われるまでもなく私が一番見てきたわよ……」

　桂香は絞り出すように言う。

「お父さんがどうして対局の後にお酒を飲むか知ってる？　歯を食いしばりすぎて顎あごと奥歯が痛いから、固形物はほとんど嚙かめないから……それどころか、歯を食いしばって耐えるから奥歯はとっくに磨すり減へって……歯がないから老後も入れ歯は作れないって言われてるの……」


「っ……！　そんな……」



　あいは言葉を失った。


「上を見て戦えるなら幸せよ……けどお父さんや私は足下を見て戦わなくちゃいけないの…………夢も、希望もなく……ただ、生き延びるためだけに……」




「…………」



「そのつらさがわかる？　そんなみじめな状態で将棋を指す苦しさや情けなさ……あいちゃんや八一くんみたいに『勝って当たり前』な人達にわかるわけないわよね……？」

　桂香は恨うらみがましくそう言うと、両手で耳を塞ふさいで叫ぶ。

「だからお願い！　何も言わないで！　そのタブレットを消してぇ!!」

「けいか……さん……」

　あいはタブレットを抱いたまま、耳を塞ぐ桂香にどう声を掛けていいかわからず、台所の入り口に立ち尽くす。
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　角を素抜すぬかれた瞬間、投げようと思った。


「………………あぁ……」



　自分が鍛きたえてきた、目をかけてきた若者達に乗り越えられていく。

　自分の教えを忠実に守っている若者ほど、容赦なく自分を倒す。対局中に、ふと相手の仕種しぐさの中に自分の教えを見て、後悔しそうになる。

　せやから神鍋君が、利き手でしっかりズボンの膝ひざを握り締めとるのを見て……十年も前にわしが教えたことを今でもずっと忘れず続けとるのを見て、心が折れそうになった。

　──そんな若者に油断や隙が生まれるわけがない……。

　しかしわしは堪こらえた。

　わしの気持ちを繫ぎ止めてくれたのは、盤側ばんそくで座布団も敷かず対局を見守り続けてくれとる奨励会員の存在やった。

　彼の必死な姿が、清滝道場で共に将棋を指した若者達を思い出させてくれた。

　今日の対局に向けて一緒に研究してくれた彼らのためにも、そしてわしのことをずっと支えてくれる存在のためにも、投げ出すことはできんと思った。

　それともう一つ。

　投げる前に試してみたいことがあったんや。

　ラス前の対局を終えた後、法善ほうぜん寺じ横よこ丁ちょうで聞いたあの話……。

「……京きょうの持ち味、浪速なにわの食い味。わかるか？」

「？」

　神鍋君は瞳ひとみだけを上げてわしの顔を一瞬だけ見たが、すぐに視線を盤に戻す。オッサン特有の独り言とでも思ったんやろう。

　そうや。わしはオッサンや。

　ソフトを使ったり若者と絡んだりヒップホップな服を着て若々しさを解き放ったところで、所詮しょせんオッサンはオッサンでしかない。

　無理に若者言葉を真似てＬＩＮＥなんかにも手を出してみたところでギャルからは『オッサンＬＩＮＥごっこ』とかバカにされるだけや。

　若者達と一緒に過ごしてみて、一つだけわかったことがある。

　オッサンは若者には戻れん。どうやっても。

　──衰えを自覚した棋士が取れる手段は二つ……。

　一つは、若手に交じって最新研究を学ぶ。

　もう一つは、衰えを隠し昔からの得意戦法に殉じゅんじる。

　だが結局のところ研究量で若手に勝てるわけもなく、隠そうとしたところで衰えはいずれバレるものや。

　どちらの道を進もうともオッサンはいずれ滅びる宿命さだめ。

　だからわしは、その二つの道の狭間はざまを歩こうと思う。

　自分の得意としていた武器をただ引っ張り出すのではなく、さらに磨きをかけて戦う！


「それこそが────オッサン流ッ!!」






　──一つ、オッサンは細かい駒の損得は気にしない。




「どうせ実力差でも角落ちくらいあるんや！　もう一枚くらいくれてやるわ!!」

　わしはそう言って座布団を対局室の隅へ放り投げると、畳に直じかに正座して、再び戦闘態勢に入る。

『駒得は裏切らない』と矛盾するようやがオッサンの発言に矛盾むじゅんは付きもの。上司の言うことがコロコロ変わるように、オッサンの指し方も変幻自在。優秀な若者を困らせるのはオッサンの特権や。

「フッフッフッフ、歩が四枚……か」

　まずは駒台の上に置かれた戦力を把握。

　そしてそれを惜しげもなく相手の玉ぎょく頭とうに向かって打つべし打つべし打つべし!!

「カアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

「ッ……!?」

　わしの歩の連打を受けて、神鍋君は面食らっておるようや。

　何しろオッサンは幼少期から小銭しか持ったことがないので小こ駒ごまの扱いは抜群に上手うまい。駄菓子屋で百円を握り締めアレコレ買って鍛えた金銭感覚は、コンビニ世代の若者には養うことのできんオッサン世代の宝物。

「どうや？　こうやってゴリゴリ泥臭く来られると、意外とイヤなものやろ？　ん？」

　上目遣いに相手を見ながら一言。

　もちろん無視されるが、オッサンは若者に無視されるのには慣れてるからね。ノーダメージやね。

　若い頃にやられてイヤだったことを、自分が年を取ったら若者へやり返す。

「これこそがオッサンになる（唯一の）楽しみ！」




　──一つ、オッサンは若者に絡むべし。




　そしてその隙にコッソリ自玉の周辺を整備するのも忘れん。

　オッサンは無神経なようで実は傷つきやすく繊細な生き物。キャバ嬢や娘にメールを送る時もビクビクしながら送信ボタンを押すほどや……。

　さらに、わしは指し手を左右に散らす。

　相手の意識を一点に集中させんようにする勝負術や。こうすることで若手の武器である深い読みの力を発揮させんようにする。人生経験豊富なオッサンは失敗も豊富。若い頃はこれをやられて何度も間違えた……。

「ッ……!!」

　盤の向こうで神鍋くんの視線が、盤の右側に寄る。

　そうや、そこを見てくれ。

　耳を澄ませてよぉく聞いてくれ。


「…………………………」



　全身の感覚器官を総動員し、神鍋君はわしの真の狙いがどこにあるのかを推すい知ちしようとしてくる。

　わしがリクエストした曲が流れ始めたからや。

　入玉にゅうぎょく行進曲──そのイントロがな。

「さぁさぁさぁ。入ってまうでぇ？」

　わしは持ち駒の歩を垂たらして次々にと金を製造する。

　カラスとオッサンは金ピカ大好き。いやもちろんそんな理由でと金を作っとるわけではなく、合理的な理由もある。

『相あい入玉』と『持じ将棋しょうぎ』──つまり引き分けを狙うわけや。

　持将棋が成立すれば先せん後ご入れ替えての指し直し。

　現時点で圧倒的な優位に立っとる神鍋君にしてみれば、それは絶対に避けたいやろう。そのためにはわしが垂らしまくって作りまくったと金を振り払う必要がある。

「くっ！　……成りポーンどもがッ!!」

　成りポーン？　と金のことか？

　最近の若者言葉はオッサンにはよぉわからんが……神鍋君がイラついとるのはよぉわかる。

「よしよし……」

　若者にいやらしく絡んでイラつかせるのはオッサンの得意中の得意技。わしの泥臭い雑な指し回しが、関東屈指の新鋭の洗練された将棋頭脳を混乱させとる。

　──このタイミングやな……。

　このあたりの呼吸はコンピューター先生には弾はじき出せんやろう。

　おそらくソフトの評価値はすごい勢いで悪くなっとるやろうが……ソフトは神鍋君の心理状態まで弾き出してくれるわけやない。

「ぬぅんっ!!」

　さんざん敵陣に歩を垂らし続けたわしは一転、玉の守りの金の真下に歩を打ち付ける。

「底ポーン……だと!?」

　神鍋君の口から驚きょう愕がくの言葉が漏れた。

　それも当然やろう。

　もうこれでもかっちゅうくらい入玉と持将棋狙いを匂におわせておいたにもかかわらず、今度は足を止めて打ち合うと宣言したわけやから。

　視線を揺らし、心そのものも揺さぶる。

　神鍋君の混乱は今、頂点に達した。

　そして遂にその手が出た。





　一六一手目────６六金。大だい緩かん手しゅや。






「何たる不ぶ様ざまッ!!」

　指した瞬間、神鍋君は自分が間違えたことを悟った。

　そして自らの太腿を何度も殴りつけて悔しがる。

　この悪手は尾を引くやろう。有能で潔癖けっぺきな若者ほど完璧を求め、ミスした自分がいつまでも許せんものやからな。

「それが若さや……」

　一方、記憶力の衰えたオッサンは定じょう跡せきも前例も自分が指した将棋すらも忘れるが、ありがたいことにミスしたことも忘れる。角のビハインドはもうない（精神的な意味で）。

　わしは再び敵の攻め駒を責める。

　神鍋君が入玉の橋頭堡きょうとうほとして築いとった成なり香きょうを取って、形勢互角！

「ふふふ……」

　取ったばかりの香車をこれ見よがしに空から打うちして、

「こう、よぉ縦に伸びた陣形には……香車で田楽でんがく刺ざしにするのが利くよってなぁ……」

　神鍋君はわしの囁ささやきを無視。

　しかし心理の上で香打ちを警戒し、意識が自玉の安全に向かうはずや。

　──攻め合いを挑まれたら負けやからな……。

　それを避けるためにありとあらゆる手段を駆使して煙幕えんまくを張り続けた。反射神経の衰えたオッサンは速度勝負になったら勝てるわけがない。オッサン、実はビクビクです。

　けどな？　オッサンだって勝つのを諦あきらめとるわけやない。

　今ならわかる。

　先輩達が不安を紛らわすためにしとったお喋しゃべりも立派な戦術。

　立場を利用したルールすれすれのセコい技やが、それを使うという決断も強さの一つであることが、今ならわかる。

　みんな勝つために必死に知恵を絞り、プライドをかなぐり捨てて戦っていたのや。棋士として生き残るために……一局でも多く、大好きな将棋を指し続けるために。

　わしはそれをカッコいいと思う。

　今はそう、心から思う。オッサンカッコイイ。

　神鍋君はいい子や。彼個人に恨みはもちろんない。

　八一と一緒に今後の将棋界を背負っていく器うつわやと思っとる。

　昇級して当然。

　むしろ順位戦無敗のままＡ級に昇り《次世代つぎの名人》として華々しくタイトル戦の舞台に登場してもらいたい。

　それが将棋界の総意やろう。

「しかしわしはそんな総すべてに逆らう！　棋士の運命に逆らう！」

　なぜならば──それこそがオッサン流の極意!!

　その極意を盤上で体現すべく、騒音レベルの駒音と共にわしは勝負手を放った。対局室のみんながビックリするが、わしは全く気にせーへん。

　なぜならば──

「オッサンはなぁ……空気を読まれへんのやッ!!」
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「「底歩!?」」

　モニターを見ていた全員が驚愕していた。

　清滝師匠は盤を耕すほどの凄すさまじい手つきでグリグリと金の下に歩を打ち付けていた──岩よりも固い、金底の歩を。

　呆然ぼうぜんと姉弟子が呟つぶやく。

「この展開で、どうして……？」

「詰ますつもりです」

　俺は即答した。師匠と同じ手つきで継ぎ盤にその歩を打ち付けながら。

「師匠はこの底歩を打つことで歩夢に言ってるんです。『引き分けなんかいらん。お前の玉を詰ます』と」

「神鍋先生を……詰ます？」

　銀子は『理解できない』というように問い返す。

「プロになってから今まで順位戦で一度も負けたことがない関東最有望の若手を……降級するかもしれない関西のおじさん棋士が？」

「ええ。師匠は詰まして勝つつもりです」

　俺は断言した。

　スマホ上に表示されるソフトの評価値を振りかざしながら創多が反論する。

「攻め合うべきですよ！　追い上げられてるとはいえ、先手はまだ優勢以上あるんです。攻め合ったら勝てるんです。なのに受け続けてるなんて……神鍋先生は何を考えてるんですか!?」

「創多。お前はまだ将棋のことを何もわかってないな」

「え？」

「歩夢は受けたくて受けてるんじゃない。師匠が受けさせてるのさ。気迫でな」

「気迫……ですか？　そんな、オカルトみたいなもので──」

「わからないか？　だからお前は俺より弱いんだよ」

「♡♡♡ッッ!!」

　創多は顔を真っ赤にして黙り込む。きっと俺に切り捨てられて悔しいんだろう。

　昨日までだったら俺も創多の意見に同意してたはずだ。

　でも蔵王先生に頭をカチ割られ……そして今、師匠の将棋を見て、自分が見落としていた大切な何かを摑つかみかけていた。

　気がつけば棋士室には、入りきらないほどの人々が詰めかけていた。

　清滝道場に通う奨励会員を中心に、研修生や元奨励会員のアマ強豪なんかも来てる。生石おいしさんに連れられた飛鳥あすかちゃんの姿まであった。

　みんな師匠の応援だ。

　師匠の将棋を中継で見て、居ても立ってもいられなくなって連盟に来たんだろう。

「誰か！　手が空いてる棋士と奨励会員がいたら手伝ってくれないかい!?　道場の解説会がお客さんでパンクしそうで……！」

　職員の峰みねさんが棋士室にＳＯＳを求め、駆け込んで来た。

「まるで大阪おおさか中から人が集まってるみたいな騒ぎですね」

「違うよ」

　俺の言葉に、峰さんは真面目まじめな顔でこう答える。

「日本全国から来てるんだ。船しか移動手段がないような小さな離島から来た人達を『満員です』って追い返せるかい？」

「よし。俺が手伝おう」

　生石さんがそう言って道場へ降りて行く。大サービスだ。飛鳥ちゃんは父親が出て行ったことも気付かずモニターに齧かじり付いている。

「……そういえば」

　姉弟子がポツリと言う。

「私達が奨励会に入ったばっかりの頃、師匠が幹事の先生だけじゃなくて他の奨励会員達にも『弟子をよろしく』ってお菓子を配って歩いてたわよね……」

「そうでしたね……」

　当時は恥ずかしいからちょっとイヤだったけど……親元から離れて暮らす俺達にとって、そんな師匠の愛情は何よりも心強かった。

　誰よりも優しく。

　誰よりも泥臭く。誰よりも強く。誰よりも熱い。それが清滝鋼介こうすけ。俺達の師匠。

　関西将棋会館の全体が異様な熱気に包まれていた。

　そんな熱気が伝わってでもいるかのように師匠の指し手はますます熱を帯び、歩夢を圧倒していく。

「……結果論だが、あそこで清滝先生の角をタダで取ってしまったが故に、神鍋六段は攻めに転じられないんだと思う」

　鏡洲さんが棋譜を振り返りつつ分析した。

「神鍋六段には『まだ角得だ』という意識がずっとある……自分が優勢のはずだと思い続けている以上、攻め合うよりも安全勝ちを選びたくなるのは仕方がないだろう。ましてやこんな大勝負だからな」

　一六五手目──９一竜。

「評価値４００。先手有利です。ソフト最善手は[image: ]３四歩」

　一六七手目──５五桂。

「評価値３５０。ソフトはまだ[image: ]３四歩を示してます」

　攻め合えば勝てるという評価だ。

　しかし歩夢は頑かたくなに決戦を避け、自玉を脱出させようと藻搔もがき続けている。

　そして──

「評価値１!!　か、完全に互角だっ!!」

　一六九手目。深夜一時を回った時点で勝負は振り出しに戻った。

「深さノードは!?」

「二億です……信じられない！」

　読みの正確さを確認する鏡洲さんに、創多は「信じられない！」と繰り返す。お通夜つやのように沈んでいた棋士室の空気は、深夜になって沸騰ふっとうしていた。

　既に両者一分将棋。

「……どうなっちゃうんですか？　この将棋……」

　目まぐるしく動く盤上の駒とソフトの評価値を忙しく見比べながら、創多は呟いた。

　竜や馬といった最強の駒で守られた囲いごと自陣へと落ちてくる歩夢の玉を、師匠の小駒達は必死に押し返す。

　歩が、桂馬が、香車が銀が……まるで生きて叫んでいるかのように形勢を押し戻していた。

　落ちてくる隕石いんせきを町工場のオッサン達が寄よって集たかって押し返すような、そんな泥臭いスペクタクル。端は役やくがメチャメチャかっこいい死しに様ざまを見せる浪花なにわ節ぶしのハリウッド映画だ。

　そんな映画の結末は一つしかない。

「起こるのさ。奇跡ってやつが」

　俺がそう口にした瞬間、盤上に歩夢の手が伸びて一八五手目を指す。

　ソフトの示す数値が大きく揺れた。





　評価値────マイナス六〇〇。後手有利！






「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ!!」」

　部屋の空気が歓声で揺れた。

　棋士室だけじゃない。連盟の建物そのものが大きく揺れた。

　奇跡を数値で確認した姉弟子は、それでもまだ信じられないように呟く。


「もしかして…………勝つの？　師匠が……」



　ここまででも十分過ぎるほどの奇跡。

　それを目の当たりにして、誰もが後手の勝利を現実のものとして捉とらえ始める。奇跡が現実になろうとしている……!!

　その時だった。

「東とう京きょうの結果が出ました！」

　東西全ての対局をチェックしながら棋譜中継をしていた鵠くぐい記者が、順位表を何度も何度も確認しながら叫ぶ。

「関東は最後の対局が終了！　粘りに粘っていた三番手が投げました！」


　その結果────



「神鍋先生は昇級ッ!!　清滝先生は降級ですッッッ!!」




　カラン……。

　俺は持っていた駒を床に落とした。


「そ…………ん……な………………」



　巨大な喪失感そうしつかんが室内の熱を全て奪う。

　起ころうとしている奇跡は一瞬で意味を失った。

　モニターの中では、腕まくりをした師匠が扇子で頭を叩きながら気合いを入れている。

　マントを脱ぎ捨てた歩夢も額の汗を拭いながら大きく前後に揺れて読みを入れている。

　しかしこの死闘はもう、何の意味も持たないのだ。

「……順位戦だな」

　鏡洲さんが悲しそうにそう呟いた。

　三段リーグで同じように順位の差で泣いたことがある鏡洲さんにとって、残酷ではあるがこれが現実だった。受け容いれるしかない残酷げんじつ。

　しかしまだその残酷さに染まり切っていない姉弟子は、呆然と呟く。


「じゃあ…………この二人は、何のために戦ってるの……？」



　その問いに答えられる者はいなかった。この場には。




　──清滝鋼介九段、降級決定。

　その報はネット中継を通して一瞬で拡散した。

　あいは棋譜コメントの中にその一文を見て、握り締めていたタブレットを思わず落としてしまう。

　背中を向けたまま台所に立っていた桂香は音に驚いて振り返った。

「あいちゃん？　どうしたの？」

「え？　う、ううん……べつに──」

「……お父さんの対局が終わったの？」

「ち、ちがうよ？　おじいちゃん先生はまだ戦ってる！　勝負はまだ終わってないよ！」


「…………そう……落ちたのね…………お父さんが………………」



　桂香は一瞬で全てを察した。

　あいはオロオロすることしかできない。


「け、けいか……さん……ごめんなさい……わたし……わたしっ……！」



　八一の結果をつい口にしてしまった昨夜のことを思い出して、あいの目に大粒の涙がじわりと滲にじむ。


「いいのよ……あいちゃんは何も悪くないわ…………誰も悪くない……」



　ずるずると台所の床に崩れ落ちつつ、桂香は力無く呻うめき続ける。


「……こうなることは覚悟してたし……他力になった時点で、こうなっても仕方がないんだから…………それが順位戦なんだから…………」



　だが残酷だと、桂香はこの制度を作った人間を恨んだ。

　彼女の父親は死力を尽くして今も戦っている。

　そしてもし、奇跡を起こして神鍋歩夢に勝った時……その歓喜の先に待っているのは降級という名の死。

　これほど残酷なことがあるだろうか？

「……教えてあいちゃん。私……どんな顔をしてお父さんを迎えればいいの？」


「…………」



　うずくまる桂香に、あいは答えた。涙を振り切った決然とした口調で。

「行こう。桂香さん」


「…………あいちゃん……？」



「行かないと絶対に後悔する。だから行こう。将棋会館に」

「け、けど……行って、それでどうなるの？　もうお父さんの降級は決まって──」

「だっておじいちゃん先生、がんばってるもん！」

　あいは叫んだ。


「桂香さん言ったよね？　おじいちゃん先生が将棋を指すのは、わたしや師匠が将棋を指すよりずっとずっっっっと苦しいって。だったらどうしてがんばると思う!?　苦しいのにどうして将棋を指し続けてると思う!?」



「どう……して……？」

「そんなの決まってる！　桂香さんに見てほしいからだよっ!!」

「ッ……!!」

「桂香さんがおじいちゃん先生を一番よく見てきたのと同じくらい……ううん！　もっといっぱい、おじいちゃん先生は桂香さんを見てきたんだよ!?　桂香さんが頑張ってることを誰よりも知ってるから、桂香さんがおじいちゃん先生に頑張って欲しいって思ってることを誰よりも知ってるから……だから諦めないんだよ！　おじいちゃん先生はっ!!」

　桂香の目が、心の動きを表すかのように揺れる。

　その目をまっすぐ見返して、あいはもう一度言った。

「行こう！　桂香さん」

　あいは驚くほど強い力で桂香の腕を摑むと、引きずってでも連れて行く覚悟を固めて、小さな身体で歩き始める。

「おじいちゃん先生がこの将棋を一番見て欲しいと思ってる人は、桂香さんのはずだから!!」




　一分将棋の中で、清滝鋼介は盛んに扇子で自分を扇いでいた。

「熱い……」

　和服は汗を吸い込んで鉛のように重くなっている。胸元を大きくはだけさせ、清滝は扇子で風を送り込む。

　二月末の深夜。

　外の気温は零度近い。

　しかし対局室は二人の熱で汗ばむほどだった。

　神鍋歩夢もとうの昔にマントを脱ぎ捨てている。

　整えていた髪を振り乱し。

　端正な顔を苦く悶もんの表情に歪ゆがめ。

　荒い息と共に声を漏らす。

「熱い……！」

　形勢は清滝に傾いていたが、しかし歩夢も入玉に賭かけていた。もうその指し手に迷いは見えない。

　盤側の記録係も頰ほおを紅潮させている。目に涙すら溜ためて。

『僕も早くこんな将棋を指したい』

　自分が対局者プロでないことを悔しいと思ったのはこの日が初めてだった。他人の将棋を見て泣いたのはこの日が初めてだった。

　それほどの将棋を、清滝と歩夢は指していた。

　たかがゲームで人の心を動かし、人生すらも変えさせるほどの将棋を。

「「熱いッ!!」」

　彼らの運命は既に決まっていた。

　彼ら以外はその運命を既に知っていた。

　けれどだからこそ、この将棋は尊とうといのだ。勝つことでしか運命を切り開くことができないと信じている二人が指す将棋だから。

　清滝が攻める。

　歩夢は凌しのぐ。

　熱暴走する頭脳はもう、普段のパフォーマンスを発揮できない。

　それでも二人が戦い続けていられるのは、棋士としての本能。

　鍛え抜かれた鋼はがねのような清滝の将棋。

　研ぎ澄まされた白銀の剣のような歩夢の将棋。

　ぶつかりあう二人の戦いは、だが少しずつ形勢が開き……そして今日、より強い気持ちを、勇気を持っていたのは──
















「カアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」

　清滝が馬と角を切り飛ばし、最後の大おお捌さばきに出た。

「ぐッ……!!」

　一三五手目に五段目まで上がって最後、ずっと動いていなかった歩夢の玉が、二一五手目にして六段目へと下がる。

　手て数すうにして八十。

　時間にして四時間以上。

　持ち時間の短い対局であればそれだけで一局が終わりそうなほどの手数と時間を投入して、清滝は神鍋玉を押し戻すことに成功したのだ。

　たった一段。

　わずか一段。

　だが清滝は自分に言い聞かせるように、将棋を始めて間もない頃からずっと守り続けてきた格言を口にする。

「玉は下段に落とすべし！」

　それは、寄せの基本中の基本。

　先手玉が詰み筋に入った瞬間だった。





[image: ]　　順位戦






　王手ラッシュが始まった。

「もう詰んでるのに……」

「投げられないさ。当然だろ？」

　創多と鏡洲さんがそんな言葉を交わしている。

　俺には歩夢の駒音が、まるで悲鳴のように聞こえていた。

『なげたくない』『こわい』『いやだ』『しょうきゅうしたい』『いやだ』

　一手ごとに歩夢がそう泣き叫んでいるのがわかる。

　駒を投じてしまえば、その瞬間、一年間積み上げてきた全てが無駄になるかもしれないのだから。

　結果を知っている者からすれば『もう昇級してるのに』と、その必死さを滑稽こっけいに思うかもしれない。

　けどここには、二人のこの戦いを滑稽に思う者など一人もいなかった。

「……やっぱり清滝先生は凄すごいな。よし！　正座して見よう!!」

　鏡洲さんがそう言って棋士室の床に正座すると、清滝道場に参加していた奨励会員達は一斉にそれに倣った。リノリウムの床に揃って膝を突く姿は異様だったが、誰もそれを馬鹿にしようとはしない。

「師匠……！」

　姉弟子が祈るように手を握る。

　灰色のその目は固く閉じられていた。詰んでいるとわかっていても、怖くて見ていられないのだ。一分将棋では何が起こるかわからない。ましてや二人はもう十七時間以上も戦い続けているのだから……。

　だが師匠は強かった。間違えなかった。

　二四六手目──師匠の指した８六竜を見て、とうとう歩夢は指すのを止めた。

　もう指す場所が無いからだ。

「一手詰み……？」

「はい」

　姉弟子が確認し、俺は頷うなずく。

「師匠の勝ちです」

　一五六手目で金底に歩を打って『お前を詰ます』と宣言した通り、師匠は歩夢の玉を詰ましてしまった。




　投とう了りょうの瞬間、両者に声は無かった。




　天井カメラのモニターには、駒台に置いたまま固く握り締められた歩夢の手が小刻みに震えている様子と、盤に覆いかぶさるように俯うつむく後頭部が映し出されている。

「神鍋投了！　順位戦初黒星だ!!」

「『清滝勝ち』です!!　間違いじゃない、本当に清滝が勝ったんだよ!!」

　棋士室は爆発したような騒ぎになった。記者達が一斉にカメラを担ぐ。

　俺は──姉弟子と一緒に真っ先に駆け出していた。

「師匠……ッ!!」

　対局室へ行ったところで何かできるわけじゃない。結果が変わるわけでもない。だけど居ても立ってもいられなかった。

　理屈じゃない。

　子犬が親犬の元へと駆けるように、俺達は息を切らして階段を駆け上っていた。途中、棋譜用紙を持った記録係とすれ違う。その目は赤く腫はれているように見えた。

　俺と姉弟子は対局室に入った。

　室内にはまだ戦いの空気が充満していて、とてもじゃないが盤には近づけない。おそるおそる、盤から離れたところに正座した。


「………………師匠……」



　遙はるか下座から、戦い終わった師匠を仰ぎ見る。堂々と胸を反そらして正座し、はだけた和服の襟を調ととのえる清滝鋼介九段。

「かっこいいね」

　姉弟子が、俺にだけ聞こえる声で囁いた。

　幼い頃、和服姿の師匠に憧れて、二人で和服の絵を描いていた頃と同じ声で。

「かっこいいね。私達の師匠、世界一かっこいいね」


「…………うん……」



　堪こらえようと思っていたのに……涙がボロリと頰を伝う。

　一度泣いてしまうともうダメだった。次から次へと熱い涙が流れて止まらない。隣では姉弟子が同じように泣いていた。

　いつも表情を変えないあの姉弟子が、嗚咽おえつすら漏らしながら。

「銀子……それに八一か」

　師匠は下座に正座してただ涙を流す俺達に向かって、静かに声を掛ける。

「神鍋君が上がって、わしが落ちたんやな？」


「…………………………はい…………」



　俺は震える声でそう答えた。

　昇級と降級の結果は、その当事者のみが質問する権利を有する。それ以外の者が勝手に本人に伝えてはならない。特に降級の結果は。

　明文化されたルールじゃない。

　だがそれは将棋界において守られるべき掟おきてだった。

　そのルールを、俺と姉弟子は破ってしまった……畳の上に止めどなくこぼれる涙で。

　けれど師匠は爽さわやかな笑顔で歩夢に言う。祝いの言葉を。

「おめでとう！　来期も頑張ってください」


「…………ありが…………ぃます……」



　歩夢は擦かすれた声で、今にも消えそうな声で、答える。

　その表情に、三期連続昇級という偉業を達成した者の喜びは無い。

　焦点の定まらない目は盤上を見詰めている。無残な投了図を。

　逆に師匠は落ちたというのに清々すがすがしい。

　──どうしてこんなに清々しい表情でいられるんだろう……？

　やがて、続々と報道陣や検討陣が入室してくる。

　カメラのフラッシュが瞬き、言葉少なく感想戦をする対局者の様子を撮影してから、棋戦主催社の記者が申し訳なさそうに歩夢に声を掛ける。

「神鍋先生……あの、別室で昇級のインタビューをお願いしてもよろしいでしょうか……？」


「…………」



　フラフラと……まるで幽ゆう鬼きのような足取りで歩夢は対局室を出て行く。敗者に喜べという無茶な注文に応えるべく……気持ちは痛いほどわかる。

　そして入れ違いになるかのように、場違いなほど小さな女の子が対局室に姿を現した。

「あい？　どうして──」

　息を切らしてその場に現れたあいは、俺の呼びかけに答える代わりに、一人の女性を引っ張ってくる。

　桂香さんだ。


「…………」



　あいに手を引かれた桂香さんは、おそるおそる部屋に足を踏み入れ……師匠と対面した。

「おとうさん……」

「桂香か」

　師匠の表情に初めて、痛みのようなものが混ざる。

「すまんな。あんなにサポートしてもらったのに、あっさり落ちてもうた」


「そんな…………そんなこと…………」



　桂香さんはもう、言葉にならない。

　ただハンカチを口に当てて、神聖な対局室で嗚咽を漏らさないようにしていた。その姿を見た師匠の目にも涙が溢あふれる。

　気がつけば対局室には清滝一門だけが残されていた……きっとみんなが気を利かしてくれたんだろう。清滝鋼介を応援する人達が。

　集まった弟子と孫弟子を前に、優しい口調で師匠は語り始めた。

「……わしには名人に挑戦したという実績しか無い。他の棋戦ではパッとせんかったからな。せやからＣ級に落ちた時点で引退しようと決めとった……」

「「ッ……!!」」

　全員が息を飲み、そして翻ほん意いを促そうと口を開きかける。

　だが師匠は手を翳して俺達の言葉を遮ると、

「停滞し、堕おちていく日々の中で、自分の存在意義が何なのか考え続けとった……名人に手が届かんところまで衰えて、それで将棋を指す意味があるか？　Ｃ級まで落ちてしもうたら、客観的に見ればもうＡ級に戻るのは難しい……ならその時点で身を引くのが名人挑戦経験者としての正しい道やと」

　将棋とは、勝つために指すもの。

　そしてプロ棋士とは常に勝つことを義務づけられている。勝ち続けた者が名人となるのであれば、それを目指せなくなった時点でプロであることを辞めるべき。

　そんな師匠の考えは確かに筋が通っている。


「けど────わしの存在意義は他にあった」



　そして師匠は語ったのだ。

　引退を決意するほど辛く理不尽な対局の後でも、あんなに清々しくいられた理由を。

「お前たちや」

　おれ……たち？

「わしを見て育ったと言ってくれるお前たちがいてくれる。わしの歩んで来た道が間違っとらんかったことを、お前たちが証明してくれとる。そのことに本当の意味で気付くことができた……ちと気付くのが遅かったがな」

　弟子達にそう言って笑顔を向けてくれた師匠を、改めて仰ぎ見る。

　握り締めてクシャクシャになった袴はかまの右膝。

　鞭むちのように自分を叩いて叱咤しったするからボロボロになってしまった扇子。

　死闘を物語るように歪ゆがんだ盤上の駒と、そこだけは綺麗に整えられている駒台。

　その全てが師匠の足跡で……。

　俺も姉弟子も、必死になって真似をして、その後を追ってきた。

　そして今はあい達がそれを受け継ごうとしている。この場にいない天衣あいも、きっと気持ちは同じはずだ。

　泥臭くても強くなりたいという気持ちは。

「道はこの先も続いとる。ただ今度は、わしがお前たちを追いかける立場になったというだけのことや」

　対局室へと自然に集まった弟子達を愛いとおしそうに見つめながら、師匠は力強い口調で断言する。

「だったらこの先も、この道を歩く。引退はせん」

「師匠！」

「おとうさん……！」

　俺と姉弟子が歓喜の声を上げ、桂香さんは逆に言葉を詰まらせる。あいは「おじいちゃんせんせー！」と泣きながら師匠に抱きついた。

　そんなあいの頭を優しく撫でてあやしながら、

「蔵王先生が言うておられた……勝敗を度ど外がい視しした将棋ほどつまらんものはない、と」

　確信を込めた声で、師匠は断言する。

「わしは今、人生で一番将棋が楽しい。こんな楽しいことを自分から辞めるなんて……できんよ。そんなことは」

　そして師匠はあいを抱っこしたまま俺を見て、こう言った。

「来期はＣ級１組で当たれるな。八一」

「……Ｂ級２組以下の順位戦じゃあ師し弟てい戦せんは組まれないんですよ。師匠……」

　涙と鼻水を垂らしたまま、俺は笑う。

「そうやったか？」

　師匠はニヤリとすると、

「なら早くＢ級１組に戻らんとな。いやいや、望みは高くＡ級やな！　どうせなら銀子も交えて三人で名人挑戦のプレーオフまで行こうやないか！　師弟でプレーオフになったら盛り上がるで？」

「……今度こそ恩返しさせていただきます」

　涙と鼻水を拭ってからそう答えると。

　師匠は初めて出会った時そうしたように、俺の頭にその大きくてゴツい手を置いて髪の毛をグシャグシャにかき混ぜながら、嬉うれしそうに笑った。

「ぬかせ。返り討ちや！」
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　目の前には一枚の紙があった。


「…………昇級者喜びの声、か」



　それは順位戦昇級者が将棋雑誌に寄稿する文章だ。

　内容は基本的に何でもいい。順位戦の内容を振り返ったり、お世話になった人達への感謝を記すことが多い。

　普段ならパソコンで書くんだけど、この文章は昔から手で書きたいと思っていた。

　きっと多くの棋士がそう思っているだろう。棋士にとって特別な文章だから。

「けど……何を書いたらいいのやら……」

　あんなに書くことを夢見ていた喜びの声。

　けれど今は何を書いたらいいのかわからなくなっていた。

　師匠の『残念会』を終え、疲れて眠ってしまった弟子を背負って明け方に帰宅した俺は、朝日が差し込み始めた和室でもう何時間も白紙の原稿用紙を見詰めている。

　傍かたわらには、俺の服を摑んだまま寝息を立てる弟子。


「すぅ……すぅ…………ししょー……さいきょー……です…………」



　あいの寝言に苦笑する。竜王としてならば確かに序列一位。

　だが俺は決してこの将棋界で一番強いわけじゃない。もし俺が絶対的な強さを持っているのなら、引退が決まっていた蔵王先生に負けるわけがない。

『順位戦』

　そう書かれた表に目をやれば、俺の前には百人以上の名前が並んでいた。

　来期、俺の名前は八三番目に来る。

　Ｃ級１組の末席だ。

　最下層のＣ級２組から、最下位の三位で上がった。しかも自力じゃなくて他力で。

「……最強なはずの竜王が、情けねぇ……」

　積み上げてきた信用や自信は消えた。

　自分がどんな将棋を指せばいいかは、またわからなくなってしまった。

　けど──

「どんな棋士になりたいかは、まだこの目に焼き付いてる」

　俺は筆を取り、叩きつけるように文字を記し始めた。

　そこに込めたのは後悔と、驕り高ぶっていた自分への反省と叱責しっせき。まだ血の流れる傷の痛みにのたうち回る己の姿。喜びの声など一文字も刻まない。叫ぶのは若者らしい大言たいげん壮そう語ごと、子供の頃から抱き続ける宝石のような夢。

　そして師匠への憧れと感謝だった。

　その月の将棋雑誌には、こんな記事も掲載されていた。
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　これまで男性プロの息子がプロになる例はあったものの、プロ棋士の娘が女流棋士になる例はなかった。




　その偉大な（？）記録を達成した清滝鋼介九段と、清滝桂香女流三級のご自宅にお邪魔してのインタビューをお届けする。




　内弟子であった九頭竜八一竜王や空銀子女流二冠（奨励会三段）もかつて一緒に暮らし、今は『清滝道場』と呼ばれる研究会が開かれている清滝家。そこは常に駒音が絶えない。




　活気溢れるその家で、父と娘に語ってもらった。









「これ、何月号に載るん？」

　五月号ですと答えると、清滝は顔をしかめる。

「それは味が悪いな。『昇級者喜びの声』が載るのに、わしだけ降級しとるというのは……まるで晒さらし首くびや」

　隣で聞いていた娘の桂香が噴き出した。さっきのは清滝が記者を気遣って言ってくれたジョークだったのだ。

　それで場の緊張が一気にほぐれ、まず今の心境を清滝に尋ねた。

「Ｃ級に落ちたら、墓はか場ばやと思ってた。けど、そんなことを思ってしまう心の在り方こそが墓場なんや。戦う場所は問題やない。プロとして、順位戦で将棋を指せる。それは名人になる資格があるということ。あとは自分が努力するだけなんやから」

　惜しくも降級してしまったものの、最終局では昇級を決めた神鍋歩夢七段を相手に見事な勝利を飾っている。

　自らが経営する野田のだ将棋センターに加え、清滝道場と呼ばれる巨大研究会の運営、そして弟子の育成と、清滝は多忙を極める。

　そもそも清滝は頼まれればどんな遠方へも普及の仕事に行くことで知られている人物だ。

　そんな多忙さも降級の一因なのでは？

　その質問を清滝はキッパリと否定した。

「内うち弟子でしを二人取った時はＡ級に上がれた。Ｂ級２組、Ｂ級１組と連続昇級できた時は震災があったり妻が亡くなって大変な時期やったけど……『頑張らなあかん！』って気合いを入れると昇級できるのかもわからんね。逆に『調子がええ』と油断すると落ちる（笑）。忙しさは問題やないと思います」

　これまでで一番頑張った順位戦はいつですか？

　そう尋ねると、清滝は即答した。

「やっぱりＣ級２組から１組に……最初に昇級した時は、気合いが違ったね。絶対に昇級するつもりやったから」

　それを聞いた桂香が首を傾かしげる。

「最初に昇級した時？　何かあったの？」

「わからんか？」

「？」

「お前が生まれたんや」

「っ!!　……もう！　泣かせないでよ……」

　手の甲で目元を拭う桂香。父親の不意打ちに、ハンカチを取り出す余裕もなかった。

　その『桂香』という名前についても聞いてみる。

　考えたのは清滝先生が？　と尋ねると、

「それはもちろん。駒を見てたら閃ひらめいて、あんまりにもええ名前やったから妻に相談する前に役場に駆け込んでました（笑）」

　自信満々に語る父親。

　だが娘に尋ねると、意外な答えが返ってきた。

「実は私、この名前があんまり好きじゃなくて」

「え!?　そ、そうやったんか……？」

「だって桂馬も香車も、他の駒を跳び越えたり、一気にどこまでも真っ直ぐに進んでいけたりする凄い駒でしょ？　私なんかじゃ名前負けしちゃって……結構プレッシャーなのよ？」

「……」（シュンとしている）

「あっ！　べ、別に嫌いってわけじゃないからね!?　一歩飛ばしで進んでいける桂馬と、どこまでも真っ直ぐ進んでいける香車……その二つを組み合わせてくれたのは、すごく嬉しいの。だけど──」

　桂香は記者の目を見て、

「私が一番好きな駒は『歩』なんです。たくさんある、一番弱い駒かもしれない。けど絶対に後ろに下がらずに、一歩一歩、挫くじけずに前に進んでいっていつかは立派な『と金』に成れる。そんな姿が……お父さんに似てるから」

「け……桂香……！」

　今度は父親が涙を拭う番だった。

　将棋を続けていて良かったですか？

　そう尋ねると、桂香は「もちろんです」と言い切った。

「ずっと夢だったし、もうなれないと諦めた時もあったけど……やっぱり私、女流棋士になれて嬉しい。努力が報われたのも嬉しいけど、一番は、大好きなお父さんと将棋の世界でも永遠の師弟になれたことが嬉しいんです。私、羨うらやましかったから。将棋でお父さんと繫がれる八一くんや銀子ちゃんが」

　父親の手をそっと握りながら、娘は語る。

「でも羨ましがってるだけじゃダメなんです。血縁は何の努力もなく得られるものだけど、将棋の家族になるのは努力がいる。それはどんなことでも同じなんです」

　努力。桂香は何度もその言葉を繰り返した。

「きっと将棋に出会わなければ、私は甘えたまま人生を過ごしていたと思う。そのことを教えてくれただけでも将棋には感謝してますし……ずっと一緒に暮らしてた八一くんと銀子ちゃんとも、これで本当の家族になれたと思います。あいちゃんや天衣ちゃんっていう、おまけ付きでね！」

　気がつけばこの家には、娘や息子だけではなく、孫まで生まれていた。きっとその絆きずなは血よりも濃くお互いを結びつけている。

　将棋は盤上遊戯ボードゲームである。

　そして遊戯ゲームとしての将棋は、いずれソフトに完全解明される日が来るのかもしれない。その日、ゲームとしての将棋は一つの終わりを迎えるだろう。

　だが将棋はそれだけのものではない。

　将棋がなければ、この家に空銀子と九頭竜八一が来ることはなかった。将棋がなければ、父と娘がこんなにも固く結ばれることはなかった。将棋がなければ雛鶴あいはまだ北陸にいて、夜叉神やしゃじん天衣は悲しみの闇の中にいただろう。

　将棋によって人の営みが生まれる。

　勝敗によって多くの人生が変わる。


　その全ては盤上の一手から生まれ────そしてその全てに評価を下すことは、ソフトには不可能なのだ。



　そのことを、この家が示してくれていると感じた。

「弟子達が頑張ってくれてるあいだは、自分もまだまだ戦えることを示したい。それは結果を出すことやと思います。降級したらまた上がればいい。来期はＣ級１組で昇級。その次はＢ級２組。そしてＢ級１組……Ａ級への最年長昇級記録は何歳やった？」

　六十歳です。

　そう答えると、清滝は真剣な表情で頷いた。

「そうか。ならそれを更新するのもええな」

　それから清滝は様々な夢を語った。

　それは自分のことだけではない。娘のこと、弟子のこと、清滝道場で共に切磋琢磨する奨励会員や研修生のこと、そして将棋を楽しむファン達のこと。

　娘はその夢を楽しそうに聞いていた。きっとこの家からは、さらにたくさんの将棋の子が生まれていくのだろう。

　そして最後に父親は、澄み切った表情で口にした。

　少年の頃からずっと抱き続け、棋士として戦い続ける限りこれからもずっと抱き続ける、最高の夢を。







「名人になりたい」
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あとがきに代えて──『母の事』








　将棋界には様々な棋士がいて、そんな棋士達が一年をかけてぶつかる順位戦には、様々なドラマがあります。そのドラマの多くは悲劇であり、昇級よりも降級や引退といった部分に将棋ファンの注目が集まります。

　中でも特筆されるのが深浦ふかうら康市こういち九段でしょう。

　深浦先生は将棋界における『根性の人』です。十二歳、小学校卒業後に佐世保から単身上京して修業を始めたことも含め、将棋界でこれほど苦労した人もいないでしょう。

　何せ深浦先生はウィキペディアで『順位戦における不運』という項目まで作られてしまうほどで、順位の差で昇級できなかったり降級してしまったり、でもそうやって頭はねを喰らうたびに再び昇級したり、とにかくその棋歴からは根性を感じざるを得ません。

　そんな深浦先生は必然的に『昇級者喜びの声』をたくさん書くことになるのですが……その中で私が最も心を打たれたのが、深浦康市七段の書かれたこの文章です。







『順位戦の次の日、佐世保に帰る。この頃は対局が多く、週に２局指して週末は帰省、そして対局ということを繰り返した。病院では横になったまま身動き出来ない母。まだ58歳だ。ガンとは何なんだ、なんでこういうことになったんだろう。そんな自虐の念にかられていた。

　すると突然、「頑張るぞ、頑張るぞ、こんな病気になんか負けないぞー」と病院中に聞こえるような声で叫んだのだ。あの物静かな母が。涙をこらえながら布団を掛け直す妻に、別れぎわのキスをする凜人。

　母は７月31日に永眠した。




　葬儀が終わって間もなく、父は３日間ほとんど家に居なかった。居酒屋を再開する準備をしていたのだ。20年間一緒に働いてきた母とのお別れを告げながら。彼はプロだった。決めなくてはいけないこともあったが、そっとしておいた。

──残った者が頑張るしかない──




　母は根性の人だった。その血は自分に流れている。それを誇りに戦い続けていきたい。』


（将棋世界２００２年５月号『昇級者喜びの声　母の死』）









『りゅうおうのおしごと！』５巻を執筆中、私も母を亡くしました。

　58歳でした。

　祖父を亡くしてからわずか一年後に、唯一残った家族である母も亡くなってしまう。どうしてだ。なぜこんなことになったんだ。昨日まで普通に暮らしていたはずの母は、眠りについたまま二度と目を覚ますことはありませんでした。

　急性心不全。

　眠ったまま心臓が止まり、苦痛はなかった……そう説明されたところで悲しみが癒えるはずもなく。

　将棋ペンクラブから賞をいただいたり、『このライトノベルがすごい！』で高く評価していただいたり、作品がようやく軌道に乗りかけている時期でした。

　祖父を失った悲しみを乗り越えかけた矢先、これからきっと明るくなると思っていた未来は、ある日突然、消えてしまったのです。

　呼吸器に重い障害を持ちながらも、女手一つで私を育ててくれた母。

　そんな母に、私は何も返すことができませんでした。

　一人息子なのに結婚もせず、世間からバカにされるラノベなんか書き続けている私に対して「生きていてさえくれればいい」と言い続けてくれた、優しい母……。

　私の全てを認め、許してくれる母。

　一人ぼっちになった私は、喪主として葬儀の準備をしながら、こんな思いに駆られていました。

「ラノベなんか書いてて何か意味があるのか？　このまま一人だけ生きてて、何かいいことがあるのか？」

　私はラノベ作家という職に誇りを持っているはずでした。

　世の中から何を言われようとも、自分の信じる文章を書き続ける覚悟を固めているはずでした。

　けれど母の死という現実の前に、その気持ちは簡単に揺らぎました。

　自分の書いた本が母を幸せにできたか？

　サラリーマンになって、家庭を持って、孫の顔を見せてあげた方がよほど母を幸せにできたんじゃないか？

　その時に思い出したのが、『母の死』と題された深浦先生の昇級者喜びの声です。

　58歳という母の享年が共通していたことから、ふと思い出し、気になって当時の深浦先生の状況を少し調べてみました。

　そして私は自分の甘さを思い知らされました。

　深浦先生は私と同じ苦しみの中でＢ級１組に昇られました。それどころか、お母様を亡くされた直後の順位戦で勝利しておられたのです。

　闘病というつらい期間を共に闘われた分だけ、深浦先生は私よりも苦しい思いをなさったはずです。それなのに理不尽な現実から逃げることなく戦い、勝っていたのです。

　当時のリーグ表を見て、こう言われた気がしました。

「意味がないものを書いていると思うなら、意味のあるものを書けばいい。生きてていいことあるかなんて、そんなの自分で摑まなきゃあるわけないだろ！」

　全てを与えてくれた親を失って初めて、自分がどれだけ甘えていたのかを思い知らされました。

　通夜。

　弔問客も絶え、二人だけになった深夜。

　母の眠る棺の横でノートパソコンを立ち上げると、私は執筆中だった『りゅうおうのおしごと！』５巻の続きを書き始めました。

　明け方までかかって第一章を完成させ、コンビニのコピー機で印刷した原稿を、母の棺に入れて一緒に焼いてもらいました。

「そういえば、仕事をしているところを見せたこともなかったな……」

　白い骨になった母と、灰となった原稿。その二つを収めた熱さの残る骨壺を抱きながら、私はそんなことを思いました。いつ泣き止んだか憶えていないくらい、涙が溢れて止まりませんでした。

　執筆は一瞬で終わるものではありません。

　５巻を完成させるまでの期間、苦しい状況が続きました。

　葬儀は終わっても、相続の手続きや遺品の整理などをせねばならず、そういった作業は母との記憶を思い出させ、私の心を抉り続けました。

　虚しさや後悔や悲しみ。そんな感情が断続的に襲いかかる中でそれでも諦めずに書き続けることができたのは、何度も何度も理不尽な運命の波に翻弄されながらそれでも挫けずに挑戦し続ける棋士達の熱い戦いの軌跡が、順位戦という名の歴史があったからです。人間はどんな苦しみや悲しみも絶対に乗り越えられるという証拠があったからです。

　深浦康市という証拠が。

「それに比べればラノベを書く事なんて何でもない」

「もっとやれる。もっといいものが書ける」

「出し惜しみをするな。『これを書き終わったら死んでもいい』と思えるくらいのものを書くんだ！」

　壁にぶつかるたびに、自分の筆力の足りなさに苛立ち投げ出しそうになるたびに、私は深浦先生の『昇級者喜びの声』を読み返しました。そして心の中で唱えるのです。

　──残った者が頑張るしかない──

　母は優しい人でした。その優しさをもし私が受け継いでいるのだとしたら、文章でそれを表現することこそが、私が小説を書く意味になるのかもしれません。




　将棋の世界は、私に悲しみを乗り越える力を与えてくれました。

　願わくばこの物語が、同じように、読んでくれる方々の力になれたのであれば。

　悲しみや苦しみの中で、一歩でも前に踏み出す力になれたのであれば。

　どうしようもない孤独や絶望の中で、それでも「明日もまた生きていこう」と思ってもらえる力になれたのであれば。




　そうであればきっと、母も喜んでくれると思います。

















「ＢＢＱバーベキューしようぜ！」

　それは突然の提案であった。

　関西将棋会館の棋士室に飛び込んできた月つき夜よ見み坂ざか燎りょう女流玉将は、ちょうど練習将棋を指し終わって感想戦をしていた俺おれと供御飯くぐい万智まち山城やましろ桜おう花かに向かってそう言ったのだ。

「は？　ばーべきゅー？　え？　……なんで？」

「ええよー」

　唐突すぎて戸惑う俺をよそに、供御飯さんはその提案を了承。「こなた車出すしー」とお気に入りのオレンジ色の車の後部座席に俺、助手席に月夜見坂さんを乗せて発進。

　以前は助手席に誰かを乗せると気になって運転できないと言っていたけど、最近は慣れてきたんだろうか？　それともあの時そう言ったのは俺を隣に乗せたくなかったから……？

「肉買うぞ！　肉！　肉!!　肉ッ!!」

「お野菜もな～」

　途中でスーパーに寄って必要なものを買い込んだ。女性二人が好きな食材を選んでいる間、俺はバーベキューセットとか紙皿とかを揃そろえる。

　そしてレジで合流。

「クズ。会計やっといてくれや」

「は？　え？　何で？」

「オメーの順位戦昇級祝いだろーがよ。オラ財布出せ財布」

「竜王サン、ごちになりやすー♡」

　釈しゃく然ぜんとしないながらも、祝われる者が金を出すのは将棋界の伝統なので逆らわず財布を渡した。色々と買い揃えたので割とビックリするくらいの出費だ。まぁ今度シャルちゃんを誘ってバーベキューデートすればお釣りが来るか……と自分を納得させる。

「それで？　どこでやるんですか？」

「そのへんの川原とかでいいんじゃね？」

「え」

　言い出しっぺ、まさかのノープランである。

　供御飯さんも「そんならあそこでええねー」とか言いながら、ちょうど目についた川原に向かってハンドルを切る。

　特に何も無い、だだっぴろい川原でバーベキューの準備をする。まぁ燃えるようなものは見当たらないし、水もすぐ近くにあるから、バーベキューをするに適してはいるんだろうけど。

「……ここって火とか使って大丈夫なんスかね？」

「あぁん？　大丈夫だろよく燃えてっし」

　そういう意味じゃねーよ……。

「安いお肉やけど、お外で食べると美味おいしいどすなぁ」

「だろ!?　将棋指しってインドア系だからよ。たまにはこうして外に出て遊ぶのも悪くねーと思ってさ！」

　確かに肉も野菜もウマい。

　季節はもう春だ。川原の土手に植えられた桜並木はまだ蕾つぼみだけど、それでも川を流れてくる風は暖かさを含んでいて心地いい。

　俺がコンロの横に立って肉や野菜を焼き、月夜見坂さんと供御飯さんは車のテールゲートを開けてラゲッジスペースに並んで座る。何だか『青春！』って感じのシチュエーションに、最初は否定的だった俺もちょっと楽しい。「悪いことしてるかも？」というドキドキ感が気分を高揚させているのか、食事も会話も弾んだ。

　そうして一時間くらい楽しんだ頃。

　ペットボトルのコーラをラッパ飲みしながら、月夜見坂さんがポツリと言った。

「……なあ。オレ達が初めて会った日のこと、憶おぼえてっか？」

　もちろん憶えてる。鮮明に。

「小学生名人戦でしたね。俺が小三で、月夜見坂さんと供御飯さんが小五。あと歩夢あゆむも」

「こなたはお燎に準決勝で負けて大泣きして──」

「俺は歩夢に準決勝で勝って、決勝は月夜見坂さんと俺で」

「んで、負けたオレは表彰式が終わってから腹いせにクズをブン殴ったんだよな」

「あれは痛かったなぁ……もう十年くらい前になるんですよね」

　棋士になるべき人間は、だいたい物心つくかつかないかくらいで将棋を覚える。

　そして道場や大会で出会う。

　日本全国にわかれて暮らしていても、まるで将棋によって引き合わされるかのように。それこそ俺達が小学生名人戦で初めて出会ったように。

　だからみんな幼馴染おさななじみだ。そして競争相手でもある。

「考えてみれば不思議ですよね。出会い方は最悪だったのに、どういうわけか今はこうして仲良くバーベキューなんかしてるし」

　幼い頃から競い合う中で、ごく稀まれに、性格や価値観が合う相手というのが見つかる。

　そして『戦友』とも呼べる関係となる。戦うごとに絆きずなが深まる、そんな関係に。

　歩夢を含めた俺達四人はそういう関係だ。

「ま、これからまだ何十年もこの腐れ縁が続くと思うと俺は今から心が重いですけどね。ずっとあんた達に虐しいたげられ続けるんだろうなぁ……」

「……だといいよな」

「……せやね」

　おや？　と思った。二人の態度がいつになくしんみりしているから。

　その理由を問い糾ただそうと思った、その時。


　ウゥゥゥ～～～!!



「やべぇ！　警察サツだ逃げろ!!」

「え!?　これパトカーのサイレンなの!?」

　聞き慣れているからかいち早く反応した月夜見坂さんが慌てて叫び、供御飯さんは素早くエンジンをかける。ゴミや荷物をまとめた俺が後部座席に滑り込むとドアを閉じる間もなく発進。

　素晴らしいチームワークを発揮してパトカーの追跡を振り切った。

「いやぁ～、間一髪どしたなぁ」

「よかったよかった。オレが早期発見したおかげだな」

「よくないですよ！　全くよくないッ!!」

　振り落とされそうになりながらもようやく後部座席のドアを閉じて安全を確保すると、俺はケラケラ笑いながらハイタッチなんぞしてやがる二人に向かって叫んだ。

「お二人ともタイトル保持者ホルダーとしての自覚はあるんですか!?　俺達が一斉に捕まったら将棋界始まって以来の大スキャンダルですよ!?」

「大丈夫や。こなたら全員まだ未成年やし」

「だな。報道に名前は出ねーよ」

「だからそういう問題じゃないんですよぉ！」

　後部座席から身を乗り出して吠ほえる俺に、月夜見坂さんは言う。

「まぁけどこんなトコで捕まったら、三日後の対局が不戦敗になっちまうからな。そりゃちょっと困るからよ」

「罪滅ぼしに、今度このへんのゴミ拾いでもしよか」

「そうでしょうとも。そうしましょうとも」

　力強く頷うなずいたものの、最近ずっと自分の対局だけに集中していた俺は、月夜見坂さんがどんな対局を控えているのか知らなかった。

「……ところで、三日後に何の対局があるんですか？」

「山城桜花の挑戦者決定戦ちょうけつだよ。祭神さいのかみ雷いかとの」

「えっ!?」

　大一番おおいちばんじゃないか！

　供御飯さん──山城桜花のタイトル保持者がクスクス笑いながら言う。

「今ここで助手席だけ電柱にぶつけたら、こなたの防衛確率がちょっとだけ上がるやも？」

「確かにオレよか雷のほうが弱よえェからな」

「せやね。才能はあっちのが上やけど、お燎はしつこいからなぁ」

「抜かせ」

　こんな軽口を叩たたいてはいるものの──

　もし月夜見坂さんが挑戦者に決まれば、こうして二人が同じ車に乗ることもなくなるだろう。

　月夜見坂さんが関西将棋会館に来て練習将棋を指すことも、三人揃ってバカをやることだってなくなる。

　戦うことで、これまでの友情がなくなるわけじゃない。

　けれど俺達は将棋に人生を懸けている。棋士にとってタイトルは命だ。命の取り合いをする以上、互いに無傷ではいられない。

　将棋は格闘技じゃないから身体は傷つかない。

　傷つくのは心。

　だから深いのだ。身体の傷ならいつか癒えるけど、心の傷はずっと残り続けるから。

　──今日のバカ騒ぎは俺のお祝いなんかじゃない。決別の宴うたげだったんだ……。

　月夜見坂さんも供御飯さんも、口には出さない。

　表面上はいつも通りの、いつも以上のバカをやってる。

　けれど二人にとって命タイトルの取り合いをするほどの戦いは未経験で、だからこうして一緒にバカをやって確かめているのだ。

　どれほどの死闘を繰り広げようとも、二人の……俺達の関係はいずれ元に戻ると。

　戦った直後は傷が残るかもしれないけれど、いつかそれも癒えるのだと。そう、信じたいのだと。

　その気持ちを察した俺は、後部座席から調子を合わせる。

「どうせなら二人とも仲良く事故りましょうよ！　邪魔者が減ってうちの弟子でしがタイトル獲とりやすくなるんで」

「万智。バックにギア入れろ。あのクズ後部座席ごと押し潰つぶしてやれ」

「了解！」


「うぉわぁああああああああちょっとちょっと何で俺だけマジで潰されそうになってるんですか怖い当たる怖い当たる当たるやめてやめてやめてぇぇぇ──────ッッ!!」






　それから三日後。

　関東で行われた挑戦者決定戦は、女流タイトル保持者同士がぶつかる大激戦となった。

　互いに勝負に拘こだわり二度の千日せんにち手てが発生したその対局は、持ち時間が短い女流棋戦では異例と呼べるほど深夜にまで及び、挑戦権を得た者が執念とも呼べる粘りを見せて逆転勝ちを収めた。


　その挑戦者の名は────月夜見坂燎女流玉将。



　局後のインタビューでタイトル奪取への意気込みを問われた挑戦者は「挑戦する以上、奪取は最低目標。殺してでも奪い取る」と語った。




　春。京きょうの都みやこに桜の花が咲き乱れる頃。

　山城桜花戦が、始まる。
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